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同
会
議
に
は
、
全
国
47
都

道
府
県
支
部
の
支
部
長
ら
60
人

が
出
席
し
た
。
同
会
議
の
議
長

に
は
徳
島
県
支
部
の
佐
竹
弘
通

支
部
長
（
昭
44
経
）
が
選
任
さ

れ
た
。

令
和
元
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク

令
和
元
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、学
位
記
授
与
式（
式

典
）
は
中
止
と
な
り
、
３
キ
ャ

ン
パ
ス
と
も
各
学
科
の
研
究
室

単
位
で
教
室
別
に
分
か
れ
て
、

令
和
２
年
度
の
入
学
式
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
。髙

野
学
長
は
「
私
た
ち
の

地
球
は
、『
生
き
る
』
こ
と
を

脅
か
す
問
題
に
直
面
し
て
い

る
」
と
し
、「『
生
き
る
』
を
支

校
友
会
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

開
始
し
た
「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ

コ
イ
ン
募
金
」
は
令
和
２
年
度
で
３
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
２
年
３
月
ま

で
に
校
友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
き

ま
し
た
募
金
者
の
ご
芳
名
を
８
・
９
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
全
国
支
部
長
会
議
が
２
月
21
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
の
横
井
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
同
会

議
で
は
静
岡
県
と
兵
庫
県
の
両
支
部
が
活
動
を
報
告
し
、
全
国
の
支
部
長
の
関
心
を
集
め
た
。
両
支
部
は
支
部
総
会
な
ど
で
校
友
同

士
の
親
交
を
深
め
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
外
に
向
け
た
活
動
を
展
開
、
地
域
へ
の
貢
献
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
一
方
、
五
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
各
支
部
か
ら
の
要
望
・
提
案
事
項
が
示
さ
れ
た
。

会
議
報
告
は
▽
北
海
道
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
＝
運
萬
勇
岩
手
県
支

部
長
（
昭
50
林
）
▽
関
東
・
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
＝
伊
澤
宏
爾
長

野
県
支
部
長
（
昭
39
畜
）
▽
北

陸
・
東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
＝

小
島
義
治
京
都
府
支
部
長
（
昭

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大
学
院
生
物
産
業
学

研
究
科
・
生
物
産
業
学
部
は
３

月
16
、
17
日
に
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大
学
院
農
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
・
同
博
士
前
期

課
程
・
応
用
生
物
科
学
部
・
地

域
環
境
科
学
部
・
国
際
食
料
情

え
る
農
学
を
、
東
京
農
業
大
学

で
学
ぶ
皆
さ
ん
に
社
会
が
寄
せ

る
期
待
は
限
り
な
く
大
き
い
」

と
、
入
学
の
式
辞
を
書
面
で

送
っ
た
。

今
年
度
の
入
学
者
は
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
２
１
５
３
人
、

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
５
８
２
人
、

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
３
６
７
人
、計
３
１
０
２
人
。

今
年
度
も
、
陸
上
競
技
部
男
子
長

距
離
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
手
強
化
へ
の
強
力

な
後
押
し
と
な
る
よ
う
、
農
大
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
「
払
込
取
扱
票
」（
校

友
会
ニ
ュ
ー
ス
に
同
封
）
で
お
振
り
込

み
、
ま
た
は
校
友
会
支
部
総
会
な
ど
で

募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

45
造
）
▽
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
＝
市
川
貞
男
愛
媛
県
支
部

長
（
昭
47
化
）
▽
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
＝
古
川
繁
樹
佐
賀
県
支
部
長

（
昭
49
工
）
が
行
っ
た
。

今
回
の
支
部
長
会
議
は
特

に
活
発
な
支
部
の
活
動
を
全
国

に
広
め
る
の
が
狙
い
の
一
つ
。

静
岡
県
支
部
の
糠
谷
禎
則
支
部

長
（
昭
50
工
）
は
、東
部
、中
部
、

西
部
の
３
地
区
で
の
活
動
と
さ

ら
に
地
域
内
で
の
分
会
や
、
５

部
門
の
職
域
部
会
が
独
自
活
動

で
支
部
を
支
え
て
い
る
き
め
細

か
な
対
応
を
説
明
し
た
。
同
支

部
は
、
静
岡
市
内
で
市
民
に
開

か
れ
た
「
東
京
農
大
『
食
と
農

と
み
ど
り
』
の
祭
典
」
を
開
く

な
ど
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
伊

東
市
内
の
校
友
で
組
織
す
る
分

会
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
で

農
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
直
売

す
る
収
穫
祭
を
行
い
、
市
民
の

人
気
を
集
め
た
。

兵
庫
県
支
部
は
石
原
憲
一

報
学
部
は
20

日
に
、
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス

の
大
学
院
農

学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
・

農
学
部
は
21

日
に
学
位
記

と
記
念
品
が

修
了
生
・
卒

業
生
に
授
与

さ
れ
た
。
併

せ
て
髙
野
克

己
学
長
の
告

辞
、
卒
業
生
代
表
の
答
辞
な
ど

が
手
渡
さ
れ
た
。

髙
野
学
長
は
「
生
命
（
い

の
ち
）
の
尊
さ
を
大
切
に
す
る

『
農
の
こ
こ
ろ
』
を
持
ち
、『
生

き
る
』
を
支
え
る
人
で
あ
り
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
告
辞
。

卒
業
生
代
表
の
答
辞
は
ア

ク
ア
バ
イ
オ
学
科
・
大
島
海
輝

さ
ん
、
生
物
応
用
化
学
科
・
栂

大
樹
さ
ん
、
バ
イ
オ
セ
ラ
ピ
ー

学
科
・
篠
﨑
栞
さ
ん
。

ま
た
、
成
績
優
秀
特
別
賞
・

卒
業
論
文
優
秀
賞
な
ど
優
れ
た

成
績
を
収
め
た
学
生
ら
に
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

令
和
２
年
３
月
の
修
了
生
・

卒
業
生
は
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

１
９
８
６
人
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ

ス
６
５
７
人
、
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
４
０
１
人

で
、
計
３
０
４
４
人
が
将
来
へ

の
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
っ

た
。

郎
支
部
長
（
昭
45
造
）
が
活
動

報
告
。
中
で
も
大
学
と
兵
庫
県

の
連
携
協
定
締
結
の
橋
渡
し
役

を
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。

大
学
と
県
、
校
友
会
支
部
が
合

同
で
県
民
農
林
漁
業
祭
に
出
店

し
て
い
る
な
ど
、
こ
の
協
定
に

基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
積
極
的
に
後
押
し
し
て
い

る
。一

方
、
同
会
議
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
大
学
や
校
友
会
本

部
に
要
望
・
提
案
が
寄
せ
ら
れ

た
。こ
れ
に
対
し
て
大
学
側
は
、

髙
野
克
己
学
長
が
来
賓
あ
い
さ

つ
の
中
で
答
え
た
。
今
年
度
の

入
試
か
ら
新
し
く
取
り
入
れ
た

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ａ
Ｏ
入
試

に
つ
い
て
は
「
１
１
１
人
が
合

格
し
、
目
的
を
果
た
せ
た
」
と

し
「
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

志
願
者
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

Ａ
Ｏ
入
試
を
受
験
す
る
よ
う
背

中
を
押
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
た
。
ま
た
、
大
学
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
は
「
東
京
農
大
か
ら
講

師
を
派
遣
し
て
講
演
会
を
開
い

て
い
る
が
、
年
に
複
数
回
で
も

結
構
な
の
で
、
支
部
も
積
極
的

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
し
た
。

校
友
会
本
部
に
対
す
る
要

望
・
提
案
に
対
し
て
は
安
達
哲

司
事
務
局
長
（
昭
55
農
）
が
回

答
。「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ

ｅ
コ
イ
ン
募
金
」に
つ
い
て「
陸

上
競
技
部
男
子
長
距
離
の
強
化

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
優
秀
な

選
手
も
加
わ
り
、
確
実
に
強
化

が
進
ん
で
い
る
」
と
成
果
を
強

調
し
た
。

運萬勇支部長

小島義治支部長

古川繁樹支部長

石原憲一郎支部長

佐竹弘通議長

伊澤宏爾支部長

市川貞男支部長

糠谷禎則支部長

地域に貢献 開かれた支部へ

活発な支部活動を誓い合った全国支部長会議

バイオセラピー学科・野生動物学研究室の学位記
授与で（３月21日、厚木キャンパス）

｢oneコイン募金｣
３年目もご協力を

生
物
生
産
学
科
・
動
物
バ
イ

テ
ク
研
究
室
で
の
学
位
記
授

与
（
３
月
16
日
、
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
）

研
究
室
単
位
で

学
位
記
を
授
与

入
学
３
１
０
２
人

醸
造
科
学
科・酒
類
生
産
科

学
研
究
室
で
の
学
位
記
授

与
（
３
月
20
日
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
）

先
進
的
活
動
を
全
国
に
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
で
式
典
中
止

学
長「
生
き
る
」を
支
え
る
人
に

全国支部長会議全国支部長会議
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支
部
長
各
位
に
は
遠
路
、
お
忙
し
い

中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
東
京
農
業
大
学
が
時
代
を

先
取
り
し
繁
栄
を
し
て
い
く
姿
を
誇
ら

し
く
思
い
ま
す
。
校
友
会
も
、

17
万
６
０
０
０
人
の
校
友
と

も
ど
も
、
大
学
の
発
展
の
た

め
に
、
一
層
、
協
力
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う
校

友
会
本
部
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

て
、
新
役
員
を
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
部
は
４
月
以
降
、
国
内
43
支
部
、
海

外
３
支
部
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
の
「
箱
根
予
選
会
」
で
は
、
残

念
な
が
ら
復
活
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
一
昨
年
の
４
月
か
ら
、
校
友
会

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
箱
根
駅
伝

へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」
を
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た

募
金
は
昨
年
12
月
末
で
４
０
０
０
件
を

超
え
、
総
額
９
１
６
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
末
ま
で
に
、
合
計
６
０
０
万

円
を
陸
上
競
技
部
男
子
長
距
離
の
強
化

全国支部長会議主催者あいさつ（要旨）全国支部長会議来賓祝辞（要旨）

東
京
農
大
総
合
研
究
所
（
現

＝
農
生
命
科
学
研
究
所
）
は
令

和
元
年
12
月
18
日
、
東
京
都
千

代
田
区
で
３
回
目
と
な
る
革

新
的
技
術
研
究
成
果
報
告
会

を
開
い
た
。
８
課
題
の
先
端
技

術
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ

る
と
と
も
に
、
黒
毛
和
種
と
褐

毛
和
種
を
交
配
し
た
「
農
大
和

牛
」
が
初
披
露
さ
れ
、
話
題
を

集
め
た
。

同
報
告
会
に
は
農
業
資
材

メ
ー
カ
ー
や
食
品
産
業
な
ど

の
企
業
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
団
体
、

研
究
機
関
か
ら
１
４
０
人
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。
総

合
研
究
所
に
よ
る
学
内
研
究

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心

地
、
旧
１
号
館
跡
地
に
農
大
サ

イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
が
令
和
元
年

11
月
に
完
成
、
４
月
か
ら
供
用

を
開
始
し
た
。
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
４
学
部
15
学
科
の
全
て
の

研
究
室
、
実
験
施
設
お
よ
び
学

部
事
務
室
な
ど
が
入
る
、
農
大

の
学
術
の
中
核
拠
点
と
な
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
64
本
の
中
か

ら
「
学
部
長
主
導
型
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
３
課
題
と
個
別
研

究
の
５
課
題
の
報
告
が
あ
っ

た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
夏
秋

啓
子
副
学
長
は
「
東
京
農
大
の

研
究
は
扱
う
対
象
が
植
物
、
動

物
、
微
生
物
、
人
の
健
康
、
環

境
、
地
域
お
こ
し
な
ど
幅
広
く

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た
落

成
式
で
大
澤
貫
寿
理
事
長
は

「
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
は

運
用
・
運
営
が
か
な
り
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
こ
こ
を
ハ
ブ
と

し
て
、
研
究
の
成
果
を
世
界
中

に
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

期
待
。
髙
野
克
己
学
長
は
「
多

様
な
研
究
を
す
る
87
研
究
室
が

深
い
。
成
果
発
表
の
中
か
ら
産

官
学
の
連
携
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

学
部
長
主
導
型
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
応
用
生
物
科

学
部
は
「
農
大
：
栄
養
強
化
米
」

を
開
発
。
こ
れ
は
ミ
ネ
ラ
ル
や

ビ
タ
ミ
ン
、
と
り
わ
け
鉄
分
を

多
く
含
み
、
脂
肪
肝
の
抑
制
や

鉄
欠
乏
性
貧
血
の
改
善
に
効

果
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

他
、
生
物
産
業
学
部
の
ア
ザ
ラ

シ
の
個
体
数
管
理
の
新
た
な

考
え
方
や
利
用
法
、
生
命
科
学

部
の
環
境
に
優
し
い
稲
わ
ら

を
原
料
に
し
た
バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
開
発
に
つ
い
て

も
報
告
さ
れ
た
。

情
報
交
換
会
で
は
、
黒
毛

和
種
の
卵
子
と
褐
毛
和
種
の

精
子
を
交
配
さ
せ
た
農
大
和

牛
の
成
果
が
報
告
さ
れ
、
参
加

者
は
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
し

て
試
食
し
た
。

１
カ
所
に
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
に
よ
り
化
学
反
応
が
始

ま
る
。
交
わ
り
合
っ
て
新
た
な

も
の
が
で
き
る
。
生
物
科
学
分

野
で
世
界
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

同
建
物
は
農
大
ア
カ
デ
ミ

ア
セ
ン
タ
ー
と
１
号
館
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
受
け
継
ぎ
、
積
層
や

地
層
の
デ
ザ
イ
ン
と
の
調
和
を

イ
メ
ー
ジ
。
ま
た
、
異
な
る
研

究
分
野
の
学
部
を
一
つ
に
積
層

さ
せ
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

学
部
間
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
一
体
感
を
表
現
し
て
い
る
。

鉄
骨
・
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
で
地
下
１
階
、
地

上
８
階
建
て
。
都
内
最
大
級
の

研
究
施
設
で
、
建
築
面
積
は
７

４
１
４
・
32
平
方
㍍
、
延
べ
面

積
４
万
６
２
３
６
・
33
平
方
㍍
、

高
さ
38
・
15
㍍
。

対
策
費
と
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
は
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
の
こ
の
取
り
組
み
が
、
予
選
突
破

へ
の
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に

強
力
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

長
年
、
支
部
長
、
幹
事
長

を
お
務
め
い
た
だ
き
、
退
任

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
ご
功

績
に
対
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
新
た
に
就
任
を
さ
れ
ま
し

た
支
部
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
校
友
会
活

動
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
校
友
会
会
長

萬
歳　

章

令
和
元
年
度
全
国
支
部
長
会
議
が
行

わ
れ
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
新
執
行
部
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
、
萬
歳
会
長
の
下
で
ま
た
大
学
に

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

問
題
で
す
。
こ
れ
は
大
学
、
高

校
、
中
学
校
、
小
学
校
を
含

め
て
き
ち
っ
と
対
応
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
非
常
に
難
し
い
判
断

が
迫
ら
れ
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
本
当
に
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
少
子
化
へ

の
対
応
は
、
課
題
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
て
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
人
口
減
の
社
会
に
対
し
て
国
家
の

対
応
が
必
要
で
す
。
わ
れ
わ
れ
も
地
方

創
成
、
地
域
活
性
化
の
課
題
に
挑
戦
し
、

さ
ら
に
強
化
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

昨
年
、
私
立
学
校
法
が
改
正
に
な

り
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
財
務
な
ど
を

オ
ー
プ
ン
に
し
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

東
京
農
大
は
中
堅
規
模
の
学
校
法
人

で
す
。
し
か
し
発
展
性
、
純
利
益
は
首

都
圏
大
学
の
中
で
も
か
な
り
上
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
木
の
実
験
・

実
習
棟
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
サ

イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
が
で
き
ま
し
た
。
先

輩
方
の
努
力
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
て
き

た
財
産
を
環
境
整
備
の
方
に

回
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

国
際
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

ご
援
助
い
た
だ
き
な
が
ら
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
詫
び
し
ま
す
。
こ
れ
も

今
、
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
の

東
京
農
大
で
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
私
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
理
事
長

大
澤　

貫
寿

本
日
は
農
大
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト

の
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
４

月
１
日
か
ら
は
本
格
的
に
供
用
開
始
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
15
学
科
87
研

究
室
が
全
て
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
に
入

り
ま
す
。
学
科
を
越
え
た
教

員
と
学
生
の
交
流
と
い
う
こ

と
が
生
ま
れ
、
研
究
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
や
す
い

環
境
に
な
り
、
研
究
成
果
が

出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

入
試
の
方
で
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ

ぐ
ら
い
の
志
願
者
数
で
し
た
。
農
学
に

対
す
る
志
向
が
堅
調
か
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
農
学
部
系
は
昨
年
、
国
立
、
私

立
を
含
め
て
、
今
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
平
年

並
み
の
志
願
者
数
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
昨
年
は
北
海

道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
野
球
部
が
全
日
本
の

大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
入
り
ま
し
た
。
駅

伝
で
は
選
手
は
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
て

い
ま
す
が
、
他
の
チ
ー
ム
が
そ
れ
を
上

回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
人
材
確

保
に
は
努
力
し
て
お
り
、
今
年
入
学
す

る
１
年
生
、
ま
た
２
年
生
に
な
る
選
手

も
有
望
な
選
手
が
い
ま
す
の
で
、
今
年

の
予
選
会
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
監
督

も
含
め
て
コ
ー
チ
陣
の
充
実
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

就
職
活
動
で
は
各
支
部
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
に
帰
り
た

い
と
い
う
学
生
た
ち
が
支
部

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
教
員
、

公
務
員
、
地
元
の
産
業
・
Ｊ

Ａ
な
ど
自
分
の
思
い
で
就
職

先
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
支
え
る
学
生
が
地
域
に

帰
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部

活
動
の
後
継
者
が
で
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
学
長

髙
野　

克
己

サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
供
用
開
始

農
大
和
牛
お
披
露
目
に
注
目

全
研
究
室
を
収
容

成
果
を
世
界
に
発
信

農大の森から見上げた農大サイエンスポート。「地層（知層）」をコンセプト
に、外装から内装に至るまで積層のようなデザインで統一されている先端技術の研究成果を発表した報告会

農大和牛ローストビーフを試食

サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ー
ト
供
用
開
始

革新的技術研究成果を報告
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さ
ら
に
教
育
を
受
け
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
学
問
で
追

求
し
た
い
こ
と
が
農
大
に
あ
っ
た
た

め
、
博
士
前
期
課
程
で
農
大
に
進
学

し
ま
し
た
。
博
士
号
を
農
大
で
取
ろ

う
と
思
っ
た
の
も
、
博
士
前
期
課
程

―
―
な
ぜ
東
京
農
大
で
学
ぼ
う
と

決
め
た
の
で
し
ょ
う
。
何
を
学
ん
で

き
ま
し
た
か
。

グ
ラ
ブ　
農
大
で
は
博
士
前
期

課
程
と
後
期
課
程
の
２
回
学
ぶ
機
会

を
得
て
い
ま
す
。
先
進
国
の
日
本
を

訪
れ
る
こ
と
は
私
た
ち
の

夢
で
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
大
学
生
に
な
り
、

農
業
の
勉
強
を
す
る
道
を

選
び
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

中
村
先
生
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
行
っ
て
い
る
用
水

路
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
視
察
す
る
チ
ャ
ン
ス
を

得
ま
し
た
。
中
村
先
生
が
、

現
地
の
労
働
者
と
一
緒
に

な
っ
て
働
く
姿
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
日
本
人
が
い
る
日
本
で
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
人
道
支
援
に
取
り
組
み
、
昨
年
12
月
に
凶
弾
に
倒
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」（
福

岡
市
）
の
現
地
代
表
、
中
村
哲
医
師
。
そ
の
遺
志
を
継
い
で
、
東
京
農
大
で
農
業
を
学
ん
だ
グ
ラ
ブ
デ
ィ
ン
・
グ

ラ
ブ
さ
ん
（
32
）
と
ア
ミ
ン
・
ム
ハ
マ
ド
・
ワ
シ
フ
さ
ん
（
28
）
が
３
月
に
大
学
院
を
修
了
、
母
国
の
発
展
に
夢

を
は
せ
て
い
る
。
帰
国
前
に
グ
ラ
ブ
さ
ん
と
ワ
シ
フ
さ
ん
に
そ
の
思
い
を
聞
い
た
。��
（
敬
称
略
、
編
集
部
）

ア
フ
ガ
ン

留
学
生

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学

は
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
１
日
付
で
学
校

法
人
と
各
学
校
運
営
の
高
度
化

に
資
す
る
事
務
組
織
の
改
革
を

行
っ
た
。

法
人
本
部
は
①
企
画
機
能

の
強
化
②
経
営
効
率
の
向
上
③

俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
的
機
能
の
強

化
④
内
部
統
制
の
維
持
・
強
化

―
を
柱
に
、
総
務
・
人
事
部
、

財
務
・
施
設
部
、
経
営
企
画
部

の
３
部
体
制
と
し
た
。

東
京
農
業
大
学
は
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
４
学
部
に
そ

れ
ぞ
れ
事
務
室
を
設
置
し
た
。

こ
れ
は
、
学
部
長
主
導
で
学
部

も
悲
し
い
こ
と
で
す
。

―
―
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
か
。

グ
ラ
ブ　
日
本
で
学
ん
だ
こ
と

や
経
験
を
、
大
学
の
教
員
と
し
て
学

生
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
研
究
所
や
農
業
試
験
場

の
ス
タ
ッ
フ
、
農
業
普
及
員
（
農
業

省
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
将
来
は
日
本
と
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
新
し
い
懸
け
橋
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

ワ
シ
フ　
大
学
で
教
務
に
着
く
予

定
で
す
。
大
学
院
で
学
ん
だ
穀
物
の
育

種
に
つ
い
て
学
生
た
ち
に
教
え
た
い
。

グ
ラ
ブ　
農
大
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
か
ら
、
12
年
か
ら
20
年
ま
で
に

18
人
の
博
士
前
期
課
程
の
学
生
と
７

人
の
博
士
後
期
課
程
の
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
的
な

日
本
の
支
援
の
下
、
た
く
さ
ん
の
学

生
が
農
大
で
学
べ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
研
究
や
留
学
を
通

じ
て
卒
業
生
も
、
こ
れ
か
ら
日
本
へ

旅
立
つ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
若
い
学

生
た
ち
も
校
友
と
し
て
継
続
的
な
交

流
が
持
て
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
を
設
置
し

た
。
さ
ら
に
、
旧
総
合
研
究
所

な
ど
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
企

画
機
能
と
、
地
域
連
携
機
能
を

統
合
し
農
生
命
科
学
研
究
所
と

し
た
。

の
時
に
指
導
教
授
（
小
塩
先
生
）
が

学
会
発
表
や
研
究
に
対
し
て
熱
心
に

指
導
し
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

ワ
シ
フ　
農
大
を
選
ん
だ
理
由

は
２
０
１
３
年
、
大
学
生
の
時
に
日

本
に
約
10
日
間
滞
在
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
東
京
か
ら
震
災
被
災
地

の
福
島
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
日
本
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
す
ご
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
大
学
の
指
導
教

授
に
初
め
は
、
東
京
大
学
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
自
分
の
学
ん
で
き
た

こ
と
が
農
大
で
学
べ
る
こ
と
に
近

か
っ
た
た
め
、
農
大
を
選
び
ま
し
た
。

農
大
で
学
べ
た
こ
と
は
と
て
も
ラ
ッ

キ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ブ　
「
高
温
貯
蔵
条
件
下
に

お
け
る
緑
熟
期
ト
マ
ト
果
実
の
生
理

的
研
究
お
よ
び
収
穫
後
貯
蔵
技
術
へ

の
応
用
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
産
物

の
貯
蔵
技
術
の
向
上
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
シ
フ　
「
異
な
る
生
育
段
階
の

乾
燥
条
件
下
に
お
け
る
イ
ネ
の
生
理

形
態
お
よ
び
生
化
学
的
反
応
」
に
つ

い
て
研
究
し
ま
し
た
。
日
本
に
来
て

感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
目
は
、
日
本
人
の
勤
勉

さ
と
決
し
て
諦
め
な
い
性
格
。
二
つ

目
は
、
日
本
人
は
誰
も
が
親
切
で
丁

寧
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
小
さ
な
組

織
で
あ
っ
て
も
大
き
な
組
織
で
あ
っ

て
も
み
ん
な
が
マ
ナ
ー
と
し
て
守
れ

て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

―
―
中
村
先
生
の
活
躍
は
日
本
人

と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
死
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

グ
ラ
ブ　
中
村
先
生
は
医
師

で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
で
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
干
ば
つ

を
き
っ
か
け
に
奇
麗
で
安
全
な
水
を

村
人
へ
届
け
る
こ
と
が
、
保
健
・
衛

生
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
先
生
は
豊
富
な
水
量
が
あ

る
ク
ナ
ル
川
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
砂
漠
に

の
特
色
を
生
か
し
た
学
生
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
・
向
上
を
学
生
目

線
に
立
っ
て
行
う
た
め
。
こ
れ

毎日新聞社は第48回毎日農業記録
賞の作品を募集している。「農」や
「食」「環境」への思い、体験、提言
をつづり、ご応募ください。Ａ４用紙
で3000～3200字。東京農業大学も協賛
している。
中央入賞者には一般部門＝最優秀賞

（賞金30万円・６編）他、高校生部門
＝優秀賞（奨学金10万円10編）他が授
与される。
高校生部門優秀賞受賞者のうち、東

京農業大学進学を第１希望とする者
は、校長が推薦し、かつ各学科の推薦
入学者の要件を満たしている場合、東
京農業大学の学校推薦入試（公募制）
の受験資格を得られる。
＜応募先＞毎日新聞社各本社、支社、
総局、支局の「毎日農業記録賞」係
＜応募期間＞令和２年４月21日（火）～９
月４日（金）消印有効
詳細は毎日農業記録賞ホームページ

をご覧ください。
https://www.mainichi.co.jp/event/aw/mainou/

毎日農業記録賞の作品募集

事
務
組
織
を
改
革

用
水
路
を
通
す
こ
と
に
尽
力
し
ま
し

た
。
そ
の
計
画
を
み
ん
な
が
冗
談
と

受
け
止
め
た
と
言
い
ま
す
。
ガ
ン
ベ

リ
ま
で
用
水
路
を
通
す
こ
と
は
非
常

に
過
酷
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
中
村

先
生
自
ら
が
現
場
に
立
ち
働
く
姿

は
、
現
地
で
作
業
に
従
事
す
る
人
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
も
の
で

し
た
。
中
村
先
生
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
こ
と
は
今
で
も
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
日
本
に
と
っ
て
も
悲
し
い
こ

と
で
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

と
っ
て
は
日
本
以
上
に
偉
大
な
方
を

亡
く
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
昨
年

広
島
で
先
生
の
講
演
が
あ
っ
た
際
に

お
会
い
し
、「
も
う
20
年
こ
の
活
動

を
続
け
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
で
悔
や
ま
れ
ま
す
。

ワ
シ
フ　
中
村
先
生
の
活
動
を

知
っ
た
の
は
広
島
で
の
講
演
が
き
っ

か
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
中
村
先
生
の

活
動
は
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
た
く
さ
ん

見
ま
し
た
。
グ
ラ
ブ
さ
ん
は
中
村
先

生
が
活
動
さ
れ
て
い
た
地
域
の
出
身

で
す
が
、
僕
は
現
地
で
の
中
村
先
生

の
活
躍
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

中
村
先
生
を
亡
く
し
た
こ
と
は
と
て

に
よ
り
、
教
職
協
働
に
よ
る
学

部
運
営
機
能
を
強
化
す
る
。

ま
た
企
画
機
能
を
強
化
す

る
た
め
の
企
画
広
報
室
と
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
指
針
の
策
定
や
強

化
指
定
部
の
強
化
を
図
る
た
め

故中村哲氏の遺志受け継ぐ

グラブディン グラブさん
ＧＵＬＢＵＤＤＩＮ  ＧＵＬＡＢ
　大学院農学研究科国際農業
　開発学専攻 博士後期課程　修了
　（出身地）ナンガラハール

アミン ムハマド ワシフさん
ＡＭＩＮ  ＭＯＨＡＭＭＡＤ  ＷＡＳＩＦ
　大学院農学研究科国際農業
　開発学専攻 博士前期課程　修了
　（出身地）カブール

農
大
の
教
え
携
え
母
国
振
興
へ

法
人
と

農
　
大

母
校
だ
よ
り

人
事
異
動	

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
令
和
２
年
４
月
１
日
】

▼
教
授
採
用

農
学
部
生
物
資
源
開
発
学
科	

菱
田　

敦
之

生
命
科
学
部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科	
中
澤　

敬
信

▼
教
授
昇
格

農
学
部
農
学
科	
藤
澤　

弘
幸

農
学
部
農
学
科	

西
尾　

善
太

農
学
部
動
物
科
学
科	

白
砂　

孔
明

農
学
部
生
物
資
源
開
発
学
科	

松
嶋　

賢
一

応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科	

門
倉　

利
守

応
用
生
物
科
学
部
食
品
安
全
健
康
学
科	

岩
槻　
　

健

地
域
環
境
科
学
部
森
林
総
合
科
学
科	

橘　
　

隆
一

地
域
環
境
科
学
部
生
産
環
境
工
学
科	

中
村　

貴
彦

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科	

堀
部　
　

篤

生
物
産
業
学
部
北
方
圏
農
学
科	

和
田　

健
太

生
物
産
業
学
部
自
然
資
源
経
営
学
科	

菅
原　
　

優

生
物
産
業
学
部
自
然
資
源
経
営
学
科	

上
田　

智
久

教
職
・
学
術
情
報
課
程
教
職
課
程	

武
田　

晃
治

▼
定
年
退
職

応
用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科
教
授	

川
野　
　

因

生
命
科
学
部
分
子
微
生
物
学
科
教
授	

新
村　

洋
一

地
域
環
境
科
学
部
造
園
科
学
科
教
授	

鈴
木　
　

誠

国
際
食
料
情
報
学
部
国
際
農
業
開
発
学
科
教
授　

	

板
垣
啓
四
郎

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環
境
経
済
学
科
教
授

	

北
田
紀
久
雄

生
物
産
業
学
部
北
方
圏
農
学
科
教
授	

寺
澤　

和
彦

▼
職
員
異
動

《
法
人
》

法
人
本
部
長	

手
島　

秀
樹

理
事
長
室
長	

平
出　

一
馬

内
部
監
査
室
長	

高
柳　

和
直

総
務
・
人
事
部
長	

緒
方　

和
彦

財
務
・
施
設
部
長	

合
田　

豊
二

経
営
企
画
部
長	

近
藤　
　

弘

《
大
学
事
務
局
》

事
務
局
長	

菅
原　

敏
之

大
学
総
務
部
長	

梶
山　

孝
泉

教
務
支
援
部
長	

岡
㟢　

賢
治

入
学
セ
ン
タ
ー
長	

小
林　
　

順

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長	

松
丸　

禎
二

学
長
室
長	

寺
田　

守
一

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長	

安
井　

和
男

農
学
部
事
務
部
長	

藤
枝　
　

隆

応
用
生
物
科
学
部
事
務
室
長	

浅
野　

康
之

生
命
科
学
部
事
務
室
長	

大
澤　
　

久

地
域
環
境
科
学
部
事
務
室
長	

新
井　

一
弘

国
際
食
料
情
報
学
部
事
務
室
長	

渡
邊　

和
典

生
物
産
業
学
部
事
務
部
長	

大
塚　
　

寛

農
生
命
科
学
研
究
所
事
務
部
長	

岩
井　

慎
一

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
母
国
の
振
興
を
誓
う
グ
ラ
ブ
さ
ん
㊧
と
ワ
シ
フ
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

事
務
組
織
を
改
革
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東京農大

教育研究募金の
ご案内

新規募金

校友の皆さまには、東京農大スポーツサポート募金でお世話
になり感謝申し上げます。令和元年11月より、教育・研究・課外
活動などの充実のため、新たな募金を開始いたしました。

教育研究振興基金 全学応援団サポート募金

文化・芸術サポート募金 古本募金

遺贈寄付 寄付講座及び研究部門

〒157-8502　東京都世田谷区桜丘1-1-1
学校法人東京農業大学
財務・施設部財務会計課

03-5477-2776（募金担当）
03-5477-2608
bokin@nodai.ac.jp

https://bokin.nodai.ac.jp/

TEL
FAX
Email

『東京農大教育研究募金
のご案内』リーフレットを
同封いたしましたので、寄
付の目的などをご確認のう
え、ご協力をよろしくお願い
申し上げます。また、学校
法人東京農業大学ホー
ムページをご覧ください。

地域に開かれたオープンカレッジを開講している

川
野　

因　

教
授

昭
和
29
年
12
月
、
愛
媛
県

生
ま
れ
。
徳
島
大
学
医
学
部
栄

養
学
科
を
ご
卒
業
後
、
徳
島
大

学
大
学
院
で
修
士
号
、
博
士
号

を
取
得
。
農
大
に
は
平
成
15
年

か
ら
栄
養
科
学
科
教
授
と
し
て

入
職
し
、
17
年
間
お
勤
め
に
な

り
、
栄
養
教
育
、
公
衆
栄
養
学

と
関
連
の
実
習
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
学
を
主
に
ご
担
当
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
間
、
送
り
出
し
た
卒
業

生
・
研
究
生
・
大
学
院
生
は
、

厚
生
労
働
省
栄
養
系
技
官
、
農

水
省
事
務
官
、
大
学
教
員
、
研

究
所
研
究
員
、
国
公
私
立
病
院

の
管
理
栄
養
士
、
行
政
栄
養
士
、

学
校
栄
養
職
員
、
高
齢
者
施
設

や
保
育
園
な
ど
の
福
祉
施
設
の

管
理
栄
養
士
な
ど
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
各
界
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。日

本
栄
養
士
会
雑
誌
や
栄

養
学
雑
誌
の
編
集
に
も
携
わ

り
、
日
本
栄
養
士
会
功
労
賞
、

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会

長
表
彰
を
受
賞
。
食
育
基
本
法

と
時
を
同
じ
く
創
設
さ
れ
た
日

本
食
育
学
会
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
運
営
の
指
揮

を
と
ら
れ
、
卒
研
生
の
協
力
も

あ
り
農
大
百
周
年
記
念
講
堂
が

満
席
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
会
事
務
局
長

を
長
く
務
め
ら
れ
、
功
労
賞
を

授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
田
谷

区
を
は
じ
め
墨
田
区
、
狛
江
市

な
ど
の
食
育
推
進
委
員
会
委
員

長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
貢
献
も

さ
れ
ま
し
た
。
栄
養
教
育
、
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
関
連
の
著
書
、

論
文
を
多
数
執
筆
さ
れ
て
い
ま

す
。
校
友
会
で
は
愛
媛
支
部
に

よ
く
ご
出
席
さ
れ
、
講
演
も
さ

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
指

導
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
村　

洋
一　

教
授

昭
和
59
年
３
月
に
東
京
大

学
農
学
系
研
究
科
農
芸
化
学
専

門
課
程
博
士
後
期
課
程
修
了

（
農
学
博
士
）。
同
年
４
月
に
東

京
農
業
大
学
農
学
部
農
芸
化
学

科
で
副
手
、
さ
ら
に
講
師
、
助

教
授
を
経
て
平
成
７
年
に
教
授

に
就
任
。

こ
の
間
、
平
成
元
年
に
生
物

産
業
学
部
食
品
科
学
科
、

年

に
応
用
生
物
科
学
部
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
、

年
に
は
生

命
科
学
部
分
子
微
生
物
学
科
に

異
動
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
５

～
７
年
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
医
学

部
で
特
別
研
究
員
（
依
命
留
学
）

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
熱
心
に
教

育
・
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
特
に
食
品
科
学
科
、
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
、
分
子
微

生
物
学
科
で
は
学
科
設
立
メ
ン

バ
ー
と
し
て
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
専
門
分
野

と
し
て
応
用
微
生
物
学
、
特
に

生
物
と
酸
素
の
関
係
に
つ
い
て

著
書
や
総
説
７
、
論
文
約
80
報

と
数
多
く
の
研
究
報
告
を
発
信

し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
会
で
も
活
躍
さ

れ
、
日
本
農
芸
化
学
会
関
東
支

部
参
与
、
同
学
会
役
員
候
補
者

等
選
考
委
員
、
日
本
実
践
総
合

農
学
会
理
事
、
日
本
微
生
物
系

統
分
類
研
究
会
幹
事
な
ど
も
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生

に
は
、
農
大
を
定
年
退
職
し
た

後
も
、
引
き
続
き
各
方
面
で
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

鈴
木　

誠　

教
授

海
外
の
日
本
庭
園
に
関
す

る
調
査
研
究
・
修
復
支
援
、
日

本
庭
園
文
化
の
普
及
啓
発
を
中

心
と
し
た
研
究
分
野
で
造
園
科

学
科
の
教
育
・
研
究
を
支
え
ら

れ
た
先
生
。
東
京
の
下
町
・
北

千
住
に
生
ま
れ
現
在
も
居
住
、

生
粋
の
下
町
っ
子
。
名
門
・
都

立
上
野
高
校
卒
業
後
、
東
京
農

業
大
学
農
学
部
造
園
学
科
へ
入

学
、
在
学
中
は
故
・
江
山
正
美

教
授
な
ど
に
大
き
く
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

卒
業
と
と
も
に
昭
和
54
年

４
月
か
ら
は
造
園
学
科
助
手
、

平
成
９
年
10
月
助
教
授
、
13
年

４
月
教
授
就
任
。
そ
の
間
、
11

年
９
月
～
翌
年
８
月
に
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
客
員
研
究
員
と
し
て
留

学
。
24
年
に
は
、「
東
京
農
業

大
学
国
際
日
本
庭
園
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

「
海
外
の
日
本
庭
園
は
、
そ

の
数
５
０
０
以
上（
公
開
庭
園
）

に
の
ぼ
り
、
現
在
五
大
陸
１
０

０
以
上
の
国
と
地
域
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
国

際
日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
日
本
庭
園
の
素
晴
ら
し
さ

と
そ
の
文
化
に
つ
い
て
、
世
界

中
の
人
々
に
体
験
し
、
ま
た
、

学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
こ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し

た
」
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
海
外

の
日
本
庭
園
」も
同
時
に
開
設
。

令
和
２
年
４
月
か
ら
は
新

「
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
旧

成
人
学
校
）
２
度
目
の
校
長
に

就
任
。
最
終
講
義
の
「
庭
園
文

化
は
、
隠
居
が
創
る
」
を
実
践

の
た
め
自
宅
を
「
仙
寿
庵
」
と

号
し
て
い
ま
す
。

定
年
を
迎
え
た
先
生

板
垣　

啓
四
郎　

教
授

昭
和
52
年
に
東
京
農
業
大

学
農
学
部
農
業
拓
殖
学
科
卒

業
、
同
年
に
本
学
農
業
拓
殖
学

科
副
手
と
し
て
着
任
。そ
の
後
、

助
手
、
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

平
成
12
年
に
本
学
国
際
食
料
情

報
学
部
国
際
農
業
開
発
学
科
の

教
授
に
就
任
。
そ
の
後
、
国
際

農
業
開
発
学
科
学
科
長
、
東
京

農
業
大
学
第
三
高
等
学
校
・
付

属
中
学
校
校
長
、
学
校
法
人
東

京
農
業
大
学
理
事
な
ど
の
役
職

を
歴
任
さ
れ
、
43
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
本
学
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、
農
業
開
発
経

済
学
を
専
門
と
し
、
主
と
し
て

ア
ジ
ア
地
域
の
農
業
開
発
や
経

済
発
展
に
関
す
る
論
文
・
著
書

を
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
研
究
功
績
は
学
会
で
も
広

く
認
め
ら
れ
、
日
本
国
際
地
域

開
発
学
会
会
長
、
東
南
ア
ジ
ア

農
学
会
編
集
委
員
長
、
実
践
総

合
農
学
会
事
務
局
長
、
日
本
農

業
普
及
学
会
常
務
理
事
な
ど
、

多
く
の
学
会
で
重
責
を
担
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
社
会
活

動
の
面
に
お
い
て
も
、
農
林
水

産
省
、
外
務
省
、
国
際
協
力
機

構
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど

多
く
の
政
府
機
関
で
の
各
種
委

員
会
委
員
長
・
座
長
を
務
め
る

な
ど
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

優
し
い
語
り
口
と
気
さ
く
な

人
柄
か
ら
学
生
か
ら
の
人
気
も

高
く
、
指
導
さ
れ
た
学
部
生
・

大
学
院
生
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
・

地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
退

職
後
も
国
際
協
力
に
関
す
る
活

動
を
続
け
ら
れ
る
予
定
の
先
生

に
は
、
引
き
続
き
後
進
の
指
導

を
お
願
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

北
田　

紀
久
雄　

教
授

昭
和
52
年
東
京
農
業
大
学

農
学
部
農
業
経
済
学
科
卒
業
、

同
年
同
学
科
農
業
経
営
学
研
究

室
助
手
に
採
用
さ
れ
、
研
究
室

の
武
藤
和
夫
先
生
の
ご
指
導
を

受
け
て
教
育
研
究
に
励
み
ま
し

た
。そ

の
後
、
講
師
、
助
教
授

を
経
て
、博
士
（
農
業
経
済
学
）

の
学
位
を
取
得
し
、
平
成
25
年

食
料
環
境
経
済
学
科
教
授
に
昇

任
し
ま
し
た
。
学
内
で
は
、
大

学
院
農
業
経
済
学
専
攻
主
任

教
授
や
図
書
館
長
、
東
京
農
大

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
審
査
委
員

長
、
東
京
農
業
大
学
農
経
会
副

会
長
、
ア
カ
シ
ヤ
の
会
顧
問
な

ど
を
務
め
ま
し
た
。

専
門
は
農
業
経
営
学
で
あ

り
、
採
用
当
初
導
入
さ
れ
た
ミ

ニ
コ
ン
に
よ
る
計
量
的
な
手
法

を
駆
使
し
て
、
野
菜
作
経
営
の

展
開
や
水
田
農
業
の
複
合
化
問

題
、環
境
保
全
型
農
業
の
構
築
、

農
業
会
計
問
題
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

社
会
活
動
と
し
て
は
横
浜

市
・
横
浜
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
育

成
推
進
委
員
会
会
長
、
関
東
農

政
局
国
営
土
地
改
良
事
業
に
関

わ
る
専
門
技
術
者
な
ど
に
就

任
。
学
会
活
動
と
し
て
は
農
業

情
報
学
会
の
設
立
に
参
画
し
、

日
本
農
業
経
済
学
会
理
事
、
日

本
農
業
経
営
学
会
理
事
、
日
本

農
業
普
及
学
会
常
任
理
事
・
編

集
委
員
長
、
実
践
総
合
農
学
会

事
務
局
長
、
日
本
農
業
労
災
学

会
副
会
長
、
農
業
会
計
研
究
会

会
長
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
43

年
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た

東
京
農
業
大
学
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
一
層
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

寺
澤　

和
彦　

教
授

昭
和
55
年
京
都
大
学
農
学

部
林
学
科
を
卒
業
、
同
年
北
海

道
立
林
業
試
験
場
造
林
部
に
採

用
。
そ
の
後
、
平
成
７
年
に
博

士
（
農
学
）
の
学
位
を
取
得
し
、

25
年
ま
で
同
林
業
試
験
場
（
22

年
か
ら
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
林
業
試
験
場
に
改
組
）
に
勤

め
ら
れ
ま
し
た
。森
林
環
境
部
・

企
画
指
導
部
主
任
研
究
員
、
森

林
保
護
部
部
長
、
研
究
参
事
、

副
場
長
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
間

に
は
、
ブ
ナ
の
結
実
特
性
や
更

新
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
通
じ

て
、天
然
林
施
業
技
術
の
向
上
・

開
発
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

25
年
４
月
か
ら
は
、
東
京
農

業
大
学
生
物
産
業
学
部
生
物
生

産
学
科
（
現
・
北
方
圏
農
学
科
）

に
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し

た
。
湿
地
樹
木
か
ら
の
メ
タ
ン

放
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

北
海
道
、
ア
ラ
ス
カ
、
エ
ス
ト

ニ
ア
な
ど
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
を
展
開

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
研
究
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
放

出
源
と
し
て
の
湿
地
林
の
位
置

付
け
を
示
す
成
果
と
し
て
、
国

内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阿
寒
・
知
床
・
網

走
の
森
林
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
の
実
施

や
、
幅
広
い
知
識
に
裏
打
ち
さ

れ
た
充
実
し
た
講
義
な
ど
、
学

生
教
育
・
指
導
に
も
多
分
な
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。

地
し
て
い
る
。

施
設
の
一
階

は
農
大
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
〝「
農
」

の
蔵
〟
を
開
設
。

卒
業
生
蔵
元
の
清

酒
、
焼
酎
、
み
そ

を
は
じ
め
、
茶
、

漬
物
、
乳
製
品
な

ど
全
国
の
農
大

ゆ
か
り
の
食
品

や
グ
ッ
ズ
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

昨
年
７
月
か
ら
毎
月
第
２
・

４
土
曜
日
の
朝
７
時
か
ら
11

時
ま
で
世
田
谷
代
田
朝
市
を

開
催
。
提
携
し
て
い
る
青
森
県

の
米
や
新
鮮
野
菜
、
都
内
人
気

菓
子
屋
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、

都
内
手
作
り
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
店
の
商
品
な
ど
を
販
売
し
、

近
隣
住
民
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
。

施
設
の
２
階
は
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
の
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
使
用
。
一
般
的
な
講
義
か

ら
簡
易
な
料
理
教
室
ま
で
開

講
し
て
い
る
。
東
京
農
大
の
教

員
を
中
心
と
し
た
講
師
陣
に

よ
る
、
食
と
農
に
関
す
る
伝
統

的
な
知
識
か
ら
健
康
や
環
境

分
野
な
ど
の
最
新
情
報
ま
で

を
学
べ
る
多
彩
な
公
開
講
座

を
開
講
し
て
お
り
、
誰
で
も
気

軽
に
学
べ
る
の
が
特
徴
だ
。
受

講
希
望
者
は
、
農
大
サ
ポ
ー
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
状
況

を
ご
確
認
の
上
、
ウ
ェ
ブ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
大
サ
ポ
ー
ト
は
、
４
月

か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
事

業
を
受
託
し
運
営
し
て
い
る
。

事
業
領
域
の
拡
大
に
伴
い
、
社

員
は
30
人
近
く
に
増
え
た
。

平
成
31
年
４
月
、
小
田
急

線
世
田
谷
代
田
駅
徒
歩
２
分

の
場
所
に
新
た
な
拠
点
、
東
京

農
大
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が

誕
生
し
、
東
京
農
大
１
０
０
％

出
資
の
事
業
会
社
、
㈱
農
大
サ

ポ
ー
ト
が
運
営
し
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
も

世
田
谷
代
田
に
農
大
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

小
田
急
電
鉄
が
令
和
２
年

度
ま
で
に
開
発
・
整
備
を
進
め

て
い
る
「
下
北
線
路
街
」
と
し

て
、
複
数
の
商
業
施
設
や
温
泉

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
エ
ン
タ
メ
カ

フ
ェ
な
ど
が
開
業
を
予
定
し

て
い
る
注
目
の
エ
リ
ア
に
立

今
年
の
「
創
立
記
念
を
祝
う
会
並
び
に
東

京
農
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
今
年
は
中
止

駅から徒歩２分と便利な場所にある

地
域
に
開
か
れ
た
講
座
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あ
る
藍
蒼
洲
氏
は
本
学
の
卒
業

生
で
あ
り
、
校
友
会
台
湾
支
部

幹
事
長
を
務
め
、
学
生
の
短
期

留
学
や
教
職
員
の
交
流
、
台
湾

か
ら
本
学
へ
の
留
学
生
の
支
援

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
尽
力

し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
農
大
発
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
東
京
農
大
発
株
式
会
社
メ

ル
カ
ー
ド
と
連
携
商
品
を
開
発

し
、
共
同
で
販
売
促
進
に
努
め

て
い
る
。
本
協
定
の
締
結
に
よ

り
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
の
開
発
を
視
野
に
入

れ
た
共
同
研
究
な
ど
に
力
を
入

れ
、
台
湾
在
住
の
校
友
経
営
者

間
の
連
携
な
ど
、
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
に
健
康
増
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

 　

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
（
代

表
取
締
役
社
長
・
小
林
章
一
氏
、

東
京
都
中
央
区
）
と
東
京
農
業

大
学
は
令
和
元
年
10
月
30
日
に

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
＝

写
真
㊨
。

　

本
学
生
物
産
業
学
部
は
平
成

25
年
４
月
１
日
、
株
式
会
社
ア

ル
ビ
オ
ン
と
連
携
協
定
を
締

結
。
連
携
・
共
同
研
究
を
進
め
、

寄
付
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
を
行
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
東
京
農
業
大

学
と
し
て
新
た
に
ア
ル
ビ
オ
ン

と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
、
全

学
部
（
６
学
部
23
学
科
）
で
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

地域の魅力を生かし活性化 佐賀県みやき町ロシア極東連邦大学

　

東
京
農
業
大
学
は
麻
布
大
学

（
浅
利
昌
男
学
長
）
と
令
和
元

年
11
月
21
日
、
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
た
＝

写
真
㊨
。
教
職
員
・
学
生
の
交

流
を
は
じ
め
、
教
育
研
究
で
広

く
連
携
・
協
力
し
、
双
方
の
学

術
研
究
の
成
果
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
時
代
に
両
大
学

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
と

と
も
に
、
社
会
に
そ
の
成
果
を

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

 　

台
湾
の
株
式
会
社
ウ
ェ
ル

シ
ャ
ン
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
偉
翔
生
技
開
發
股
份
有
限
公

司
、
取
締
役
総
経
理
・
藍
蒼
洲

氏
、
台
北
市
南
港
区
）
と
東
京

農
業
大
学
は
11
月
６
日
、
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
＝
写
真

㊧
。

　

現
在
の
総
経
理
（
社
長
）
で

麻
布
大
学

ア
ル
ビ
オ
ン

学
生
の
後
姿
を
見
な
が
ら
成

長
し
た
後
輩
学
生
が
、
新
た

に
先
輩
学
生
と
な
っ
て
新
人

学
生
の
指
導
に
取
り
組
む
、

と
い
っ
た
好
循
環
サ
イ
ク
ル

が
こ
の
５
年
間
で
し
っ
か
り

と
確
立
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
今
後
、
も
は
や
伝
統
と

な
っ
て
農
大
生
に
受
け
継
が

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
伝

統
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
こ
そ

が
、
現
地
で
の
学
術
的
な
指

導
以
上
に
大
学
教
員
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
使
命
で
あ
る

と
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

み
や
き
町
で
の
活
動
は
こ
れ
か

ら
も
続
く
。
こ
れ
ま
で
の
手
探
り

状
態
か
ら
、
今
後
は
よ
り
具
体
的

に
、
実
務
的
に
な
っ
て
く
る
と
感

じ
て
い
る
。
東
京
農
業
大
学
は
地

域
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
需
要

の
あ
る
と
こ
ろ
に
農
大
生
と
共
に

い
つ
で
も
参
上
す
る
所
存
で
あ
る
。

ス
を
共
同
開
発
し
た
サ
ク
ラ
化
学

工
業
株
式
会
社
、
高
糖
度
の
夏
秋

イ
チ
ゴ
「
ペ
チ
カ
ほ
の
か
」
を
育

種
し
た
株
式
会
社
ホ
ー
ブ
、
そ
し

て
ロ
シ
ア
サ
イ
ド
か
ら
は
Ｆ
Ｅ
Ｆ

Ｕ
と
極
東
地
域
の
農
業
活
性
化
を

目
指
す
株
式
会
社
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
た
。

昨
夏
に
は
ロ
シ
ア
の
ト
ル
ト
ネ

フ
副
首
相
が
イ
チ
ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
栽
培
サ
イ
ト
を
視
察
し
、
９
月

に
は
イ
チ
ゴ
の
収
穫
を
行
っ
た
。

ま
た
、
Ｆ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
敷
地
内
で
開
催

さ
れ
た
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

成
果
を
報
告
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
最
終
日
の
安
倍
首
相
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
大
澤
貫
寿
理
事

長
が
報
告
し
、
ロ
シ
ア
の
一
部
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
扱
わ
れ
た
。

（
詳
細
は
農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

い
ち
ご
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

地
域
連
携
活
動
の
成
否
は
学

生
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
軽
快
な

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
か
か
っ
て
い
る

一
方
、
そ
の
継
続
性
の
維
持
に
必

ず
立
ち
は
だ
か
る
の
が
「
人
材
の

確
保
」
で
あ
る
。

そ
の
点
に
お
い
て
、
み
や
き
町

で
の
活
動
で
は
農
大
生
の
世
代
交

代
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
先
輩

立
し
、
地
域
の

活
性
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
さ

ら
に
極
東
で
は

オ
ラ
ン
ダ
式
農

業
が
根
付
い
て

い
な
い
こ
と
か

ら
、
日
本
型
農

業
を
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。そ

こ
で
昨
年
、

日
本
型
農
業
方

式
で
、
Ｆ
Ｅ
Ｆ

Ｕ
構
内
に
ハ
ウ
ス
を
建
築
し
「
ペ

チ
カ
ほ
の
か
」
の
栽
培
に
着
手
し

た
。
農
大
と
包
括
連
携
協
定
を
結

ん
だ
日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
株
式

会
社
、
農
大
の
竹
内
康
教
授
と
Ｆ

Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

を
用
い
た
「
ト
ラ
ス
構
造
」
ハ
ウ

な
ら
で
は
の
人
懐
っ
こ
さ
と
機
動

性
の
良
さ
を
信
頼
し
、
彼
ら
を
快

く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
住
民

の
皆
さ
ん
、
町
職
員
の
皆
さ
ん
の

懐
の
深
さ
と
、
そ
の
期
待
に
応
え

る
だ
け
の
努
力
と
工
夫
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
歴
代
の
農
大
生
た
ち
の

気
持
ち
が
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
た

ゆ
え
の
成
果
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

設
に
関
わ
る
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
が
数
億
円
を

超
え
、
地
域
雇

用
が
生
ま
れ
な

い
な
ど
の
問
題

が
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
日
本
の
農
業

形
態
は
家
族
経

営
が
中
心
で
、

収
益
を
上
げ
る

た
め
に
高
品
質

で
付
加
価
値
の

高
い
品
種
を
生

産
す
る
ス
タ
イ
ル
が
主
で
あ
る
。

ま
た
価
格
帯
を
抑
え
た
ハ
ウ
ス
栽

培
シ
ス
テ
ム
も
発
展
し
て
い
る
。

高
品
質
な
果
物
や
野
菜
を
小
規
模

農
家
単
位
で
栽
培
す
る
日
本
型
農

業
を
セ
ッ
ト
で
輸
出
す
る
こ
と
で
、

国
内
外
で
農
業
が
産
業
と
し
て
成

定
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
５
カ
年
度
に
わ
た

る
現
地
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、

景
観
め
ぐ
り
を
目
的
と
し
た
フ
ッ

ト
パ
ス
マ
ッ
プ
の
作
成
、
景
観
条

例
策
定
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
景
観
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
、
町
に
寄
付
さ
れ
た
古
民
家
の

再
生
を
目
的
と
し
た
利
活
用
方
法

（
例
：
地
区
住
民
の
憩
い
と
活
動
の

場
『
ば
ぁ
ば
喫
茶
』）
と
管
理
運
営

組
織
づ
く
り
（
運
営
協
議
会
の
設

立
）
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
目
に
見
え
る
形
で
着
実
に
実
を

結
ん
で
い
る
。

そ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
、
農
大
生

本
の
イ
チ
ゴ
の
試
験
栽
培
を
行
う

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

日
露
両
政
府
が
推
進
す
る
８
項
目

の
協
力
プ
ラ
ン
の
う
ち
、
安
倍
総

理
大
臣
の
訪
露
に
係
る
成
果
文
書

一
覧
「
極
東
の
産
業
振
興
・
輸
出

基
地
化
」
の
取
り
組
み
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
た
。

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ

式
が
世
界
各
国
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
人
件
費
を
抑
え
、
ハ

ウ
ス
資
材
、
液
肥
、
苗
か
ら
農
薬

に
至
る
ま
で
セ
ッ
ト
と
し
て
導
入

販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建

大
生
に
与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

ま
ず
「
地
区
の
魅
力
探
し
」
の

た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
案
内

で
地
区
内
を
巡
り
歩
い
た
。
そ
の

成
果
を
持
ち
寄
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
形
で
意
見
交
換
を
重
ね
な
が

ら
、
地
区
に
と
っ
て
望
ま
し
い
景

観
の
形
成
、
保
全
、
利
用
の
在
り

方
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
模
索

し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
地
道
な
活
動
の
積
み

重
ね
は
、
み
や
き
町
と
東
京
農
業

大
学
と
の
間
に
よ
り
深
い
絆
を
求

め
る
機
運
を
高
め
、
平
成
30
年
２

月
に
は
両
者
の
間
で
包
括
連
携
協

こ
れ
に
食
に
対
す
る
魅
力
を
付
与

す
る
こ
と
で
観
光
客
の
増
加
が
期

待
さ
れ
る
。
日
本
の
生
鮮
食
品
は

地
元
住
民
か
ら
も
評
価
が
高
く
、

日
本
で
育
種
さ
れ
た
品
種
を
栽
培

販
売
す
る
こ
と
は
商
業
的
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
ロ
シ

ア
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
地
域

に
お
け
る
農
業
事
業
の
発

展
」
を
究
極
の
目
的
に
、

２
０
１
９
年
か
ら
海
外
協

定
校
締
結
先
で
あ
る
極
東

連
邦
大
学
（
Ｆ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
）

と
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
日

佐
賀
県
み
や
き
町
と
東
京
農
業

大
学
と
の
地
域
連
携
活
動
は
、
佐

賀
県
か
ら
「
佐
賀
県
み
や
き
町
に

お
け
る
東
京
農
業
大
学
と
の
協
働

に
よ
る
み
や
き
景
観
ま
ち
づ
く
り

計
画
事
業
（
手
を
つ
な
ご
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
業
務
」
と
し
て
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
平
成
27
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
。

長
年
住
み
続
け
た
住
民
な
ら
で

は
の
「
地
区
へ
の
愛
着
」
を
大
切

に
し
つ
つ
、
住
み
慣
れ
た
が
ゆ
え

に
な
か
な
か
気
付
か
な
い
「
地
区

の
魅
力
」
を
引
き
出
し
て
美
し
い

景
観
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
農

ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
地

域
の
土
壌
は
岩
盤
地
域
が
多
く
、

耕
作
に
は
不
向
き
。
こ
の
地
域
は

農
業
が
産
業
と
し
て
成
立
し
に
く

い
。
一
方
、
街
の
歴
史
的
景
観
や

自
然
資
源
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
。

地
域
の
要
請
に
応
え
る

イ
チ
ゴ
を
ハウ
ス
栽
培

地
域
創
成
科
学
科
教
授　

本
田　

尚
正

農
生
命
科
学
研
究
所
所
長　

山
本　

祐
司

（
副
学
長
・
農
芸
化
学
科
教
授
）

住
民
と
農
大
生
と
の
協
働
に
よ
る
地
区

の
見
ど
こ
ろ
探
し

農
大
生
に
よ
る
古
民
家
を
活
用
し
た
庭

木
の
剪
定（
せ
ん
て
い
）教
室

ハウスのオープニングセレモニーで
髙野学長㊥とＦＥＦＵのアニシモフ
学長㊧（2019年6月20日）

ＦＥＦＵ構内の「トラス構造」ハウスで育つ「ペチカほのか」
（2019年7月）

連
携
協
定　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
ロ
ー
カ
ル
に

新
し
い
連
携
協
定

連
携
協
定　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
ロ
ー
カ
ル
に

新
し
い
連
携
協
定

ウ
ェ
ル
シ
ャ
ン

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー



令和2年4月25日 （6）第127号

野菜配布が大人気の収穫祭
厚木キャンパス 北海道オホーツクキャンパス

模擬・即売店が人気 喜びを分かち合う 雨ニモマケズ風ニモマケズ
世田谷キャンパス

企
画
展
示

鼻
竿
（
は
な
ざ
お
）、
腹

掛
け
、
ア
ブ
よ
け
、
馬
鈴
、

口
籠
、馬
草
鞋（
わ
ら
じ
）、

浮
世
絵
、
厩
猿
（
う
ま
や

ざ
る
）、
蒼
前
神
（
そ
う

ぜ
ん
が
み
）
像

●
権
威
と
し
て
の
馬
具

（
武
士
の
馬
あ
し
ら
い
）

蒔
絵
鞍
（
ま
き
え
ぐ
ら
）、

螺
鈿
鞍
（
ら
で
ん
ぐ
ら
）、

轡
（
く
つ
わ
）、和
鐙
（
わ

あ
ぶ
み
）、
和
鞭
（
わ
む

ち
）、
大
和
鞍
模
型
、
馬

柄
杓
（
う
ま
び
し
ゃ
く
）、

馬
水
桶
（
み
ず
お
け
）、

馬
面
、
鈴
鞍
、
神
馬
馬
形
、

鍼
灸
（
し
ん
き
ゅ
う
）
馬

模
型
、
大
坪
流
馬
術
巻
子

（
か
ん
す
）、
錦
絵
、
刀
装

具体
験
資
料
：

●
体
験
用
試
乗
鞍

和
鞍
、
洋
鞍
、
荷
鞍

●
映
像
コ
ー
ナ
ー

流
鏑
馬
、お
ま
ん
と
祭
り
、

琉
球
競
馬
な
ど
和
式
馬
術

の
シ
ョ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
ム

○
会
期
：
令
和
３
年
４
月

〜
（
予
定
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
開

館
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

増
幅
さ
せ
、
片
や
富
と
権

力
を
象
徴
す
る
装
身
具
と

し
て
両
極
に
展
開
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が

て
、
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
以

外
の
馬
利
用
が
減
少
す
る

と
と
も
に
、
数
多
く
の

馬
具
が
姿
を
消
し
て
い
っ

た
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
主
に

江
戸
時
代
か
ら

昭
和
初
期
ご
ろ

ま
で
の
和
式
馬

具
を
対
象
に
、

２
方
向
に
発
展

し
た
日
本
の
馬

具
を
、
人
と
馬

の
関
係
に
も
着

目
し
て
展
示
す

る
。

展
示
資
料
：

●

民
具
と
し
て

の
馬
具

（
農
民
の
馬
あ

し
ら
い
）

荷
鞍（
に
ぐ
ら
）、

耕
鞍
（
く
ら
）、

　
「
食
と
農
」
の
博
物
館

は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
馬
術
競
技
が
、
隣
接

す
る
「
馬
事
公
苑
（
こ
う

え
ん
）」
で
来
年
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
因
み
、
次
の

企
画
展
を
開
催
す
る
。

特
別
展
「
両
極
の
馬
具
―

日
本
人
の
馬
あ
し
ら
い
」

　

道
具
は
文
化
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
中
で
も
馬
具
と

い
う
特
殊
な
道
具
か
ら

は
、
そ
の
地
域
の
文
化
形

態
の
特
性
を
顕
著
に
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
馬
の
使
役
方
法
の

違
い
が
、
そ
の
ま
ま
文
化

の
差
異
で
あ
る
と
も
言
え

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
馬

具
の
変
遷
は
、
時
代
が
求

め
る
馬
の
あ
り
よ
う
の
移

り
変
わ
り
で
も
あ
る
。
片

や
労
働
す
る
役
畜
の
力
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
延
期
し
ま
す
。

世田谷キャンパスでは、令和元年11月1日
（金）から11月3日（日）の3日間にわたり、創立
128年東京農業大学収穫祭が開催された。昨
年度と同様に、
研究棟建設の
影響で規模を
縮小しての開
催となったが、
「農の未 来を
切り拓（ひら）
く」というテー
マの下、農大関
係者のみなら
ず地域の方々
の協力もあり、８万人を超える人でにぎわった。

模擬店・即売店では83団体が出店し、毎年
好評であるみそや蜂蜜の販売はもちろん、金魚
すくいや陶器といった雑貨の販売もあった。１
号館では、研究室や農友会各部などが日頃の
研究・活動内容を発表する文化学術展が開催さ
れ、作品の展示から演奏会まで多種多様な発
表が行われた。桜丘アリーナではさまざまなス

テージ企画が行われ、誰でも楽しめるパフォー
マンスやコンテストとなっていた。

恒例のイベントとなっているダイコンチャリ
ティー配布では、計3000本のダイコンを配っ
た。このチャリティーで25万6007円集まり、令
和元年夏の台風被災地への義援金として寄付し
た。また最終日の体育祭では、厚木キャンパス
の学科を含めた全18学科が各学科対抗で競技
を行い、白熱した戦いが繰り広げられた。

今年の収穫祭は10月30日（金）から11月1日
（日）の3日間にわたり開催される予定。

厚木キャンパスの農学部収穫祭は、今年で20
回目を迎えた。今年のキャッチコピーは、「分かち
合う 農の喜び」。農大生が日々感じている「生
産する喜び」、「収穫する喜び」、「分かち合う喜
び」を来場される方々に感じてもらえるよう、令
和元年11月２日（土）～3日（日）の２日間に開催
された。

当日は天候に
も恵まれ、厚木
市近隣住民をは
じめ神奈川県全
域、県外から合
計で2万2668
人が来場した。

講義棟内で行
われた文化学術
展では、各研究
室・農友会各部・
同好会が農学部
の特色を生かした展示を行い、年配者から子ども
まで、真剣に見入っていた。

模擬店では48団体、即売会は14団体が出展し、
多くの店で行列ができた。

特に鹿肉のケバブやエゾシカとダチョウの肉
を使った料理、学生が育てた野菜や、ハム・ベー
コンなどの加工品が大人気で、今年も多くの来
場者を楽しませることができた。

また、昨年度に引き続き、バスロータリー下の
畑では、農学部の学生が丹精して育てたダイコン
「夏の守(かみ)」3000本を、無料で収穫体験を
していただいた。

大人も子どもも、大きいダイコンに狙いを定め
て収穫し、会場は大いに盛り上がっていた。

その他のイベントでは、「親子限定サツマイモ
掘り体験」や「バター作り体験」などの体験企画
などを行った。今年も東京農大の教育理念であ
る実学主義を一般の方 と々共有する機会として、
学生にとって実りある収穫祭となった。

今年の収穫祭は10月31日（土）～11月１日（日）
の２日間開催される予定。校友の皆さんも、ぜひ
厚木キャンパスに足をお運びいただきたい。

令和元年10月13日（日）～14日（月）、3キャン
パスの先陣を切って北海道オホーツクキャンパ
ス第31回収穫祭が開催された。

今年の統一テーマは「進耕（しんこう）」。令和
という新しい時代を迎え、時代の流れである「進
行」と作物を新たに育む「耕」を合わせ、大学と
地域が一体となって新しい収穫祭を作っていこ
うというスローガン。

開催数日前、台
風が北海道に近
づくとの予報。台
風の進路が少しそ
れ、収穫祭中止と
いう事態にはなら
なかったものの、
来場者などの安全
を最優先に考え、
本祭1日目は模擬
店や農大マルシェ
などの屋外イベン
トを全て中止した
他、ステージ企画
などは体育館に場
所を移した。

そんな中、半年か
けて準備に頑張っ
てきた学生たちのモチベーションが心配された
が、「こんな天気の中でもたくさんの市民の方が
足を運んでくれてうれしい。頑張ろう」という学
生たちの言葉に教職員が逆に励まされた。

模擬店も再開できた最終日。学内の随所で学
生たちの元気な掛け声と来場者の笑顔があふれ
た。文化学術展の展示コーナーで来場した子ど
もに丁寧に説明する学生の姿。地域と協働して
育てた野菜の無料配布に並ぶ市民の長蛇の列。
今年もフィナーレを飾った感動のキャンプファイ
ヤーと打ち上げ花火。終わってみれば、北の厳し
い大自然の中で鍛えられた農大生の「雨ニモマ
ケズ風ニモマケズ」の収穫祭であった。

　今年度の収穫祭は10月10日（土）、11日
（日）の2日間開催される予定。

大盛況の模擬店・即売店

夜の正門装飾

オホーツクの特色を活かした文化学術展

悪天候の中、野菜配布に長蛇の列

最終日、天候も回復して賑わう模擬店

盛況の文化学術展

ダイコンの収穫を体験



（7）  令和2年4月25日 第127号

流氷接岸が毎年確認され、冬の最低気温
零下20度にもなる極寒の北海道・網走市のオ
ホーツクキャンパスの中に海洋水産学科海洋
生物学研究室があります。海洋水産学科では、
３年生の時点で希望の研究室に配属され、調
査や研究、ゼミなどの研究室ごとのイベントに
参加することになります。海洋生物学研究室
は、３人の教員で構成されていますが、それぞ
れ研究テーマやそのやり方が異なるので、ここ
では海生哺乳類を対象とした調査・研究を行っ
ている小林研の実態をご紹介します。
毎年小林研は、大学院生６人、研究生（員）４

人、４年生15人、３年生９人の計34人（令和２
年度実績）という大所帯です。そのため、特に
卒論のまとめにあたる年末は、研究室が人で
あふれ返ることもしばしば起こりますが、野外
調査（フィールド）シーズンになると研究室には
誰もいないということもあります。また、時期に
よっては、ほぼ毎日複数個体の海生哺乳類を
解剖することもあり、研究室の周りは独特の臭
いに包まれます。
生態、行動、生理を研究
　近年、北海道の水産業の低迷に加え、環境
変動の影響により海生哺乳類の生態変化が起
こり、それによる漁業被害が増加し、深刻化し
てきています。人間活動と野生動物が直接絡
み合う水産業において、いかに人間社会・自然
環境、両方にとって利益が高くかつ持続的に
継続させていくかを明らかにすることは急務だ
と考えられます。その中で、海洋の高次捕食者
である海生哺乳類の生態や生理を明らかにす
ることは重要な意味を持ちます。
そこで、本研究室では主に北海道周辺に来

遊・生息するアザラシ類をはじめとする海生哺
乳類を研究
対象とし、
生 態 学 や
行動学、生
理学などの
観点から研
究を行い、
最終的に水
産業やそれ

らが生息する地域へのフィードバックを目指して
います。
その研究内容は、対象の海生哺乳類が「ど

のような生物であるか」はもちろん、それ以外

生物産業学部 海洋水産学科 海洋生物学研究室

教 授  小林 万里

海生哺乳類を研究し水産業や
地域にフィードバック

38

に「地球の環境変化への応答」「海洋生態系
の中での役割」「高次捕食者間での競合関
係」「死亡個体の有効利用」「人間との共生方
法」など海生哺乳類を主軸として多面的に広
がっています。そして、学生ごとに切り口（方
法）は違いますが、これらの研究内容に則す
るさまざまな研究テーマで日々の研究生活を
送っています。
積極的にフィールドへ
小林研は、「実際の体験こそが、研究の基

本！」および「自分のサンプル（データ）は、自
分で集める！」という理念に基づき、積極的に
フィールドに赴き調査を行い、積極的に死亡個
体を現地で、あるいは回収をして解剖を行って
います。
フィールド
調査では、陸
上（無人島を
含む）や船、
時にはヘリコ
プターによる
野生個体の
観察や、箱わなやたも網を用いて捕獲した個
体から血液採取や計測、タグや発信機の装着
などを行っています。さらに、漁具などに混獲
された個体や、有害駆除された個体の解剖を
行い、そこからサンプリングした標本を使って
のラボワークも行っています。
これらの調査や解剖は、本研究室に所属し
ていなくても、「海棲（かいせい）哺乳類調査
会」に入会してさえいれば参加することができ
ます。そのため、時には1年生や他学科の学生
にも調査や解剖をお手伝いしてもらい、学生同
士の交流を深めています。また将来、本研究室
に配属希望の学生に、調査技術や解剖方法な
どを習得してもらっています。少しでも海生哺
乳類に興味・関心がある方は、本研究室にお立
ち寄りください。とても個性的で愉快な研究室
メンバーが歓迎させていただきます。

死亡個体の解剖前の計測

船舶による海生哺乳類目視調査

捕獲個体への発信機装着

東
京
農
大
東
日
本
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
令
和
元
年
度
で

９
年
目
と
な
る
。
相
馬
市
を
中

心
と
す
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
元
年
度
か
ら
の
テ
ー
マ
を

「
地
域
創
生
」
と
し
た
。
ち
ょ

う
ど
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
公

益
財
団
法
人
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進

機
構
か
ら
「
復
興
知
」
事
業
の

助
成
を
受
け
て
、
充
実
し
た
活

動
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
今
年

度
の
活
動
に
つ
い
て
、
地
元
の

方
々
と
の
接
点
が
大
き
か
っ
た

三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

「
東
京
農
大
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」「地

域
創
生
」
で
は
、
そ
れ

を
自
律
的
に
進
め
て
い
く
人
材

の
育
成
も
大
学
の
重
要
な
役
割

と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
農
林

業
分
野
で
は
農
学
を
修
め
た
人

材
を
育
成
し
て
地
域
に
帰
す
こ

と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。そ
こ
で
、

令
和
元
年
８
月
８
日
に
地
元
の

高
校
生
を
対
象
に
四
つ
の
講
座

か
ら
な
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
、
相
馬
高
校
、
原
町
高

校
、
相
馬
農
業
高
校
か
ら
21
人

が
参
加
し
て
く
れ
た
。

農
芸
化
学
科
の
大
島
宏
行

助
教
と
生
産
環
境
工
学
科
の
中

島
亨
准
教
授
は
「
水
田
の
土
壌

の
横
顔
を
み
て
み
よ
う
」
を
担

当
。
津
波
被
害
の
後
で
手
つ
か

ず
と
な
っ
て
い
た
南
相
馬
市
小

高
区
の
水
田
を
お
借
り
し
て
、

深
さ
約
50
㌢
の
穴
を
掘
り
、
も

と
も
と
の
水
田
土
壌
と
そ
の
上

に
津
波
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
砂

や
粘
土
の
層
を
確
認
し
た
。

国
際
農
業
開
発
学
科
の
足

達
太
郎
教
授
は
「
田
畑
と
里
山

の
虫
た
ち
」
を
担
当
。
相
馬
農

業
高
校
雲
雀
ケ
原
農
場
で
昆
虫

の
群
集
調
査
を
実
施
し
、
採
集

し
た
虫
た
ち
を
同
校
内
の
理
科

室
に
持
ち
帰
っ
て
同
定
し
た
。

森
林
総
合
科
学
科
の
山
﨑

晃
司
教
授
は
「
里
山
に
進
出
す

る
野
生
動
物
」
を
担
当
。
同
市

小
高
区
の
里
山
で
野
生
動
物
の

生
息
実
態
を
観
察
し
た
。
獣
道

に
あ
ら
か
じ
め
設
置
し
た
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
、
震
災

で
住
民
が
減
っ
た
こ
と
で
多
く

の
野
生
動
物
の
活
動
が
人
里
ま

で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

の
半
杭
真
一
准
教
授
は
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
講
座
」
を
担

当
。
南
相
馬
市
の
農
業
法
人
や

道
の
駅
、
民
間
ス
ー
パ
ー
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
地
元
の
６

次
産
業
化
商
品
を
題
材
に
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
態
を
学
ん

だ
。フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
終
了

担
う
経
営
人
材
の
育
成
を
目
的

に
、「
も
う
一
歩
踏
み
出
す
た

め
の
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
を

11
月
８
日
に
相
馬
市
内
の
旅
館

で
実
施
し
た
。

大
型
台
風
に
よ
る
水
害
の
後

に
も
か
か
わ
ら
ず
地
元
の
農
業

者
９
人
、
そ
の
他
行
政
関
係
者

ら
４
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

本
学
か
ら
は
半
杭
准
教
授
、
今

井
助
教
、
渋
谷
の
３
人
の
教
員

と
35
人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

福
島
県
観
光
物
産
館
館
長
の
櫻

田
武
氏
か
ら
は
６
次
産
業
化
商

品
の
開
発
と
売
れ
筋
に
つ
い

て
、
販
売
す
る
立
場
か
ら
講
演

を
い
た
だ
い
た
。
次
に
、
渋
谷

が
法
人
と
し
て
の
農
業
経
営
に

重
要
な
経
営
理
念
の
実
態
と
考

え
方
に
つ
い
て
、
講
義
と
演
習

を
行
っ
た
。

被
災
地
の
農
業
が
家
族
経

営
か
ら
法
人
経
営
に
移
行
す
る

中
で
、
法
人
経
営
に
即
し
た
経

営
手
法
を
理
解
し
、
現
場
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

毎
年
度
末
に
開
催
し
て
い
る

活
動
報
告
会
は
、
大
規
模
な
Ｊ

Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
相
馬
中
村
営

農
セ
ン
タ
ー
を
お
借
り
し
て
今

年
は
１
月
12
日
に
開
催
し
、
１

６
０
人
を
超
え
る
方
々
が
参
加

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
本

学
の
山
本
祐
司
副
学
長
、
来
賓

代
表
と
し
て
立
谷
秀
清
相
馬
市

長
の
あ
い
さ
つ
で
開
始
さ
れ

後
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
高
校

生
が
成
果
を
発
表
し
た
。
こ
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
契
機
と
し

て
地
元
の
高
校
生
が
農
学
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
農
業
復

興
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
も
う
一
歩
踏
み
出
す
た
め

の
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」

津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
農
地
は
国
の
復
興
事
業

で
基
盤
整
備
が
進
み
、
優
良
農

地
と
し
て
復
活
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
過
程
で
50
～
１
０
０
㌶
規

模
の
大
規
模
水
田
経
営
が
誕
生

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
営
を

た
。
報
告
会
の
前
半
で
は
各
研

究
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
研
究
成
果

報
告
が
行
わ
れ
た
。

後
半
は
初
の
取
り
組
み
と

し
て
、
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
の
正
規
科
目
で
あ
る
「
商

品
企
画
演
習
」と
連
動
し
た「
商

品
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
た
。
相
馬
市
の
大
豆
の
利
用

を
想
定
し
た
新
し
い
商
品
に
つ

い
て
授
業
を
通
じ
て
練
り
上
げ

て
き
た
企
画
を
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
発
表
し
た
。
結
果
は
参
加

者
全
員
か
ら
の
投
票
に
よ
っ

て
、４
班
の「
Ｓ
Ｏ
Ｙ
ニ
ョ
ッ
キ
」

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
立
谷

市
長
か
ら
表
彰
状
、
副
賞
と
し

て
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
か
ら
相

馬
産
の
お
米
が
提
供
さ
れ
た
。

「
実
学
主
義
」
を
掲
げ
る
本

学
に
と
っ
て
、
被
災
地
支
援
は

ま
さ
に
大
学
の
使
命
の
一
つ

と
い
え
る
。
し
か
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
は
そ
れ
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
相
馬
地
域
は
震

災
に
よ
り
急
速
に
離
農
が
進

み
、
20
年
後
の
農
業
構
造
が
出

現
し
た
、
い
わ
ば
「
課
題
先
進

地
」
と
も
い
え
る
。
そ
う
し
た

地
域
で
の
活
動
は
支
援
だ
け
で

な
く
、
大
学
側
の
研
究
教
育
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
価
値
も

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
今

後
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
地

域
、
大
学
双
方
に
と
っ
て
有
意

義
な
活
動
と
し
て
継
続
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・コ
ー
ス
ト

構
想
に
よ
る
活
動
強
化

　
　
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
教
授
　
渋
谷
往
男

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
９
年
目

新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に

高
校
生
向
け
教
育
活
動

農
業
者
向
け
研
修
講
座

年
度
末
の
活
動
報
告
会

最
後
に

東日本支援
プロジェクト

東京農大サマースクール

もう一歩踏み出すための農業経営セミナー

年度末の活動報告会
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今年度もご協力をお願いします

※
令
和
元
年
10
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に

校
友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

　

以
降
も
募
金
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎
号
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   （
順
不
同
、
敬
称
略
）

募
金
者
ご
芳
名

箱
根
駅
伝
へ
の
道 

ｏ
ｎｅ
コ
イ
ン
募
金

【
北
海
道
】

八
幡
有
一　

井
上
辰
美　

阿
部

昭
彦　

高
橋
芳
郎

▽
支
部
総
会　

伊
藤
光
夫　

長

信
一
郎　

中
川
平
八
郎　

伊
藤

寅
三
郎　

亀
頭
満
興　

原
田
皓

三　

鶴
丸
哲
司　

奥
田
豊　

岩

本
任
功　

岸
紘
治　

開
本
孝

昭　

古
川
準
三　

稗
田
喜
一　

阿
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田
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田
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田
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岩
田
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田
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井
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】
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谷
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藤

晋
也　
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雄
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岩
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】
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井
元　

内
記
和
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尾
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中
河
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克
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崎
作
郎　

盛

合
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沼
征
彦　
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田
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田
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村
松
仁
士　
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村
良
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伸
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萬
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郎　
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秀
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田
定
悦　
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宏
範　
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山
秀
市　
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一
弘　
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俊
幸　
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久
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哲
行　
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藤
康
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田
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夢　
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敏
彦　
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津
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澤
貴
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雅
隆

【
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城
】

針
生
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間
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志
賀
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田
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良　
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本
憲
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山
邦
夫　

本
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史
郎　
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藤
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之

【
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田
】

伊
藤
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子　
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尾
信
雄　
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藤
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久
米
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尾
章

三　

遠
藤
一　

本
間
利
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橋
正
弘　

園
部
勇
人　
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々

木
仁　

田
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伊
佐
夫　
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律
太

郎　
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原
正
志　

伊
藤
仁　
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々
木
朗　
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々
木
朋
樹　

芹

田
省
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会
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【
山
形
】
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野
寺
徹　
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藤
康
太
郎

【
福
島
】

星
久
一
郎　

斉
藤
幸
祐　

緑
川

幹
朗　

岸
眞　
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井
慎
二　

武

田
昌
供　

平
田
憲
一　

河
原
田

雄
平

【
茨
城
】

立
柄
晃　

山
本
忠
安　

濱
史

郎　

湯
原
久
之　

茅
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正
男　

秋
葉
光
頼　
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嶋
孝
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支
部
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根
本

實　
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谷
川
泉　
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田
俊
昭　
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木
武

【
栃
木
】

飯
野
裕
司　

渡
邊
貞
治　

阿
部

裕
司　

岩
渕
守
男

【
群
馬
】

菅
原
哲
朗　

真
庭
健　

和
泉
一

郎　

勅
使
川
原
功　

林
昌
志　

櫻
井
芳
樹　
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水
基　

戸
田
雅

稀　

上
原
由
美　

干
川
満　

櫻

井
邦
江　

新
井
聖
司　

立
見
賢

三▽
支
部
総
会　

反
町
功
夫　

山

本
洋
二　

清
水
敏
夫　

齋
藤
政

雄　

磯
田
喜
義　

支
部
総
会
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加
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一
同

【
埼
玉
】

平
井
勝　

渥
美
秀
一　

田
中

尚　

吉
田
健
一　

黒
田
昭　

佐
々
木
淑
元　

関
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家
松　

森

川
祐
行　

安
達
哲
司　

岡
本
素

子　

柴
田
忠
雄　
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田
直
人　

松
本
康
博

▽
秩
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支
部
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会　

半
田
勝

彦　

吉
田
廣
文　

吉
田
進　

水

澤
洋
介　

新
井
規
久　

高
岸
友

行　

南
正
子　

山
中
祐
一　

法

師
励　

高
橋
睦　

谷
田
貝
敦　

田
島
卓　

矢
尾
博
之　

横
田
豊

邦　

内
野
秀
和　

伊
藤
竜
也　

桑
原
陸　

宮
川
昌
記　

島
田
佳

史
郎　

赤
羽
孝
之　

岩
崎
徹　
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ス
コ
・
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▽
所
沢
支
部
会
員
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園
　

大
河
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裕
之　

川
俣
好

子　

伊
藤
一
夫　

中
島
洋
志　

水
澤
洋
介　

吉
田
昌
男　

杉
田

忠
彦　

北
田
良
孝　

小
澤
勇　

北
田
孝
夫　

長
谷
川
力　

野
村

俊
介　

吉
田
明
宏　

神
谷
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樹　

渡
辺
菜
央

【
千
葉
】

藤
沼
文
郎　

藤
沼
直
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木
内

康
平　

木
内
邦
彦　

熊
谷
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健
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亀
田
雄
司　

小
幡
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植
草
猛　

渡
辺
武
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盛
田
正
樹　

吉
良
管
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岩
瀬
和
夫　

岡
武
信　

鳥
海
稔

雄▽
山
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稗
田
尚

弘　
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喜
行　

猪
野
和
昭　

小
野
﨑
一
男　

大
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行　

森
田
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和▽
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三
浦
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司
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亀
田
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井
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崎
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鈴
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同

▽
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磐
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熊
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葉
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磐
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同

【
東
京
】

狩
俣
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高
杉
晋
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潮
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人　
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之　

田
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仁　
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竹
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史　
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田

目
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楯
岡
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小
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善
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櫻
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阿
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澤
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田
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澤
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岡
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仁
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入
江
美
帆　

宮
川
香
乃　
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田
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澳
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吉
郎　
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岡
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瀬
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憲
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熊
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木
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澤
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藤
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】
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藤
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【
福
井
】

小
林
美
宏

▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
一
同

【
岐
阜
】

杉
山
誠
次

【
静
岡
】

山
本
勇
次　

田
中
邦
彦　

佐
々

木
明　

奥
田
洋
之　

鈴
木
裕

司　

大
澤
卓
広　

河
合
康
広

▽
静
岡
常
盤
松
会
役
員
会　

糠

谷
禎
則　

平
岡
知
明　

杉
本
充

俊　

望
月
俊
明　

湯
浅
邦
次　

陰
山
明
典　

大
澤
貴
史　

平
野

為
久　

八
木
清
文　

望
月
保

秀　

渡
邊
龍
太
郎

▽
支
部
総
会　

糠
谷
禎
則　

小
畑
勝
裕　

伊
藤
康
喜　

大

林
秀　

鈴
木
正
士　

宮
原
晃

樹　

山
下
祐
幸　

田
中
豊　

向

川
明
弘　

大
橋
俊
之　

杉
浦
茂

実　

平
野
正
明　

平
岡
知
明　

西
島
弘
一
郎　

森
野
進　

後
藤

友
彦　

篠
原
憲　

櫻
井
淳　

杉

村
清
市　

村
田
昌
弘　

渡
邊
龍

太
郎　

松
本
肇　

望
月
保
秀　

山
田
喜
昭　

森
下
靖　

加
藤
修

三　

中
谷
一
也　

田
村
誠
司　

富
永
敏
弘　

松
永
大
吾　

川
村

耕
史　

望
月
敬
二　

藤
本
正

明　

内
山
晴
芳　

大
石
徹　

原

田
多
加
資　

陰
山
明
典　

澤
村

章
二　

押
尾
豊
治　

青
島
秀

夫　

大
塚
善
弘　

石
澤
奎
吾　

滝
山
新
之
助　

逸
見
保
男　

水

嶋
文
人　

久
保
明
三　

武
藤
芳

男　

大
石
静
夫　

松
野
吉
司

人　

阿
久
津
浩
樹　

稲
木
浩

之　

野
末
将
平　

中
村
守
伸　

長
澤
和
明　

石
田
済　

原
賀
浩

太
郎　

進
士
宜
仁　

小
野
甲
二

▽
支
部
教
職
員
部
会　

石
原
夏

帆　

山
本
一
成　

森
下
雄
平　

望
月
俊
哉　

外
岡
宣
佳　

原
川

均　

福
島
徹
也　

和
田
龍
二　

板
子
忠　

冨
山
剛
幸　

山
本
智

久　

郡
山
貴
義　

竹
川
暢
昭　

松
村
錬
一　

後
藤
克
己　

落
合

剛　

是
永
博
基　

森
下
臣
一

郎　

大
澤
貴
史　

桜
井
正
剛　

井
出
翔
太　

小
長
井
稜
介　

植

平
充
彦　

望
月
康
弘　

二
村

薫　

山
本
勉　

近
藤
隆　

足
立

嘉
彦　

山
崎
広
行　

長
谷
川
竜

一　

鈴
木
知
春　

大
場
雅
之　

鈴
木
弓
子　

飯
塚
誠　

横
溝
千

都
生　

土
屋
英
次　

土
屋
光

代　

望
月
達
彦

【
愛
知
】

林
晋
一
郎　

近
藤
善
房　

柴
田

昌
典　

河
合
勲
夫　

稲
葉
康

緒　

藤
村
大　

藤
原
幹
紹

【
三
重
】

中
井
哲
夫　

仲
野
彌
和　

山
本

勝
征

【
京
都
】

森
本
浩
明　

和
田
良
次　

小
西

偉
世　

宮
入
勲　

高
石
正
之　

向
井
酒
造
株
式
会
社　

江
夏
大

三
郎　

中
野
宏

【
大
阪
】

金
田
真
司　

岡
本
か
す
み　

金

田
真
司

▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
一
同

【
兵
庫
】

安
井
理　

大
石
貴
洋　

笹
倉
恭

一　

片
山
允
恭　

鈴
木
雅
仁　

植
村
裕
哉

▽
教
育
後
援
会
地
方
懇
談
会　

久
永
利
恵
子　

中
牟
田
直
樹　

森
本
重
徳　

榮
宏
之　

湯
田

力　

福
元
和
稔　

小
出
隆
雄　

水
川
博
章　

石
上
有
司　

新
部

昭
夫　

志
波
優　

大
浦
裕
二　

大
西
章
博　

松
林
尚
志　

江
口

文
陽　

細
谷
裕
二　

石
原
憲
一

郎▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
一
同

【
奈
良
】

柿
坂
彌
壽
麿　

相
馬
友
一
郎

【
鳥
取
】

森
田
尚
子　

松
村
讓

【
島
根
】

吉
田
康
雄　

南
部
太　

山
崎
洋

平　

城
市
直
貞　

高
尾
倫
弘

▽
支
部
役
員
会
（
分
会
長
・
幹

事
長
）　

堀
江
康
輔　

澤
江
重

夫　

澤
江
邦
雄　

辻
原
理　

井

上
隆
之　

三
浦
和
成

▽
島
根
県
教
職
員
部
会　

坂
根

一
則　

城
市
直
貞　

竹
部
宏

章　

奈
良
井
洸
紀　

周
藤
康

令　

堀
江
康
輔

▽
支
部
教
職
員
部
会　

福
島
昭

一　

橘
千
秋　

小
野
康
司　

門

脇
康
夫　

園
山
幸
雄　

松
本
政

義　

松
本
秀
邦　

竹
内
健
三　

三
島
勝
雄　

山
本
善
万　

周
藤

康
令

【
岡
山
】

玉
木
正
夫　

国
富
孝　

赤
澤

猛　

廣
瀬
洋
一　

大
野
豊　

祇

園
公
子　

永
原
豊　

山
部
慎

一　

武
田
一
昭　

赤
澤
猛　

廣

瀬
洋
一　

前
畠
敏
成　

本
郷
繁

之　

武
田
光
弘　

▽
支
部
総
会　

広
瀬
敬
彦　

永

原
国
夫　

石
井
秀
生　

利
守
忠

義　

前
畠
敏
成　

横
田
稔　

萬

歳
章　

赤
澤
猛　

井
上
敬
一　

中
野
修
一
郎　

真
鍋
現
次
郎　

武
田
光
弘　

大
野
豊　

渡
邊
俊

雄　

廣
瀬
洋
一　

山
磨
孝
一　

佐
藤
秀
樹　

武
田
一
昭　

山
部

慎
一　

金
平
邦
男　

安
東
厚

生　

本
郷
繁
之　

時
尾
博
之　

横
林
秀
樹　

廣
田
耕
治　

永
原

豊　

原
田
和
明　

行
本
朋
美　

井
上
采
香　

森
安
義
之

▽
備
中
分
会　

高
橋
正
侑　

永

原
国
夫　

中
桐
政
英　

前
畠
敏

成　

横
田
稔　

赤
澤
猛　

真
鍋

現
次
郎　

武
則
啓
子　

大
野

豊　

塩
尻
典
正　

渡
邉
英
気　

本
郷
繁
之　

横
林
秀
樹　

永
原

豊　

原
田
和
明

▽
支
部
教
職
員
部
会　

岡
山
県

支
部
教
職
員
部
会
一
同

【
広
島
】

畝
茂　

植
本
栄
一　

実
井
晃

久　

河
原
直
司

▽
広
島
分
会
役
員
会　

森
正
耕

太
郎　

長
原
毅　

居
升
邦
彦　

大
段
隆　

高
橋
敬
明　

谷
口
廸

生　

河
原
直
司

▽
支
部
総
会　

小
田
川
宜
弘　

福
島
偉
人　

勝
山
修　

副
田

充　

矢
野
光
彦　

北
村
巧　

亀

田
文
男　

高
橋
敬
明　

福
島
正

博　

胡
本
進　

竹
重
博
樹　

居

升
邦
彦　

高
本
訓
司　

谷
本
行

弘　

則
貞
幸
夫　

谷
口
廸
生　

八
谷
文
策　

川
中
敬
三

【
山
口
】

平
岡
文
夫　

三
井
秀
行　

村
田

哲
雄　

藤
田
洋
三　

田
村
勝

二　

畠
中
健
治　

高
嵜
達
生　

柳
原
鉄
生　

澄
田
嘉
之　

重

岡
俊
朗　

那
須
勝
一　

堀
江
佳

夫　

佐
藤
博
通　

金
子
秀
人　

渡
辺
紘
三　

原
田
亮
彦　

松
下

基
正　

徳
重
明
彦　

冨
永
雄
一

郎　

福
島
宏
道　

木
村
晋　

嶋

崎
日
出
夫　

清
水
浩
司　

阿
武

宏　

長
嶺
良
二　

三
好
新
一

郎　

村
上
圭
三　

平
岡
文
夫　

義
満
謙
二　

牧
野
義
壽　

山
本

俊
夫　

中
村
正
彦　

村
林
和

義　

松
重
敦
雄　

福
永
光
世　

壱
岐
英
典　

森
影
斉　

有
田
明

博　

田
中
孝
雄　

礒
金
竹
雄　

杉
山
典
夫　

伊
藤
勉　

木
村
泰

博　

佐
伯
誠　

廣
瀬
天
正　

小

林
康
和　

吉
野
辰
生　

守
田
宏

和　

河
村
章
寛　

山
本
敏
昭　

上
川
正
昭　

藤
村
昭
治　

野
村

和
彦　

石
丸
章　

濵
田
好
生　

木
下
辰
己　

末
岡
育
文　

田
端

誠　

加
藤
和
宏　

藤
永
真
一　

森
和
義　

山
本
義
文　

福
田
和

正　

福
田
和
正　

内
田
主
税　

岡
畠
斉　

田
村
尚
利　

藤
林
靖

之　

井
上
善
夫　

村
田
満　

勝

谷
雅
彦　

金
子
恵
子　

八
木
秀

生　

白
松
英
明　

藤
井
幸
夫　

義
嶋
毅
士　

宗
村
憲
知　

今
田

成
則　

金
子
省
一　

田
川
朝

典　

河
野
隆
則　

廣
兼
淳
司　

清
木
伸
二　

山
根
崇
雄　

藤
井

孝　

中
村
孝　

永
尾
考
司　

河

村
洋
亮　

中
村
真
仁　

小
林
識

史　

岡
本
恭
明　

恒
冨
謙
祐　

植
村
秀
一　

寺
岡
恵　

羽
鳥
敬

祐　

松
原
薫　

沖
原
力
哉　

佐
々
木
弘
太
郎　

羽
嶋
元
希　

平
岡
聡　

義
嶋
理
紗　

和
田
愛

一
郎　

野
口
比
呂

【
徳
島
】

濱
田
喜
一
郎　

山
本
祐
三
郎

【
香
川
】

塩
田
洋
介　

大
西
英
美

▽
支
部
校
友
有
志　

國
宗
達

旦　

香
川
博
美　

大
林
茂
美　

高
笠
原
昭
男　

松
本
義
博　

藤

沢
秀
夫　

濱
岡
重
夫　

土
居
武

司　

花
崎
隆
志　

山
本
元
美　

上
原
宏
一　

平
野
勝
彦　

王
尾

敬　

藤
本
伸
一　

泉
保
繁
美　

長
尾
光
博　

富
田
導　

福
家

茂　

三
原
嘉
一　

芳
竹
宣
幸　

芳
竹
作
知　

川
田
一
郎　

土
居

英
恵　

白
井
虎
彦　

斉
藤
隆　

松
村
隆
徳　

松
村
多
恵
子　

伴

斉　

谷
川
泰
三　

榊
原
優　

泉
川
祥
治　

泉
川
泰
亮　

竹
田

和
憲　

川
人
裕
一
郎　

大
森
薫

之　

溝
内
一
乘　

金
子
辰
男　

泉
保
創　

神
高
恵
二　

十
河
土

志
夫　

坂
井
千
介　

横
田
和

幸　

藤
沢
丞
智　

木
村
孝
義　

真
鍋
省
治　

渡
邊
正
樹　

中
西

正
憲　

田
中
昭
徳　

竹
本
雅
晴

【
愛
媛
】

檜
垣
賢
悟　

藤
本
明
男

【
高
知
】

山
本
光
志　

西
山
武

【
福
岡
】

川
口
流
香　

加
來
英
一

【
長
崎
】

横
山
省
三　

宮
本
武
久　

野
瀬

耕
一　

寺
井
理
治　

吉
谷
俊

次　

長
崎
県
支
部
一
同

【
熊
本
】

今
井
正
則　

田
中
清
子　

岡
部

猛
廣　

三
森
孝
一　

村
田
健　

白
木
國
夫

▽
支
部
教
職
員
部
会　

熊
本
県

支
部
教
職
員
常
盤
松
会
一
同

【
大
分
】

五
島
遼
太
郎　

犬
塚
克
彦　

江

渕
真
一

【
宮
崎
】

長
倉
春
義　

谷
口
好
甫

【
鹿
児
島
】

神
孝
輔　

村
上
榮
昭

【
沖
縄
】

宜
保
保
秀

【
団
体
】

▽
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

萬
歳
章　

牧
田
政
人　

堀
江
康

輔　

周
藤
康
令　

赤
澤
猛　

永

原
豊　

竹
重
博
樹　

河
原
直

司　

佐
伯
誠　

佐
竹
弘
通　

大
森
薫
之　

十
河
土
志
夫　

西

岡
猪
一
郎　

鍋
島
喜
一
郎　

武

井
清
秀　

市
川
貞
男　

池
内
剛

三　

石
橋
由
幸　

児
島
亮
介　

参
加
者
一
同

▽
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

古
川

繁
樹　

古
賀
醸
治　

田
添
利
弘

▽
農
業
工
学
科
昭
和
43
年
卒
同

期
会　

岡
村
進　

小
嶋
宇
内　

風
岡
洋
二　

加
地
敞　

熊
谷

淳　

坂
本
正
博　

定
政
秀
夫　

清
水
幹
夫　

菅
原
重
一　

瀬
崎

淳
一　

高
橋
敬
明　

竹
内
良　

竹
中
浩
三　

棚
橋
慶
明　

荻
原

正
高　

平
野
正
明　

細
田
栄

寿　

西
村
中
成　

前
田
順
司　

松
田
敏　

丸
豊　

蓑
島
雅
登　

三
井
田
正
昭　

渡
辺
光
雄　

小

沢
一
雄

▽
全
学
応
援
団
Ｏ
Ｂ
会
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

原
博

彦　

八
谷
文
策　

長
嶺
良
二　

加
田
直
久　

亀
田
文
男　

市
川

貞
男　

稲
葉
伸
雄　

児
嶋
亮
介

▽
熱
帯
作
物
保
護
学
研
究
室

有
志

東京農業大学校友会は独自の取り組みとして「箱根
駅伝への道ｏｎｅコイン募金」を開始し、令和２年度で３年
目となりました。

ご協力いただきました全国の校友、農大ファミリーの皆
さまに衷心より感謝申し上げます。

これまで第１期、２期、３期分を男子長距離セクション
の強化対策費として、陸上競技部に寄贈してまいりまし
た。小指徹監督は「ｏｎｅコイン募金を活用して強化がで
きている。今年こそは箱根駅伝の予選を突破したい」と
本戦出場への力強い決意を表明しています。

われわれ校友と農大ファミリーは、「学歌」と「青山ほと
り」がとどろく中、農大陸上競技部の選手とたすきが箱根
に戻ってくることを熱望しています。東京農業大学校友
会は、「ｏｎｅコイン募金」に箱根駅伝出場への願いを込
めて、応援してまいろうではありませんか。皆さまのご協力
をお願いいたします。

＜令和２年３月末現在＞

「ｏｎｅコイン募金」第３期
分（２００万円）が萬歳
会長㊨から陸上競技部
男子・小指徹監督に寄贈
されました

募金件数
4,397件
募金金額
9,791,556円

東京農業大学校友会会長　萬歳　章
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 募金の仕方・集め方
 銀行送金で寄付
１ 寄付金控除を希望しない場合
　①ゆうちょ銀行「払込取扱票」にてお振り込みください（校
友会ニュースに同封）。

　②一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回でも、
毎年でも）

　③送金手数料は掛かりません。

２ 寄付金控除を希望する場合（大口寄付）
　東京農大スポーツサポート募金（同封のパンフレット）の
三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行の「払込

取扱票」でお振り込みください。

 校友会支部総会などの集会で現金を寄付
　①一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回でも、
毎年でも）

　②原則として、募金用紙（写真下）に名前・金額を記入して
募金箱（写真下）に投入してください。

　③領収書は発行しません。
　④校友会支部長（または幹事長）は、集会ごとの寄付金をゆ
うちょ銀行「払込取扱票」でお
振り込みください（募金箱に投
入された募金用紙は本部に郵送
してください）。

　⑤払込取扱票通信欄に「（例）◯◯
支部総会参加者一同」と記載し
てください。

＊校友会本部への寄付者のご芳名は、原則として校
友会ニュースに掲載いたします。

＊「箱根駅伝への道oneコイン募金」についてのご質
問等は校友会本部にお問い合わせください。

寄付金控除を希望する大口募金者は、大学スポーツ
サポート募金とする。

校友会から大学に寄付する場合は、スポーツサポート
募金とする。

募金の概要

東京農業大学校友会（農大ファミリー）

校友会（募金窓口）大学

箱根駅伝出場

陸上競技部 東京農業大学
（スポーツサポート募金）

大口募金oneコイン募金（小口募金）

農大ファン 兄弟姉妹 保護者在学生卒業生
箱根駅伝への道　　　コイン募金one

寄
付
金
控
除

証
明
書
の
発
行

1 名　称 : 箱根駅伝への道 oneコイン募金

3 募金概念図　 下図参照

4

5

2 募金額 : ⑴ 一      口　500円以上（複数回）
⑵ 全体目標　1億円（1000万円/年）
⑶ 支部別目標　1支部200万円（20万円/年）
⑷ 募金期間　平成30年４月から10年間

6 募金活動運営費 : 募金額の 20％以内の額を経費とする。
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徳
江
久
代　

小
田
召
二　

高
井
博
文　

浅
場
亘　

三
堀
雅

道　

谷
博
人　

川
口
豊　

須
田

裕　

桂
田
孝　

山
本
哲　

齋
藤

豊
子　

井
出
浩
明　

白
井
健　

福
岡
眞　

武
部
真
人　

高
山
玲

子　

中
川
裕
子　

吉
田
光
晴　

犬
山
清
史　

吉
田
茂
夫　

浅

間
祐
一　

植
竹
博
子　

田
島
伸

樹　

湘
南
な
ぎ
さ
会
有
志

【
山
梨
】

清
水
紘
一
郎　

落
合
正
仁　

宮

川
俊
一　

小
野
甲
二

▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
有
志
一
同

【
長
野
】

岩
崎
章　

伊
藤
文
保　

矢
澤
利

一　

矢
崎
恵
子　

有
坂
聡　

森

山
浩
一
郎　

岡
本
素
子

▽
飯
伊
支
部
総
会　

伊
澤
宏

爾　

伊
藤
元
保　

小
木
曽
貴

幸　

塚
平
貞
俊　

唐
沢
聖　

林
隆
仁　

松
澤
宏
司　

岡
島
芳

幸　

遠
山
善
治　

三
浦
宏
子　

松
原
寛
明　

安
藤
正
和　

中
田

泰
雄

【
新
潟
】

曽
我
達
朗　

木
村
忠
夫　

高
橋

学　

荻
荘
誠　

白
井
法
夫　

五

十
嵐
弘
行　

榎
並
宏
之　

小
林

一
道　

伊
藤
苗　

加
藤
昭
夫　

渡
辺
初
子　

谷
口
豊　

萬
歳
章

【
富
山
】

立
野
明
彦　

高
橋
清
治　

宮
田

等　

品
川
直
彦　

高
岡
悦
子　

岡
田
卓
蔵

▽
支
部
砺
波
会　

宗
景
昭　

有

若
隆　

吉
田
孝
夫　

佐
藤
洋

二　

加
藤
彰　

臺
蔵
正
一　

鴨

井
伸
市　

東
隆　

嶋
田
充　

野

原
茂
樹　

坪
田
歩

【
石
川
】

川
村
貞
一　

南
春
夫

▽
支
部
総
会　

毛
利
賰
郎　

高

井
治　

俵
屋
都
士　

鶴
見
隆

喜　

安
田
舜
一
郎　

本
多
宗

勝　

柴
野
大
盾　

西
野
邦
明　

上
坂
英
善　

本
田
俊
三　

荒
木

弥
三
郎　

新
保
博　

中
村
正

秋　

池
田
勉　

中
川
伸
朗　

粟

森
朋
行　

石
田
弘
栄　

野
々
市

芳
朗　

木
村
修　

谷
耕
一　

宮

前
諭　

大
土
明
久　

山
本
成
一

郎　

北
市
裕
嗣　

森
永
壽
久　

本
昌
康　

小
滝
邦
夫　

堀
田
忠

信　

中
川
徹　

藤
井
市
弥　

谷

内
口
孝
治　

前
寺
清
一　

曽
根

正
己　

中
塚
勝　

中
村
一
茂　

舘
清　

谷
光
直
樹　

勝
田
正

栄　

笠
野
浩
一　

関
川
潤
一

郎　

橋
場
勇
生　

吉
田
諭　

川

本
幸
進　

土
井
原
直
人　

向
峠

増
観　

中
川
陽
平　

小
林
裕

一　

中
山
健
二　

山
本
佳
裕　

坂
本
林
太
郎　

貝
崎
葉
月　

藤

田
恵
輔　

北
口
博
之　

黒
田
将

喜　

本
大
一　

高
本
祐
太
朗　

清
水  

嵩
士　

安
藤
飛
翔

【
福
井
】

小
林
美
宏

▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
一
同

【
岐
阜
】

杉
山
誠
次

【
静
岡
】

山
本
勇
次　

田
中
邦
彦　

佐
々

木
明　

奥
田
洋
之　

鈴
木
裕

司　

大
澤
卓
広　

河
合
康
広

▽
静
岡
常
盤
松
会
役
員
会　

糠

谷
禎
則　

平
岡
知
明　

杉
本
充

俊　

望
月
俊
明　

湯
浅
邦
次　

陰
山
明
典　

大
澤
貴
史　

平
野

為
久　

八
木
清
文　

望
月
保

秀　

渡
邊
龍
太
郎

▽
支
部
総
会　

糠
谷
禎
則　

小
畑
勝
裕　

伊
藤
康
喜　

大

林
秀　

鈴
木
正
士　

宮
原
晃

樹　

山
下
祐
幸　

田
中
豊　

向

川
明
弘　

大
橋
俊
之　

杉
浦
茂

実　

平
野
正
明　

平
岡
知
明　

西
島
弘
一
郎　

森
野
進　

後
藤

友
彦　

篠
原
憲　

櫻
井
淳　

杉

村
清
市　

村
田
昌
弘　

渡
邊
龍

太
郎　

松
本
肇　

望
月
保
秀　

山
田
喜
昭　

森
下
靖　

加
藤
修

三　

中
谷
一
也　

田
村
誠
司　

富
永
敏
弘　

松
永
大
吾　

川
村

耕
史　

望
月
敬
二　

藤
本
正

明　

内
山
晴
芳　

大
石
徹　

原

田
多
加
資　

陰
山
明
典　

澤
村

章
二　

押
尾
豊
治　

青
島
秀

夫　

大
塚
善
弘　

石
澤
奎
吾　

滝
山
新
之
助　

逸
見
保
男　

水

嶋
文
人　

久
保
明
三　

武
藤
芳

男　

大
石
静
夫　

松
野
吉
司

人　

阿
久
津
浩
樹　

稲
木
浩

之　

野
末
将
平　

中
村
守
伸　

長
澤
和
明　

石
田
済　

原
賀
浩

太
郎　

進
士
宜
仁　

小
野
甲
二

▽
支
部
教
職
員
部
会　

石
原
夏

帆　

山
本
一
成　

森
下
雄
平　

望
月
俊
哉　

外
岡
宣
佳　

原
川

均　

福
島
徹
也　

和
田
龍
二　

板
子
忠　

冨
山
剛
幸　

山
本
智

久　

郡
山
貴
義　

竹
川
暢
昭　

松
村
錬
一　

後
藤
克
己　

落
合

剛　

是
永
博
基　

森
下
臣
一

郎　

大
澤
貴
史　

桜
井
正
剛　

井
出
翔
太　

小
長
井
稜
介　

植

平
充
彦　

望
月
康
弘　

二
村

薫　

山
本
勉　

近
藤
隆　

足
立

嘉
彦　

山
崎
広
行　

長
谷
川
竜

一　

鈴
木
知
春　

大
場
雅
之　

鈴
木
弓
子　

飯
塚
誠　

横
溝
千

都
生　

土
屋
英
次　

土
屋
光

代　

望
月
達
彦

【
愛
知
】

林
晋
一
郎　

近
藤
善
房　

柴
田

昌
典　

河
合
勲
夫　

稲
葉
康

緒　

藤
村
大　

藤
原
幹
紹

【
三
重
】

中
井
哲
夫　

仲
野
彌
和　

山
本

勝
征

【
京
都
】

森
本
浩
明　

和
田
良
次　

小
西

偉
世　

宮
入
勲　

高
石
正
之　

向
井
酒
造
株
式
会
社　

江
夏
大

三
郎　

中
野
宏

【
大
阪
】

金
田
真
司　

岡
本
か
す
み　

金

田
真
司

▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
一
同

【
兵
庫
】

安
井
理　

大
石
貴
洋　

笹
倉
恭

一　

片
山
允
恭　

鈴
木
雅
仁　

植
村
裕
哉

▽
教
育
後
援
会
地
方
懇
談
会　

久
永
利
恵
子　

中
牟
田
直
樹　

森
本
重
徳　

榮
宏
之　

湯
田

力　

福
元
和
稔　

小
出
隆
雄　

水
川
博
章　

石
上
有
司　

新
部

昭
夫　

志
波
優　

大
浦
裕
二　

大
西
章
博　

松
林
尚
志　

江
口

文
陽　

細
谷
裕
二　

石
原
憲
一

郎▽
支
部
総
会　

支
部
総
会
参
加

者
一
同

【
奈
良
】

柿
坂
彌
壽
麿　

相
馬
友
一
郎

【
鳥
取
】

森
田
尚
子　

松
村
讓

【
島
根
】

吉
田
康
雄　

南
部
太　

山
崎
洋

平　

城
市
直
貞　

高
尾
倫
弘

▽
支
部
役
員
会
（
分
会
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・
幹

事
長
）　

堀
江
康
輔　

澤
江
重

夫　

澤
江
邦
雄　

辻
原
理　

井

上
隆
之　

三
浦
和
成

▽
島
根
県
教
職
員
部
会　

坂
根

一
則　

城
市
直
貞　

竹
部
宏

章　

奈
良
井
洸
紀　

周
藤
康

令　

堀
江
康
輔

▽
支
部
教
職
員
部
会　

福
島
昭

一　

橘
千
秋　

小
野
康
司　

門

脇
康
夫　

園
山
幸
雄　

松
本
政

義　

松
本
秀
邦　

竹
内
健
三　

三
島
勝
雄　

山
本
善
万　

周
藤

康
令

【
岡
山
】

玉
木
正
夫　

国
富
孝　

赤
澤

猛　

廣
瀬
洋
一　

大
野
豊　

祇

園
公
子　

永
原
豊　

山
部
慎

一　

武
田
一
昭　

赤
澤
猛　

廣

瀬
洋
一　

前
畠
敏
成　

本
郷
繁

之　

武
田
光
弘　

▽
支
部
総
会　

広
瀬
敬
彦　

永

原
国
夫　

石
井
秀
生　

利
守
忠

義　

前
畠
敏
成　

横
田
稔　

萬

歳
章　

赤
澤
猛　

井
上
敬
一　

中
野
修
一
郎　

真
鍋
現
次
郎　

武
田
光
弘　

大
野
豊　

渡
邊
俊

雄　

廣
瀬
洋
一　

山
磨
孝
一　

佐
藤
秀
樹　

武
田
一
昭　

山
部

慎
一　

金
平
邦
男　

安
東
厚

生　

本
郷
繁
之　

時
尾
博
之　

横
林
秀
樹　

廣
田
耕
治　

永
原

豊　

原
田
和
明　

行
本
朋
美　

井
上
采
香　

森
安
義
之

▽
備
中
分
会　

高
橋
正
侑　

永

原
国
夫　

中
桐
政
英　

前
畠
敏

成　

横
田
稔　

赤
澤
猛　

真
鍋

現
次
郎　

武
則
啓
子　

大
野

豊　

塩
尻
典
正　

渡
邉
英
気　

本
郷
繁
之　

横
林
秀
樹　

永
原

豊　

原
田
和
明

▽
支
部
教
職
員
部
会　

岡
山
県

支
部
教
職
員
部
会
一
同

【
広
島
】

畝
茂　

植
本
栄
一　

実
井
晃

久　

河
原
直
司

▽
広
島
分
会
役
員
会　

森
正
耕

太
郎　

長
原
毅　

居
升
邦
彦　

大
段
隆　

高
橋
敬
明　

谷
口
廸

生　

河
原
直
司

▽
支
部
総
会　

小
田
川
宜
弘　

福
島
偉
人　

勝
山
修　

副
田

充　

矢
野
光
彦　

北
村
巧　

亀

田
文
男　

高
橋
敬
明　

福
島
正

博　

胡
本
進　

竹
重
博
樹　

居

升
邦
彦　

高
本
訓
司　

谷
本
行

弘　

則
貞
幸
夫　

谷
口
廸
生　

八
谷
文
策　

川
中
敬
三

【
山
口
】

平
岡
文
夫　

三
井
秀
行　

村
田

哲
雄　

藤
田
洋
三　

田
村
勝

二　

畠
中
健
治　

高
嵜
達
生　

柳
原
鉄
生　

澄
田
嘉
之　

重

岡
俊
朗　

那
須
勝
一　

堀
江
佳

夫　

佐
藤
博
通　

金
子
秀
人　

渡
辺
紘
三　

原
田
亮
彦　

松
下

基
正　

徳
重
明
彦　

冨
永
雄
一

郎　

福
島
宏
道　

木
村
晋　

嶋

崎
日
出
夫　

清
水
浩
司　

阿
武

宏　

長
嶺
良
二　

三
好
新
一

郎　

村
上
圭
三　

平
岡
文
夫　

義
満
謙
二　

牧
野
義
壽　

山
本

俊
夫　

中
村
正
彦　

村
林
和

義　

松
重
敦
雄　

福
永
光
世　

壱
岐
英
典　

森
影
斉　

有
田
明

博　

田
中
孝
雄　

礒
金
竹
雄　

杉
山
典
夫　

伊
藤
勉　

木
村
泰

博　

佐
伯
誠　

廣
瀬
天
正　

小

林
康
和　

吉
野
辰
生　

守
田
宏

和　

河
村
章
寛　

山
本
敏
昭　

上
川
正
昭　

藤
村
昭
治　

野
村

和
彦　

石
丸
章　

濵
田
好
生　

木
下
辰
己　

末
岡
育
文　

田
端

誠　

加
藤
和
宏　

藤
永
真
一　

森
和
義　

山
本
義
文　

福
田
和

正　

福
田
和
正　

内
田
主
税　

岡
畠
斉　

田
村
尚
利　

藤
林
靖

之　

井
上
善
夫　

村
田
満　

勝

谷
雅
彦　

金
子
恵
子　

八
木
秀

生　

白
松
英
明　

藤
井
幸
夫　

義
嶋
毅
士　

宗
村
憲
知　

今
田

成
則　

金
子
省
一　

田
川
朝

典　

河
野
隆
則　

廣
兼
淳
司　

清
木
伸
二　

山
根
崇
雄　

藤
井

孝　

中
村
孝　

永
尾
考
司　

河

村
洋
亮　

中
村
真
仁　

小
林
識

史　

岡
本
恭
明　

恒
冨
謙
祐　

植
村
秀
一　

寺
岡
恵　

羽
鳥
敬

祐　

松
原
薫　

沖
原
力
哉　

佐
々
木
弘
太
郎　

羽
嶋
元
希　

平
岡
聡　

義
嶋
理
紗　

和
田
愛

一
郎　

野
口
比
呂

【
徳
島
】

濱
田
喜
一
郎　

山
本
祐
三
郎

【
香
川
】

塩
田
洋
介　

大
西
英
美

▽
支
部
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有
志　

國
宗
達

旦　

香
川
博
美　

大
林
茂
美　

高
笠
原
昭
男　

松
本
義
博　

藤

沢
秀
夫　

濱
岡
重
夫　

土
居
武

司　

花
崎
隆
志　

山
本
元
美　

上
原
宏
一　

平
野
勝
彦　

王
尾

敬　

藤
本
伸
一　

泉
保
繁
美　

長
尾
光
博　

富
田
導　

福
家

茂　

三
原
嘉
一　

芳
竹
宣
幸　

芳
竹
作
知　

川
田
一
郎　

土
居

英
恵　

白
井
虎
彦　

斉
藤
隆　

松
村
隆
徳　

松
村
多
恵
子　

伴

斉　

谷
川
泰
三　

榊
原
優　

泉
川
祥
治　

泉
川
泰
亮　

竹
田

和
憲　

川
人
裕
一
郎　

大
森
薫

之　

溝
内
一
乘　

金
子
辰
男　

泉
保
創　

神
高
恵
二　

十
河
土

志
夫　

坂
井
千
介　

横
田
和

幸　

藤
沢
丞
智　

木
村
孝
義　

真
鍋
省
治　

渡
邊
正
樹　

中
西

正
憲　

田
中
昭
徳　

竹
本
雅
晴

【
愛
媛
】

檜
垣
賢
悟　

藤
本
明
男

【
高
知
】

山
本
光
志　

西
山
武

【
福
岡
】

川
口
流
香　

加
來
英
一

【
長
崎
】

横
山
省
三　

宮
本
武
久　

野
瀬

耕
一　

寺
井
理
治　

吉
谷
俊

次　

長
崎
県
支
部
一
同

【
熊
本
】

今
井
正
則　

田
中
清
子　

岡
部

猛
廣　

三
森
孝
一　

村
田
健　

白
木
國
夫

▽
支
部
教
職
員
部
会　

熊
本
県

支
部
教
職
員
常
盤
松
会
一
同

【
大
分
】

五
島
遼
太
郎　

犬
塚
克
彦　

江

渕
真
一

【
宮
崎
】

長
倉
春
義　

谷
口
好
甫

【
鹿
児
島
】

神
孝
輔　

村
上
榮
昭

【
沖
縄
】

宜
保
保
秀

【
団
体
】

▽
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

萬
歳
章　

牧
田
政
人　

堀
江
康

輔　

周
藤
康
令　

赤
澤
猛　

永

原
豊　

竹
重
博
樹　

河
原
直

司　

佐
伯
誠　

佐
竹
弘
通　

大
森
薫
之　

十
河
土
志
夫　

西

岡
猪
一
郎　

鍋
島
喜
一
郎　

武

井
清
秀　

市
川
貞
男　

池
内
剛

三　

石
橋
由
幸　

児
島
亮
介　

参
加
者
一
同

▽
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

古
川

繁
樹　

古
賀
醸
治　

田
添
利
弘

▽
農
業
工
学
科
昭
和
43
年
卒
同

期
会　

岡
村
進　

小
嶋
宇
内　

風
岡
洋
二　

加
地
敞　

熊
谷

淳　

坂
本
正
博　

定
政
秀
夫　

清
水
幹
夫　

菅
原
重
一　

瀬
崎

淳
一　

高
橋
敬
明　

竹
内
良　

竹
中
浩
三　

棚
橋
慶
明　

荻
原

正
高　

平
野
正
明　

細
田
栄

寿　

西
村
中
成　

前
田
順
司　

松
田
敏　

丸
豊　

蓑
島
雅
登　

三
井
田
正
昭　

渡
辺
光
雄　

小

沢
一
雄

▽
全
学
応
援
団
Ｏ
Ｂ
会
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

原
博

彦　

八
谷
文
策　

長
嶺
良
二　

加
田
直
久　

亀
田
文
男　

市
川

貞
男　

稲
葉
伸
雄　

児
嶋
亮
介

▽
熱
帯
作
物
保
護
学
研
究
室

有
志
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東
京
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大
の
本

	

東
京
農
大
出
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申込先

実
家
が
新
潟
で
酒
造
業
を

営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
兄
と

和
菓
子
の
老
舗
で
工
芸
室
長
を
務
め
る

園
公
子
さ

ん
。
工
芸
菓
子
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
日
本
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
だ
。

園
さ
ん
の
手
に
か
か
っ
た
〝
作
品
〟
は
目

を
見
張
る
ば
か
り
の
も
の
で
、
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
園
さ
ん
に
母
校
卒
業
後
の
歩
み
を
振
り
返
っ

て
も
ら
っ
た
。

同
様
に
農
芸
化
学
科
へ
と
進

学
し
ま
し
た
。
実
験
科
目
の

授
業
で
は
当

時
、
助
手
を
さ

れ
て
い
た
髙
野

克
己
学
長
に
は

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

学
生
生
活
に

お
い
て
勉
学
は

も
ち
ろ
ん
の
こ

と
収
穫
祭
に

も
参
加
し
、
た

く
さ
ん
の
経
験

を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

一
つ
の
こ
と
に
捕
ら
わ
れ
ず
、

柔
軟
で
多
角
的
な
物
事
の
考

え
方
や
人
と
人
と
の
絆
を
深

め
る
こ
と
の
重
要
性
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
社
会
に
出
た

後
に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

卒
業
後
、
２
年
ほ
ど
東
京

で
食
品
会
社
の
研
究
室
に
勤

務
。
結
婚
を
機
に
岡
山
で
の

生
活
が
始
ま
り
、
求

人
広
告
で
見
つ
け
た

源
吉
兆
庵
の
パ
ー

ト
募
集
が
き
っ
か
け

で
入
社
い
た
し
ま
し

た
。夏

の
代
表
商
品

で
あ
る
マ
ス
カ
ッ
ト

を
使
っ
た
陸
乃
宝
珠

の
包
装
な
ど
不
慣
れ

な
作
業
に
必
死
で
し

た
。
そ
の
後
、
研
究

室
の
助
手
を
経
て
、

現
在
の
工
芸
菓
子
を

制
作
す
る
工
芸
室
へ

と
配
属
さ
れ
ま
し

た
。工

芸
菓
子
と
は
、

白
あ
ん
や
米
粉
、
砂

糖
な
ど
の
和
菓
子
の

素
材
を
用
い
て
四
季

の
花
鳥
風
月
な
ど
、

自
然
風
物
を
写
実
的
か
つ
芸

術
性
豊
か
に
表
現
し
た
観
賞

用
の
菓
子
で
す
。

工
芸
菓
子
制
作
の
仕
事
に

就
い
て
か
ら
は
自
己
啓
発
の

一
環
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
習
っ
た
り
、
一

級
菓
子
製
造
技
能
士
を
取
得

し
た
り
し
て
、
一
流
の
工
芸
菓

子
職
人
を
目
指
し
努
力
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
か
い
が
あ
り
、
第
25

回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
姫

路
で
は
工
芸
菓
子
初
出
展
で

名
誉
総
裁
賞
を
、
第
26
回
・

広
島
で
は
農
林
水
産
大
臣
賞

を
、
第
27
回
・
三
重
で
は
世

界
一
美
し
い
鳥
ケ
ツ
ァ
ー
ル

に
花
車
を
配
し
た
作
品
で
名

誉
総
裁
賞
と
、
お
客
さ
ま
か

ら
の
人
気
投
票
に
よ
る
感
動

大
賞
の
ダ
ブ
ル
最
高
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

弊
社
、
ハ
ワ
イ
の
ア
ラ
モ
ア

ナ
店
に
展
示
し
、
多
く
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。和

菓
子
離
れ
が
進
む
昨
今

で
す
が
、
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
工
芸
菓
子
の
技
術
を

継
承
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
作
品
制
作
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ま
も
柔
軟

な
考
え
方
や
行
動
力
を
身
に

付
け
、
移
り
変
わ
り
の
速
い

世
の
中
を
乗
り
越
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

祇
園 

公
子
氏

（
昭
和
58
年
農
芸
化
学
科
卒
）

宗
家 

源 

吉
兆
庵

工
芸
室　

室
長

35

東京農大は「就職に強い」といわれている。平成 31
年３月卒業生の１人あたりの求人件数は全国平均の３倍
以上だ。食品会社上場企業（27 社）の実就職率は、
学生数８０００人以上の大規模大学の中で３位の位置を
占めている。

これには理由がある。実学を通して学生がじっくり選択
した進路に対し一人一人にきめ細かな進路指導をしてい
るからだ。普段から教員と学生の距離が近い東京農大
だからこそできる支援。１、２年次から多様なプログラム
で社会性を身に付け、研究室で協調性やマナーを養って
いる。キャリアセンター、学科、研究室の三位一体の就
職支援が、東京農大は就職に強いと言われるゆえんだ。

食品会社では全国３位

東京農大は就職に強い

心とからだをもっと元気に―
二十四節気を
楽しむ薬膳

薬膳健康づくり研究会 編著
定価 : 本体 2400円 + 税 
A4判変 ･ 並製 ･カラー

◇健康長寿の食養生を
学ぶ。◇節気に合わせた
168品・24献立を紹介。◇
立秋からの節気では「ざる
そばのトウガン入つゆ」「に
がうりのチーズ入肉詰め」
など。お薦めは「うなぎの
山かけ丼」、この時節なら
ではの料理が登場する。

旨みを醸し出す―
麹のふしぎな

料理力

前橋 健二・浅利 妙峰 著
定価 : 本体 1200円 + 税
A5判 ･ 並製 ･カラー

◇麹
こうじ

を知る本の決定版。
麹の力を知って、食材を
生かす。身近な料理を演
出してみてください。◇前
橋健二教授の科学の目、
浅利妙峰こうじ屋女将の
伝統の目で、秘められた麹
の力を説く。麹を使った簡
単に作れるレシビ満載。

大島 貞雄 著
定価 : 本体 1600円 + 税
B5判変・並製カラー

◇初心者でもおいしい
漬物を作り、食生活を楽
しむために。◇家庭に
本物の漬物を届けるた
め、本物の漬物をつくる
漬け方のコツ、知恵を説
いている。プロの技をつ
かんでほしい。

わが家は低塩・
無添加のお漬物

―プロ技伝授―

古谷 正 著
定価 : 本体 1600円 + 税
B5判 ･ 並製

◇野菜はいつまくのか。
肥料はどのように施すの
か。有機肥料はなぜ良
いのか。農薬は使わな
いで作れるのか。収量、
品質が不安定なのはな
ぜか。◇野菜の性質を
知り、よく観察し適切な
管理をするために。

家庭菜園だから
できる無農薬栽培

―少し科学してみよう―

科学技術
メディア 社会

北村 行孝・柴田 文隆 著
定価 : 本体 2600円 + 税
A5判 ･ 並製

◇科学技術文明といわ
れる現代人類文明の行
方、科学技術と社会の
関係、科学技術に関す
るコミュニケーションに関
心のある人たちのため
の入門書。テキスト。◇２
人の著者は前読売新聞
科学部長。

―科学ジャーナリズム･コミュニケーション入門―

食農と環境
No 25

実践総合農学会 編
定価 : 本体 800円 + 税 
A4判 ･ 並製

◇スマート農業の展開
について◇ICT農業とス
マート農業の現状と将来
◇食農と環境の最前線
レポート：高校における
食農と環境教育の取り組
みなどを掲載。現場から
の発信がモットーの実践
総合農学会の機関誌。

鮮
や
か
な
鳥
の
工
芸
菓
子
を
作
る
祇
園
さ
ん

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
三
重

受
賞
作
品

工芸菓子の職人
全国トップクラス

株式会社大学通信情報調査部

食品会社に強い東京農大！
上場企業（食品27社）実就職率ランキング

全国

1.88倍

東京農大

6.0 倍

813,500
432,200

14,100
2,348

株式会社リクルートホールディングス　リクルートワークス研究所「大卒求人倍率調査（2019年3月卒）より」

（学生数8000人以上の大規模大学）

農学系私立大学

2位
全国

3位

1人当たりの求人件数
全国平均の

約3倍

求人件数

求人倍率

就職希望者数
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課
の
新
本
英
二
・
農
業
環
境
情

報
分
析
官
が
「
国
際
水
準
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
推
進
」
に
つ
い
て
講
演
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
施
は
経
営
改
善

や
農
作
業
事
故
の
リ
ス
ク
軽

減
、
異
物
混
入
を
防
ぐ
な
ど
の

効
果
が
あ
る
と
し
、「
農
業
人

材
の
育
成
、
わ
が
国
の
農
業
の

競
争
力
強
化
に
有
効
」
と
強
調

し
た
。
講
演
会
に
は
農
業
教
員

を
目
指
し
て
教
職
科
目
を
履

修
し
て
い
る
学
生
約
80
人
が

参
加
し
た
。

様
な
産
業
分
野
の
５
件
７
人
が

表
彰
さ
れ
た
。

表
彰
式
の
後
、
経
営
者
大

賞
を
受
賞
し
た
諧
広
司
氏
（
株

式
会
社
ソ
ー
キ
代
表
取
締
役
社

全
国
教
職
員
部
会
連
絡
協

議
会
は
令
和
元
年
12
月
７
日
、

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー

ル
（
校
友
会
館
）
で
総
会
を
開

い
た
。
総
会
に
は
各
地
区
の
幹

事
長
・
幹
事
、
部
会
関
係
者
ら

約
40
人
が
参
加
し
、
平
成
30
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
、
令
和

元
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

役
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、

新
し
い
役
員
が
選
任
さ

れ
、
新
会
長
に
日
置
司

明
氏
（
元
東
京
農
大
教

職
・
学
術
情
報
課
程
教

授
）が
就
任
し
た
。ま
た
、

同
協
議
会
規
約
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
。

令
和
元
年
度
事
業
計

画
で
は
①
諸
会
議
の
開

催
②
教
職
員
デ
ー
タ
調

査
の
実
施
③
東
京
農
業

大
学
情
報
の
提
供
④
校

友
会
支
部
教
職
員
部
会

令和元年度 支部教職員部会開催一覧
支部 開催日 支部 開催日

北海道 平成31年1月9日 岐　阜 令和元年8月31日

青　森 令和元年8月31日 静　岡 令和元年11月24日

岩　手 令和2年1月18日 三　重 令和元年9月15日

宮　城 令和元年11月17日 京　都 令和元年6月29日

秋　田 令和2年1月11日 兵  庫 令和2年1月17～18日

福　島 令和2年2月1日 鳥　取 令和元年6月9日

茨　城 令和元年9月7日 島　根 令和元年8月17日

栃　木 令和元年7月27日 岡　山 令和2年2月22日

群　馬 令和元年9月14日 香　川 令和元年12月27日

千　葉 令和元年6月29日 福　岡 令和2年2月8日

東　京 令和2年2月1日 長　崎 令和元年12月14日

長　野 令和2年2月8日 熊　本 令和元年11月30日

新　潟 令和元年6月29日 鹿児島 令和元年8月31日

26 都道府県で開催

の
開
催
⑤
東
京
農
業
大
学
教

育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

―
―
な
ど
を
決
め
た
。

総
会
の
後
、
教
職
課
程
と

の
共
催
で
東
京
農
業
大
学
教

育
講
演
会
が
開
か
れ
、
農
林
水

産
省
生
産
局
農
業
環
境
対
策

東
京
農
大
は
令
和
元
年
11

月
29
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

百
周
年
記
念
講
堂
で
「
東
京
農

業
大
学
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
９
」
を
開
い
た
。
東
京
農

大
経
営
者
会
議
会
員
、
校
友
、

大
学
関
係
者
の
他
、
現
役
学
生

約
７
０
０
人
が
参
加
。
東
京
農

業
大
学
校
友
会
、
東
京
農
大
経

営
者
会
議
な
ど
が
後
援
し
た
。

経
営
者
大
賞
は
東
京
農
業

大
学
校
友
の
中
か
ら
、
優
れ
た

経
営
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

平
成
12
年
に
創
設
以
来
、
今
年

で
記
念
す
べ
き
20
回
を
迎
え
、

校
友
会
支
部
、
経
営
者
会
議
お

よ
び
学
科
か
ら
推
薦
さ
れ
た
多

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
状
況
や
事
例
、
こ
れ
か

ら
の
推
進
施
策
に
つ
い
て
講
演
す
る
新
本
氏

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
講
演
す
る
宮
㟢
理
事
長

経営者大賞の受賞ら

２０回迎えたフォーラム
記念講演で現役学生に期待

自
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
上
原
教
授

集
ま
っ
た
福
岡
県
支
部
教
職
員

部
会
の
会
員

（任期：令和元年11月28日から令和3年11月の総会終了時まで）

長
）、
境
谷
一
智
氏
（
有
限
会

社
豊
心
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役

社
長
）、
境
谷
稔
顕
氏
（
同
取

締
役
常
務
）、中
尾
強
志
氏
（
中

尾
醸
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
）
の
４
人
が
記
念
講
演
を

行
い
、
経
営
理
念
や
経
営
の
特

色
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
現
役

学
生
に
期
待
の
言
葉
を
贈
っ

た
。

第
22
回
東
京
農
業
大
学
教
育

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
令
和
元
年

10
月
19
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
横

井
講
堂
で
開
か
れ
た
。
東
京
農

業
大
学
教
職
課
程
と
全
国
教
職

員
部
会
連
絡
協
議
会
が
共
催
。

教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学

生
、
連
絡
協
議
会
会
員
、
大
学

教
職
員
、
校
友
会
役
員
ら
約
80

人
が
参
加
し
た
。

全
国
特
別
支
援
教
育
推
進
連

盟
の
宮
﨑
英
憲
理
事
長
が
「
農

業
と
特
別
支
援
教
育
」
に
つ
い

て
講
演
。
政
府
の
農
福
連
携
等

推
進
会
議
が
６
月
４
日
に
決
定

し
た
「
農
福
連
携
等
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
紹
介
し
た
後
、
厚

生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
文

部
科
学
省
そ
れ
ぞ
れ
の
農
福
連

携
の
取
り
組
み
を
解
説
し
た
。

東
京
農
業
大
学
教
職
・
学
術

情
報
課
程
主
任
で
森
林
総
合
科

学
科
の
上
原
巌
教
授
は
「
自
然
・

野
外
活
動
か
ら
の
特
別
支
援
教

育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し

て
、
上
原
教
授
が
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
事
例
を
紹
介
し

た
。

教
育
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

福
岡
県
支
部
教
職

員
部
会
が
懇
親
会

全国教職員
部会連絡協

校
友
や
学
生
８０
人
参
加

特
別
支
援
教
育
を
学
ぶ

若
い
力
に
期
待

総
会
と
教
育
講
演
会

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
効
果
確
認

経
営
者
大
賞
な
ど
７
人
表
彰

新
会
長
に
久
保
氏

経
営
者
会
議
が
総
会

校
友
会
福
岡
県
支
部
教
職

員
部
会
（
中
村
修
市
部
会
長
）

は
２
月
８
日
、
福
岡
市
内
の
平

和
楼
で
９
人
が
参
加
し
て
教
職

員
部
会
・
懇
親
会
を
開
い
た
。

木
部
穣
支
部
長
、
吉
原
文
明
幹

事
長
も
出
席
し
た
。

木
部
支
部
長
は
「
校
友
会

と
教
員
と
の
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
。
こ
の
会
が
農
大
Ｏ
Ｂ

の
教
員
同
士
、
公
立
、
私
立
、

科
を
越
え
情
報
交
換
な
ど
を
密

に
し
、お
互
い
の
成
果
や
課
題
、

悩
み
な
ど
を
出
せ
る
場
に
な
れ

ば
い
い
。
さ
ら
に
こ
の
輪
を
広

げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
し

た
。学

校
で
の
仕
事
の
様
子
な

ど
も
含
め
自
己
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
令
和
元
年
度
に
講
師
か
ら

教
諭
に
な
っ
た
会
員
も
い
て
、

出
席
者
か
ら
「
お
め
で
と
う
」

の
声
と
拍
手
が
沸
き
上
が
っ

た
。福

岡
県
は
他
県
に
比
べ
農

大
Ｏ
Ｂ
の
現
役
教
員
は
少
な
い

が
、
今
回
は
女
性
を
含
め
、
数

人
の
若
い
教
員
が
出
席
。
こ
の

人
た
ち
を
核
と
し
て
、
ま
だ
出

席
で
き
て
い
な
い
教
員
や
今
後

採
用
さ
れ
る
教
員
へ
の
連
絡
、

調
整
を
緻
密
に
行
い
な
が
ら
、

さ
ら
に
組
織
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。（
福
岡
県
支
部
・

木
部
穣
支
部
長
）

東
京
農
大
経
営
者
会
議
（
会

員
数
１
５
０
人
）
は
、
令
和
元

年
11
月
28
日
に
総
会
を
東
京
農

大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

き
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
、
２
年
度
の
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
を
決
め
た
。

新
田
恭
一
郎
会
長
を
は
じ

め
そ
の
他
役
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
満
場
一

致
で
新
役
員
を
選
任
し
、
新
会

長
に
久
保
富
雄
氏
（
旅
館
た
に

が
わ
会
長
）
が
就
任
し
た
。

総
会
後
の
講
演
会
は
、
東

京
農
大
の
門
間
敏
幸
名
誉
教
授

に
よ
る
「
日
本
農
業
の
未
来
を

支
え
る
次
世
代
経
営
者
の
挑

戦
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

た
。

令和2年3月18日　現在

役員等 三役会
メンバー 氏名 会社名等 県名

顧問 門間　敏幸 東京農業大学 岩手県

名誉会長

大沢　一彦 日本食研ホールディングス株式会社 愛媛県
佐藤　四郎 株式会社日比谷アメニス 東京都
鈴木　吉助 元東京ボード工業株式会社 東京都
西　太一郎 三和酒類株式会社 大分県
新田　恭一郎 株式会社ホテルサンバレー 東京都

相談役

田辺　正宣 ファームたなべ 熊本県
松倉　史夫 富士食品工業株式会社 神奈川県
福原　俊秀 株式会社アグリコ　 長野県
三上　光一 ミカミストロベリーファーム 栃木県
大泉　高明 株式会社大和生物研究所 東京都
後藤　義博　 有限会社山二園 静岡県
栁下　君子 有限会社グレース商事 埼玉県

会長 ○ 久保　富雄 株式会社旅館たにがわ 群馬県

副会長

○ 安田　修康 寿食品株式会社 神奈川県
○ 諧　　広司 株式会社ソーキ 東京都
○ 新井　健一 株式会社あらい農産 埼玉県
○ 本田　秀逸 株式会社サカタのタネ 神奈川県

監事
○ 大場　淳一 株式会社大場造園 東京都
○ 髙橋　睦 株式会社ＪＧＣ埼玉 埼玉県

理事

東口　義巳 農業生産法人 有限会社とぐちファーム 奈良県
鈴木　誠人 北関酒造株式会社 栃木県
安藤　豪敏 安藤山林緑化株式会社 北海道
中村　利行 ファームショップ中村園 東京都
髙塚　敏 株式会社地域環境計画 東京都
内田　多加夫 白百合醸造株式会社 山梨県
尾村　敦司 株式会社 菜匠 栃木県
肥土 伊知郎 株式会社ベンチャーウイスキー 埼玉県
永原　國夫 キミセ醤油株式会社 岡山県
福田　詮 福田酒造株式会社 長崎県
仲野　益美 出羽桜酒造株式会社 山形県
本間　　惇 株式会社ベスト 東京都
海野　一幸 ヴァンフォーレ甲府 山梨県
村石　愛二 鶏卵牧場 有限会社村石養鶏場 千葉県
梶谷　きよみ 有限会社梶谷農園 広島県
本　昌康 株式会社ぶどうの木 石川県
及川　智正 株式会社農業総合研究所 和歌山県
久慈　浩介 株式会社南部美人 岩手県
池上　知恵子 有限会社ココ・ファーム・ワイナリー 栃木県
川中　敬三 川中醤油株式会社 広島県
玉那覇 美佐子 瑞穂酒造株式会社 沖縄県

東京農大経営者会議役員
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大
相
撲
九
州
場
所
（
福
岡

国
際
セ
ン
タ
ー
）
初
日
の
令
和

元
年
11
月
10
日
、
農
大
出
身
力

士
の
正
代
関
と
豊
山
関
を
校
友

会
福
岡
県
支
部
（
木
部
穣
支
部

長
）
46
人
、
宮
崎
県
支
部
９
人

で
応
援
し
た
。

正
代
関
と
豊
山
関
の
取
り

組
み
に
合
わ
せ
、
木
部
支
部

長
の
リ
ー
ダ
ー
の
下
、

「
学
歌
」「
青
山
ほ
と

り
」
で
声
援
を
送
っ

た
。九

州
場
所
で
正
代

関
は
11
勝
４
敗
で
敢

闘
賞
、
豊
山
は
８
勝

７
敗
で
勝
ち
越
し
。

場
所
前
の
同
４
日

に
は
岩
崎
神
社
（
福

岡
県
志
免
町
）
の
時

津
風
部
屋
宿
舎
を
訪

問
、
農
大
相
撲
部
出

身
の
時
津
風
親
方
を

は
じ
め
間
垣
親
方
、

正
代
関
、
豊
山
関
、

謙
豊
、
時
栄
を
激
励

し
た
。（
福
岡
県
支
部
・

木
部
支
部
長
）

（
校
友
会
館
）
で
、「
第
36
回
東

京
農
業
大
学
農
友
会
激
励
懇
親

会
」
を
開
い

た
。
令
和
元

年
の
農
友
会

の
活
躍
を
た

た
え
、
２
年

も
さ
ら
に
健

闘
し
て
も
ら

う
た
め
、
体

支
部
だ
よ
り
sh
i b
u

d a
y o
r i東京

農大

京都府
支　部

社交ダンス研究部の大瀬主将

追
悼
法
要
が
営
ま
れ
た
。

１
９
５
７
年
に
坂
口
陞
氏

（
昭
31
林
）、
常
光
憲
之
氏
（
昭

32
農
）、
木
村
弘
三
氏
（
昭
32

短
農
）
が
農
大
生
の
第
１
回
ト

メ
ア
ス
ー
移
住
者
と
し
て
入
植

し
、
そ
の
後
40
人
を
超
え
る
卒

業
生
が
続
い
た
。
昨
年
９
月
に

は
「
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
90

周
年
祭
」
が
、
ト
メ
ア
ス
ー
で

行
わ
れ
た
。

日
本
人
の
ア
マ
ゾ
ン
移
住

の
拠
点
と
な
っ
た
ト
メ
ア
ス
ー

は
、
農
大
と
の
関
わ
り
が
深
い

地
だ
。農
大
の
戦
後
の
苦
境
期
、

55
年
に
千
葉
三
郎
代
議
士
が
第

４
代
学
長
に
就
任
、
３
カ
年
計

画
を
発
表
し
、
学
内
の
整
備
を

次
々
進
め
て
い
っ
た
。
同
年
、

千
葉
学
長
は
杉
野
忠
夫
先
生
を

学
科
長
に
招
き
、
農
業
拓
殖
学

科
を
新
設
し
た
。

杉
野
先
生
、
坂
口
陞
校
友
の
お

墓
が
あ
る
。私
た
ち
は
墓
参
し
、

ト
メ
ア
ス
ー
を
後
に
し
た
。（
ブ

ラ
ジ
ル
支
部
北
伯
分
会
・
佐
藤

卓
司
会
長
）

〈
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ

ラ
ジ
ル
支
部
参
照
〉

１
月
24
、
25
日
、
ベ
レ
ン

市
か
ら
２
２
０
㌔
離
れ
た
ト
メ

ア
ス
ー
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
の

北
伯
分
会
の
校
友
21
人
中
12
人

が
集
ま
り
、
十
字
路
区
で
物
故

校
友
23
人
の
追
悼
法
要
と
総

会
、
親
睦
会
を
開
い
た
。

パ
カ
ラ
イ
マ
（
ロ
ー
ラ
イ
マ

州
）
の
外
舘
雅
弘
さ
ん
（
昭
62

拓
）
は
２
５
０
０
㌔
離
れ
た
遠

隔
地
か
ら
、
マ
ナ
ウ
ス
（
ア
マ

ゾ
ナ
ス
州
）
の
中
村
弥
寿
平
さ

ん
（
昭
36
拓
）
と
神
庭
正
明
さ

ん
（
昭
55
拓
）
は
１
５
０
０
㌔

の
遠
路
を
押
し
て
の
参
加
だ
。

ト
メ
ア
ス
ー
西
本
願
寺
で

千
葉
先
生
は
29
年
、
ト
メ

ア
ス
ー
に
移
住
地
が
開
設
さ
れ

て
間
も
な
く
、
南
米
拓
殖
株
式

会
社
の
副
社
長
と
し
て
、
ご
夫

妻
で
８
カ
月
間
駐
在
し
、
現
地

で
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
た
。

そ
の
縁
で
、
杉
野
先
生
の
卒
業

生
の
移
住
受
け
入
れ
要
請
に
対

は
、
同
地
の
主
立
っ
た
方
々
も

出
席
さ
れ
、
鈴
木
導
師
に
よ
る

し
、
当
時
の
ト
メ
ア
ス
ー
農
協

の
理
事
た
ち
は
、
千
葉
三
郎
が

学
長
を
し
て
い
る
農
大
の
卒
業

生
な
ら
と
、
移
住
を
引
き
受
け

て
く
れ
た
。

同
地
の
墓
地
に
は
、
開
拓

先
没
者
や
開
拓
功
労
者
の
お
墓

が
並
び
、そ
の
中
に
千
葉
先
生
、

市
動
物
園
を
見
学
し
、
茶
話
会

を
行
っ
た
。

京
都
市
動
物
園
は
農
大
の

卒
業
生
、
片
山
博
昭
さ
ん
（
昭

57
造
）
が
園
長
を
務
め
て
お
ら

れ
、
特
別
に
園
長
か
ら
動
物
園

の
歴
史
、
人
気
の
動
物
た
ち
の

紹
介
、
動
物
た
ち
が
置
か
れ
て

い
る
環
境
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
愛
情
込
も

る
素
敵
な
お
話
に
、
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
も
耳
を
澄
ま
せ
、
聞

き
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

支部名 日程
出席者 参加者

数 場所 講演等
校友会 大学

山　梨 11月8日
（金）

小桧山善継
常任理事

応用生物科学部長・
本間和宏教授 34 甲府市 ー

岩　手 11月9日
（土）

蓑茂壽太郎
常任理事

醸造科学科・
穂坂賢教授 27 盛岡市 ー

福　井 11月9日
（土）

石原憲一郎
理事

農学科長・
馬場正教授 40 福井市

「農作物を“育てる”か
ら“育てて届ける”へ」
馬場教授

石　川 11月10日
（日）

小野甲二
副会長

入試センター・
高柳和直センター長 70 金沢市 ー

大　阪 11月16日
（土）

吉田廣文
常任理事 ー 39 大阪市 ー

静　岡 11月24 日
（日）

小野甲二
副会長

森林総合科学科・
江口文陽教授 129 浜松市「きのこを科学する」

江口教授

北海道 1月25日
（土）萬歳章会長 生物産業学部長・

吉田穂積教授 72 札幌市 ー

群　馬 2月16日
（日）萬歳章会長 国際農業開発学科・

中曽根勝重準教授 96 前橋市「チョコレートの真実」
中曽根准教授

宮　崎 2月29日
（土）（新型コロナウイルスの影響で欠席） 36 宮崎市 ー

支部総会開催一覧（令和元年10月～２年３月）

育
・
文
化
団
体
の
部
長
や
監
督
、

主
将
ら
を
招
待
、
36
団
体
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス
の
代
表
も
参
加
し

た
。ア

ジ
ア
大
会
、全
日
本
選
手

権
、
全
日
本
学
生
選
手
権
、
関

東
選
手
権
な
ど
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
13
団
体
と
個
人
・
ペ

ア
17
人
を
表
彰
、
校
友
会
の
萬

校
友
会
は
１
月
24
日
、
グ

リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル

歳
章
会
長
が
表
彰
状
と
褒
賞
を

授
与
し
た
。

萬
歳
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
皆
さ
ん
の
活
躍
そ
の
も
の
が
農

大
の
名
声
を
高
め
て
お
り
、
校

友
会
の
会
員
は
テ
レ
ビ
・
新
聞

で
農
大
生
の
活
躍
を
見
る
た
び

に
誇
り
に
感
じ
て
い
る
。
今
年

は
さ
ら
に
い
い
成
績
と
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
。
農
友
会
会
長
相
談
役

の
新
部
昭
夫
副
学
長
は
「
校
友

会
に
は
陰
に
な
り
日
な
た
に
な

り
激
励
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
農
大

こ
こ
に
あ
り
と
の
意
気
込
み
で
、

今
年
も
頑
張
ろ
う
」
と
学
生
ら

の
活
躍
を
期
待
し
た
。

決
意
表
明
で
陸
上
競
技
部

男
子
の
櫻
井
亮
也
主
将（
経
３
）

は
、「
今
年
こ
そ
は
小
指
監
督

と
と
も
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
、
７
年
ぶ
り
の
箱
根
駅
伝
の

本
戦
出
場
を
勝
ち
取
る
」
と
力

強
く
決
意
を
披
露
。
社
交
ダ
ン

ス
研
究
部
の
大
瀬
遼
太
朗
主
将

（
創
成
３
）
は
「
今
年
の
目
標

は
団
体
優
勝
。
部
員
一
人
一
人

が
課
題
に
取
り
組
み
達
成
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
全
学
応
援
団
の

横
関
宏
哉
団
長（
醸
３
）の
リ
ー

ダ
ー
で
学
歌
を
斉
唱
し
た
。

京
都
府
支
部
の
女
性
部
会

（
加
藤
凡
子
部
会
長
、
昭
41
造
）

と
青
年
部
会
（
矢
野
正
貴
部
会

長
、
平
７
造
）
は
令
和
元
年
10

月
27
日
、
会
員
の
交
流
会
を
開

い
た
。
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
会

員
と
家
族
計
52
人
が
参
加
し

た
。
う
ち
３
人
は
、
京
都
市
動

物
園
入
り
口
で
農
大
の
旗
を
見

て
声
を
掛
け
て
く
れ
た
卒
業
生

女
性
部
会
と
青
年
部
会
共
催

動
物
園
見
学
し
茶
話
会

13
団
体
17
個
人
を
表
彰

農
友
会
を

激

励

ブラジル支部北伯分会が総会

先
輩
し
の
び

追
悼
法
要
も

農
友
会
激
励
懇
親
会
に
各
部
の
代
表

約
１
２
０
人
が
参
加

ト
メ
ア
ス
ー
と
農
大

ト
メ
ア
ス
ー
に
集
っ
た
北
伯
分
会

の
校
友
ら

女
性
部
会
と
青
年
部
会
が
共
催

で
開
催
し
た
交
流
会

トメアスーに集合

家
族
。

交
流
会
は
女
性
部
会
と
、
発

足
し
て
初
の
企
画
と
な
る
青
年

部
会
が
共
催
。
多
く
の
会
員
が

参
加
し
や
す
く
、
家
族
も
一
緒

に
参
加
い
た
だ
こ
う
と
、
京
都

陸上競技部男子の櫻井主将

内
い
た
だ
く
方
の
声
に
反
応
す

る
の
か
、
な
ん
と
な
く
動
物
た

ち
が
寄
っ
て
き
た
り
と
、
一
味

違
っ
た
も
の
と
な
り
、
参
加
者

全
員
大
満
足
の
一
日
だ
っ
た
。

動
物
園
見
学
後
の
茶
話
会
。

お
店
の
方
か
ら
「
年
齢
層
も
幅

広
い
の
に
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽

し
そ
う
。
ど
う
い
う
お
集
ま
り

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
く
ら

い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
農

大
で
し
か
経
験
で
き
な
い
学
生

生
活
を
い
か
に
楽
し
ん
だ
か
、

そ
し
て
ど
の
世
代
に
も
共
通
す

る
農
大
な
ら
で
は
の
空
気
感
を

共
有
で
き
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
。

次
回
も
多
く
の
会
員
に
参

加
い
た
だ
け
る
企
画
を
検
討
し

た
い
。（
女
性
部
会
・
井
上
酉

子
副
部
会
長
、
昭
55
醸
）

園
内
の
見
学
で
は
、
日
頃

知
る
こ
と
の
な
い
動
物
た
ち
の

様
子
を
う
か
が
え
た
り
、
ご
案

正
代
関
と
豊

山
関
を
応
援

福
岡
県
・
宮
崎
県
支
部

木部支部長のリーダーの下、正代関を応援する福岡県、宮崎県両支部
の校友ら

令和元年度 支部女性部会開催一覧
支部 開催日

群　馬 令和元年８月３～４日
東　京 平成31年４月20日
神奈川 平成31年４月13日
長　野 令和元年９月８日
静　岡 令和２年２月22日
三　重 令和２年１月26日

京　都 令和元年９月28日 
令和元年10月27日

福　岡 令和２年１月25日

宮　崎 令和元年７月13日 
令和２年２月21日
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校
友
会
情
報

　

校
友
会
で
は
卒
業
生
名
簿

（
原
簿
）
の

整
備
を
進
め

て
い
ま
す

が
、
勤
務
先

の
異
動
・
変

更
な
ど
で
、

多
く
の
会
員

が
住
所
不
明

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

住
所
変
更

や
改
姓
を
さ

れ
た
会
員

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご

連
絡
願
い
ま
す
。

　

①
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
に
新
し
く
「
会
員
名

簿
変
更
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
も
入
力
で
き
ま
す
。

　

②
校
友
会
Ｈ
Ｐ
の
「
会
員
名

簿
変
更
届
」
に
ご
記
入
い
た
だ

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　

都
道
府
県
支
部
で
は
毎
年
、

支
部
総
会
や
教
職
員
部
会
、
女

性
部
会
な
ど
、
多
く
の
職
域
部

会
・
分
会
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
母
校
の
発
展
・
変
貌
し
て

い
る
姿
や
運
動
部
の
活
躍
な

ど
、
農
大
の
近
況
を
知
る
機
会

で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
会
合
に

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

校
友
会
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
最
新

の
校
友
会
本
部
の
会
議
の
予

定
や
内
容
の
他
、
都
道
府
県
各

支
部
の
役
員
、
支
部
会
則
、
支

部
総
会
の
開
催
予
定
や
内
容
、

年
度
計
画
、
活
動
報
告
な
ど
、

各
種
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

支
部
別
の

ペ
ー
ジ
を

設
け
て
い
ま

す
の
で
、
支

部
総
会
、
教

職
員
部
会
な

ど
の
職
域
分

会
、
同
期
会

の
開
催
案
内

に
も
活
用
で

き
ま
す
。
掲

載
を
希
望
さ

れ
る
場
合

は
、
本
部
に

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

各
支
部
か
ら
情
報
が
届
き

次
第
、
随
時
、
支
部
の
ペ
ー
ジ

を
更
新
し
ま
す
。
支
部
活
動
の

情
報
提
供
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
の
紙
面

は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
閲
覧
で
き
ま
す
（
上
記
で
検

索
）。

　

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）
は
大
学

敷
地
の
西
端
に
あ
り
、
学
生
寮

に
隣
接
す
る
緑
豊
か
な
閑
静

な
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

会
館
内
に
は
、
安
価
で
ご
利

用
で
き
る
休
養
室
（
洋
室
ツ
イ

ン
２
室
、
和
室
15
畳
２
室
）
や

会
議
室
（
大
・
中
）、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　

校
友
の
憩
い
の
場
と
し
て

卒
業
生
、
現
役
生
、
学
生
ご
父

母
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
校
友
の
ご
紹
介
が
あ

れ
ば
、
一
般
の
方
々
も
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

　

予
約
は
６
カ
月
前
の
月
初

め
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
ご
希
望
の
方

は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

な
ど
で
校
友
会
本
部
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
３
（
３
４
２
９
）
１
９
８
３

支
部
総
会
・
教
職
員
部

会
な
ど
に
ご
参
加
を

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）

の
ご
利
用
案
内

      03-3427-2271
　　ko3883@nodai.ac.jp

https://www.nodai-koyukai.jp

FAX
E-mail

住
所
変
更
な
ど

の
ご
連
絡

▼
本
間
　
　
惇
氏
（
昭
42
工
）

東
京
都
支
部
幹
事
長 

平

成
19
年
～
25
年
、
同
支
部

長 

25
年
～
31
年
（
通
算
12

年
）

▼
小
野
　
修
一
氏
（
昭
41
造
）

山
梨
県
支
部
長 

平
成
20

東
京
農
業
大
学
校
友
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
支
部
長
・

幹
事
長
を
通
算
10
年
以
上
勤
め
、
校
友
会
活
動
に
顕
著
な
功

績
を
残
さ
れ
た
次
の
３
人
を
校
友
会
功
労
者
と
し
て
表
彰
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

感
謝
状
は
令
和
２
年
度
の
支
部
総
会
で
伝
達
。

校
友
会
功
労
表
彰
者

—

退
任
支
部
長
・
幹
事
長

—

年
～
令
和
元
年
ま
で
（
通

算
11
年
）

▼
武
井
　
清
秀
氏
（
昭
46
工
）

愛
媛
県
支
部
幹
事
長 

平

成
17
年
～
27
年
、
同
支
部

長 

27
年
～
令
和
元
年
（
通

算
14
年
）

慶

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
次

の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
中
綬
章

京
都
府
支
部

　
林
田
　
　
洋
氏
（
昭
46
農
）

▼
旭
日
小
綬
章

埼
玉
県
支
部

　
平
沼
　
一
幸
氏
（
昭
46
林
）

東
京
都
支
部

　
高
橋
　
信
茂
氏
（
昭
45
経
）

▼
瑞
宝
小
授
章

群
馬
県
支
部

　
松
本
兼
太
郎
氏
（
昭
41
経
）

兵
庫
県
支
部

　
石
原
憲
一
郎
氏
（
昭
45
造
）

新
潟
県
支
部

　
大
瀧
　
則
雄
氏
（
昭
47
農
）

▼
従
五
位
・
瑞
宝
小
授
章

新
潟
県
支
部

　
福
間
　
哲
郎
氏
（
昭
42
農
）

▼
旭
日
双
光
章

群
馬
県
支
部

　
櫻
井
　
芳
樹
氏
（
昭
45
短
醸
）

埼
玉
県
支
部

　
川
鍋
　
秀
雄
氏
（
昭
45
短
農
）

東
京
都
支
部

　
中
村
　
一
雄
氏
（
昭
37
造
）

▼
瑞
宝
双
光
章

群
馬
県
支
部

　
大
木
　
伸
一
氏
（
昭
44
林
）

神
奈
川
県
支
部

　
藤
平
　
保
之
氏
（
昭
43
造
）

三
重
県
支
部

　
桐
生
　
定
巳
氏
（
昭
38
林
）

▼
瑞
宝
単
光
章

茨
城
県
支
部

　
小
堀
　
賢
一
氏
（
昭
55
畜
）

岡
山
県
支
部

　
西
山
　
寿
男
氏
（
昭
36
醸
）

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

▼
町
長

青
森
県
支
部
・
六
戸
町

　

１
月
19
日　

８
期
目

　
吉
田
　
　
豊
氏
（
昭
47
林
）

会
員
の

動
静

本
書
で
は
①
微
生
物
・
菌
一
般

②
酒
類
③
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
他
④
食

酢
・
納
豆
⑤
環
境
浄
化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
ほ
か
の
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

分
け
て
、
合
計
50
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
に
対
し
て
、
醸
造
科
学
科
教
員
が

科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い
て
分
か
り

や
す
く
答
え
て
い
る
。

微
生
物
に
関
す
る
基
本
的
な
こ

と
、
醸
造
・
発
酵
に
関
す
る
基
礎
お

よ
び
醸
造
技
術
、
酒
類
、
み
そ
、
し
ょ

う
ゆ
と
い
っ
た
醸
造
物
の
多
様
性
、

香
り
、
お
い
し
さ
、
物
性
（
泡
・
ね

ば
ね
ば
）
に
関
す
る
こ
と
、
環
境
分

野
に
お
け
る
「
発
酵
」
ま
で
、
興
味

深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
に
よ
り
、
醸
造
・
発
酵
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
、
食
生
活

が
一
層
豊
か
な
も
の
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

本
体
価
格
１
６
０
０
円
。
成
山
堂

書
店
刊
。

（
醸
造
科
学
科
・
藤
本
尚
志
教
授
）

大
学
で
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

や
科
学
史
な
ど
を
教
え
る
両
著
者
に

は
「
悩
み
」
が
あ
っ
た
。
全
国
紙
の

科
学
記
者
と
い
う
前
歴
の
二
人
は
、

講
義
で
も
ビ
ビ
ッ
ド
な
テ
ー
マ
（
た

と
え
ば
地
球
温
暖
化
問
題
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
、
福

島
原
発
事
故
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
よ
う
な
感
染
症
な
ど
）
を
選
ん

で
話
す
こ
と
が
多
い
が
、「
ど
ん
な

に
早
口
で
講
義
し
た
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ス
の
背
景
、
重
要
な
隣
接
領
域
の
内

容
ま
で
授
業
内
で
は
伝
え
切
れ
な
い

よ
」
―
―
こ
ん
な
〈
も
ど
か
し
さ
〉

が
常
に
あ
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
構
想
さ
れ
た
教
科
書
が
こ

の
１
冊
。
素
粒
子
物
理
、
ゲ
ノ
ム
編

集
、
人
工
知
能
と
い
っ
た
最
先
端
の

分
野
か
ら
、人
類
史
、
地
球
誌
、
文
明

論
ま
で
、
科
学
ニ
ュ
ー
ス
の
理
解
に

欠
か
せ
な
い
要
点
が
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
幅
広
い
科
学

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
た
い
と
い

う
学
生
や
、
科
学
ニ
ュ
ー
ス
の
背
景

を
深
く
知
り
た
い
と
い
う
社
会
人
に

も
役
立
つ
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

北
村
は
元
東
京
農
大
教
授
、
柴
田

は
東
京
農
大
教
授
。
本
体
価
格
２
６

０
０
円
。
東
京
農
大
出
版
会
刊
。

（
応
用
生
物
科
学
部
・
柴
田
文
隆
教
授
）

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
食
卓
を
見

回
す
と
、
み
そ
汁
、
刺
し
身
、
煮
物
、

酢
の
物
の
よ
う
に
み
そ
、し
ょ
う
ゆ
、

酢
と
い
っ
た
発
酵
調

味
料
が
使
用
さ
れ
て

い
る
料
理
や
、
納
豆

や
漬
物
と
い
っ
た
発

酵
食
品
が
並
ん
で
い

る
と
思
う
。
醸
造
・

発
酵
技
術
は
古
く
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
だ
が
、
そ
の

技
術
に
お
い
て
微
生

物
の
生
命
現
象
が
大

き
く
関
わ
る
。

食
卓
の
科
学
で

豊
か
な
食
生
活

科
学
ニ
ュ
ー
ス

背
景
掘
り
下
げ

発
酵
・
醸
造
の
疑
問
50

東
京
農
業
大
学
応
用
生
物
科
学
部
醸
造
科
学
科
　
編

科
学
技
術 

メ
デ
ィ
ア 

社
会

　
―
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
入
門
―

北
村
行
孝
・
柴
田
文
隆 

著

▼
新
支
部
長

次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
支
部

　

令
和
元
年
11
月
就
任

　

運
萬
　
　
勇
氏
（
昭
50
林
）

山
梨
県
支
部
　
11
月
就
任

　

海
野
　
一
幸
氏
（
昭
43
農
）

弔

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。（
令
和
元
年
10
月

以
降
に
支
部
な
ど
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
方
の
み
記
載
）

塚
野
　
修
三
氏
（
昭
31
醸
）

　

新
潟
県
支
部

　

平
成
30
年
２
月
４
日

山
井
　
芳
樹
氏
（
昭
47
栄
）

　

新
潟
県
支
部　

　

平
成
31
年
３
月
25
日

品
川
　
義
雄
氏
（
昭
26
専
村
経
）

　

埼
玉
県
支
部

　

令
和
元
年
９
月
11
日

福
間
　
哲
郎
氏
（
昭
42
農
）

　

新
潟
県
支
部　

10
月
22
日

吉
岡
　
英
壽
氏
（
昭
25
専
畜
）

　

長
野
県
支
部　

11
月
８
日

中
野
　
開
一
氏
（
昭
40
短
醸
）

　

岡
山
県
支
部　

11
月
27
日

市
橋
　
　
保
氏
（
昭
31
工
）

　

新
潟
県
支
部　

11
月	

菅
原
　
　
泉
氏
（
昭
52
林
）

　

東
京
都
支
部　

12
月
７
日

福
島
　
正
夫
氏
（
昭
35
農
）

　

群
馬
県
支
部　

12
月
22
日

田
丸
　
雄
二
氏
（
昭
43
造
）

　

福
岡
県
支
部　

12
月
26
日

山
口
　
凱
史
氏
（
昭
25
専
村
経
）

　

千
葉
県
支
部　

12
月
29
日

蛭
田
　
　
功
氏
（
昭
38
経
）

　

神
奈
川
県
支
部

　

令
和
２
年
１
月
１
日

高
橋
　
清
行
氏
（
昭
32
農
）

　

神
奈
川
県
支
部　

１
月
２
日

栗
原
　
　
清
氏
（
昭
34
農
）

　

群
馬
県
支
部　

１
月
７
日

小
寺
　
治
雄
氏
（
昭
33
醸
）

　

岡
山
県
支
部　

１
月
20
日

山
口
　
尊
将
氏
（
昭
36
醸
）

　

宮
崎
県
支
部　

１
月
31
日

廣
瀬
　
　
修
氏
（
昭
25
専
緑
）

　

長
野
県
支
部　

２
月
１
日

植
松
　
　
齋
氏
（
昭
46
院
農
修
）

　

静
岡
県
支
部　

２
月
３
日

大
谷
　
　
捷
氏
（
昭
39
工
）

　

東
京
都
支
部　

２
月
11
日

斎
藤
　
敏
男
氏
（
昭
38
農
）

　

新
潟
県
支
部　

３
月
21
日

小
林
　
　
洋
氏
（
昭
39
造
）

　

山
梨
県
支
部　

３
月
29
日

森
本
　
國
昭
氏
（
昭
36
経
）

　

東
京
都
支
部　

４
月
１
日

雪
村
　
　
侑
氏
（
昭
30
工
）

　

広
島
県
支
部　

４
月
５
日

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

校
友
会
ニ
ュ
ー
ス
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

東京農業大学
校友会ニュース

検索
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ミドル級３位の宇佐美正パトリック選手㊨

ゴ
ー
ル
に
向
か
う
主
将
の
櫻
井

選
手

小
指
監
督
と
応
援
に
駆
け
付

け
た
校
友
会
広
島
県
支
部
の

校
友
ら

令和元年度農友会表彰式受賞者一覧
表彰部 氏名（学科 ･ 学年）

文
化
団
体
連
合
会

農友会会長賞
団体の部 マンドリン部
個人の部 書道部 阿嘉　玖仁夫 （微生物３）

農友会賞

団体の部
社交ダンス研究部
混声合唱部

個人の部

講演部 平　　藍衣 （経１）
社交ダンス
研究部 ペア

雲林院　正喜 （醸４）
山崎　瑠菜 （栄４）

将棋部 伊藤　一樹 （畜４）

体
育
団
体
連
合
会

南賞 個人の部 ボクシング部 韓　　亮昊 （ビジネス４）

農友会功労賞 個人の部

相撲部 佐藤　隆史 （工４）
馬術部 鵜飼　勇希 （造４）
陸上競技部 棟久　由貴 （健康４）
ホッケー部 森田　陽介 （造４）
ボクシング部 韓　　亮昊 （ビジネス４）
ボディビル・ 
パワーリフティング部

大石　航平 （化４）
岡野　太郎 （経４）

農友会会長賞 個人の部

ボクシング部

田中　利知 （経３）
照井　湧真 （創成２）
小川　　翼 （工１）
宇佐美 正 パトリック（ビジネス１）

自動車部 林　　夏生 （経４）
レスリング部 杉山　絢海 （ビジネス２）
ボディビル・パワー
リフティング部

岡野　太郎 （経４）
寺山　陽葵 （生命３）

農友会賞

団体の部

馬術部
山岳部
ホッケー部
ボクシング部
弓道部
ボディビル ･ パワーリフティング部

個人の部

陸上競技部
川田　裕也 （経４）
山口　　武 （経３）

山岳部
丸山　瑞貴 （醸２）
橋本　　哲 （創成１）

ホッケー部
森田　陽介 （造４）
入谷　真由 （造３）

弓道部 松本　　萌 （醸１）

ボディビル・パワー
リフティング部

大石　航平 （化４）
寺山　陽葵 （生命３）
六車　　淳 （森３）
吉澤　知宏 （森３）
長洞　碩考 （造２）
飯塚　栄喜 （造１）

ラクロス部
佐藤　弘菜 （醸４）
高橋　　望 （開４）
塚原　あずさ （健康２）

農友会新人賞

山岳部 橋本　　哲 （創成１）

ボクシング部
小川　　翼 （工１）
宇佐美 正 パトリック（ビジネス１）

弓道部 松本　　萌 （醸１）
ボディビル・パワー
リフティング部 飯塚　栄喜 （造１）

ラクロス部 塚原　あずさ （健康２）

そ
の
他

農友会施設使用 
優秀団体賞 団体の部

邦楽部
ホッケー部

農友会特別賞 全学応援団チアリーダー部

大
陸
上
競
技
部
か
ら
山
口
武
ら

九
州
出
身
の
７
人
が
出
場
。
山

口
は
招
待
選
手
の
川
内
優
輝
や

神
野
大
地
ら
実
業
団
選
手
と
互

角
の
走
り
で
、
９
位
と
健
闘
し

た
。校

友
会
佐
賀
県
支
部
（
古

川
繁
樹
支
部
長
）
校
友
、
福
岡

県
支
部
の
甲
斐
千
登
志
副
支
部

長
ら
や
選
手
の
保
護
者
が
駆
け

付
け
、
の
ぼ
り
旗
を
立
て
、
沿

道
か
ら
声
援
を
送
っ
た
。

他
の
出
場
選
手
は
徳
永
翔

三
（
工
３
）
福
脇
昭
也
（
経
３
）

繁
村
和
希
（
経
２
）
田
中
基
秀

（
経
１
）
野
嶋
大
佑
（
開
１
）。

奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

第
18
回
大
会
が
１
月
26
日
、

埼
玉
県
飯
能
市
内
発
着
の
６
区

間
38
・
８
㌔
で
行
わ
れ
、
農
大

陸
上
競
技
部
男
子
が
一
般
の
部

（
実
業
団
、大
学
な
ど
）に
出
場
。

大
会
新
記
録
で
総
合
６
位
入
賞

し
た
。
小
指
徹
監
督
は
「
昨
年

の
箱
根
予
選
以
降
、
記
録
会
な

ど
で
多
く
の
選
手
が
自
己
記
録

を
更
新
す
る
な
ど
、
着
実
に
力

を
付
け
て
き
た
」
と
箱
根
へ
の

期
待
を
語
っ
た
。

校
友
会
埼
玉
県
支
部
の
水

澤
幹
事
長
や
農
大
陸
上
競
技
部

の
Ｏ
Ｂ
も
応
援
に
駆
け
付
け

た
。こ

の
大
会
に
は
１
月
の
全

日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
（
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
）
に

も
出
場
し
た
コ
モ
デ
ィ
イ
イ
ダ

や
警
視
庁
の
他
、
日
体
大
な
ど

が
出
場
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
通
り
。

１
区
＝
工
藤
颯
（
経
３
）

２
区
＝
北
田
大
起
（
ビ
ジ
ネ
ス

１
）
３
区
＝
山
田
雄
喜
（
ビ
ジ

ネ
ス
１
）４
区
＝
盛
田
和
輝（
経

２
）
５
区
＝
小
山
日
楓
（
食
農

３
）
６
区
＝
櫻
井
亮
也
（
経
３
）

金
栗
記
念
熊
日
30
㌔
ロ
ー
ド

レ
ー
ス

２
０
２
０
年
大
会
は
２
月

16
日
、
熊
本
市
の
中
心
部
を
発

着
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
農

大
陸
上
競
技
部
の
川
田
裕
也
が

出
場
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
途

中
棄
権
と
な
っ
た
。風
雨
の
中
、

校
友
会
熊
本
県
支
部
（
阿
曽
田

清
支
部
長
）
の
校
友
ら
が
10
㌔

地
点
に
応
援
に
駆
け
付
け
、
農

大
の
ぼ
り
旗
を
立
て
声
援
を

送
っ
た
。

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
（
11
月
３
日
）

第
51
回
大
会
は
令
和
元
年

11
月
３
日
、
熱
田
神
宮
（
名
古

屋
市
）
か
ら
伊
勢
神
宮
（
三
重

県
伊
勢
市
）
ま
で
の
８
区
間
１

０
６
・
８
㌔
に
25
校
と
日
本
学

連
選
抜
、
東
海
学
連
選
抜
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

川
田
裕
也
（
経
４
）
が
日
本

学
連
選
抜
に
選
ば
れ
８
区
を
力

走
。
17
位
で
た
す
き
を
受
け
た

が
、
区
間
10
位
の
走
り
で
順
位

を
上
げ
15
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

唐
津
10
マ
イ
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会第

60
回
大
会
が
2
月
９
日
、

佐
賀
県
唐
津
市
で
行
わ
れ
、
農

農
大
Ｏ
Ｂ
の
活
躍

小
川
準
優
勝
、パ
ト
リ
ッ
ク
３
位

Ｏ
Ｂ
成
松
Ｖ
９
、森
坂
３
位

見
せ
た
。　

山
口
が
出
場
し
た
２
区
の

地
元
、校
友
会
神
奈
川
県
支
部
・

横
浜
北
支
部
は
２
日
、
加
藤
恒

雄
神
奈
川
県
支
部
長
を
は
じ
め

校
友
と
家
族
10
数
人
が
横
浜
市

生
麦
で
、
東
京
農
業
大
学
の
の

ぼ
り
を
立
て
、
沿
道
か
ら
山
口

に
声
援
を
送
っ
た
。

ま
た
、
戸
塚
中
継
所
３
㌔

手
前
で
は
、西
湘
常
磐
松
会（
小

田
原
市
他
）
の
校
友
も
駆
け
付

け
、
山
口
の
力
強
い
走
り
が
来

年
の
出
場
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

を
念
じ
応
援
し
た
。

体
育
団
体

第
89
回
全
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
選

手
権
大
会
（
11
月
20
～
24
日
、

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
・
阿
久
根

総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館
）

学
生
９
人
と
卒
業
生
２
人
が

出
場
。
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
の
小

川
翼
（
工
１
）
が
準
優
勝
、
ミ

ド
ル
級
の
宇
佐
美
正
パ
ト
リ
ッ

ク
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）
が

３
位
。

他
の
出
場
者
は
以
下

の
通
り
。

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
＝

田
中
利
和
（
経
３
）、
フ

ラ
イ
級
＝
片
岡
亜
沙
人

（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）、
バ
ン

タ
ム
級
＝
韓
亮
昊
（
ビ

ジ
ネ
ス
４
）、
ラ
イ
ト

級
＝
堤
龍
之
介
（
ビ
ジ

ネ
ス
１
）、
ウ
ェ
ル
タ
ー

級
＝
増
田
遥
平
（
工

２
）、
ラ
イ
ト
ヘ
ビ
ー

級
＝
照
井
湧
真
（
創
成
２
）
時

吉
樹
（
ビ
ジ
ネ
ス
１
）

卒
業
生
で
は
、
リ
オ
五
輪

に
も
出
場
し
た
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル

タ
ー
級
の
成
松
大
介
（
平
24
経
、

自
衛
隊
体
育
学
校
）
が
大
会
９

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
バ

ン
タ
ム
級
に
出
場
し
た
森
坂
嵐

（
平
31
ビ
ジ
ネ
ス
、
東
京
農
業
大

学
）
は
３
位
。

ボ
ク
シ
ン
グ
部

２
区
を
力
走
す
る
山
口
選
手
（
１
月
２
日
、
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
付
近
、
内
田

実
氏
撮
影
）

学連チーム
２区に出場

山
口
武

第
96
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学

駅
伝
競
走
大
会
（
箱
根
駅
伝
）

　

１
月
２
、
３
日
、
東
京
・
大

手
町
か
ら
箱
根
・
芦
ノ
湖
ま
で

の
往
路
５
区
間
（
１
０
７
・
５

㌔
）、
復
路
５
区
間
（
１
０
９
・

６
㌔
）
の
合
計
10
区
間
（
２
１

７
・
１
㌔
）
に
20
校
と
関
東
学

生
連
合
（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

農
大
は
昨
年
の
予
選
会
で

16
位
と
な
り
、
今
年
も
本
戦
出

場
を
逃
し
た
が
、
同
予
選
会
出

場
５
０
６
人
中
17
位
の
山
口

武
（
経
３
）
が
関
東
学
生
連
合

チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
た
。
山

口
は
、
各
校
の
エ
ー
ス
が
集
う

花
の
２
区
（
鶴
見
―
戸
塚
間
、

23
・
１
㌔
）
に
出
場
し
健
闘
を

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

日
立
物
流
）
が
千
葉
県
代
表
で

出
場
し
た
。

小
山
選
手
は
３
区
を
力
走
、

埼
玉
県
の
３
位
に
貢
献
し
た
。

浅
岡
選
手
は
７
区
で
千
葉
県
の

順
位
を
二
つ
上
げ
10
位
と
す
る

健
闘
を
見
せ
た
。

校
友
会
広
島
県
支
部
（
竹

重
博
樹
支
部
長
）
の
校
友
も
応

援
に
駆
け
付
け
、
Ｏ
Ｂ
の
両
選

手
や
出
場
し
た
農
大
二
高
の
選

手
ら
に
声
援
を
送
っ
た
。

天
皇
盃
第
25
回
全
国
都
道
府
県

対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会
（
１

月
19
日
）

広
島
・
平
和
記
念
公
園
前

を
発
着
点
と
す
る
７
区
間
（
48

㌔
）
で
争
わ
れ
、
農
大
陸
上
競

技
部
Ｏ
Ｂ
の
小
山
直
城
（
平
31

醸
、
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
）
が
埼
玉
県

代
表
で
、浅
岡
満
憲
（
平
27
開
、

佐賀県支部の校友らが沿道から声援を送った

選手、小指監督らと声援を送った佐賀県・福岡県
両支部の校友

箱
根
駅
伝

風雨の中、農大陸上競技部を応援しよ
うと集結した熊本県支部の校友

日
本
学
連
選
抜

８
区
で
力
走

川
田
裕
也
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２区で静岡県支部校友の声援を受け力走する池田選手

過酷な上りが続
いた７区を駆け
上がり、ゴールに
向かう大澤選手
（手前）

１
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
北
川
選
手

出場選手と三多摩分会の校友（前列）

出
場
選
手
（
中
央
）
、長
田
監

督
と
福
岡
県
支
部
の
校
友
ら

リーグ戦で全勝優勝を成し遂げた農大ラグビー部

２
０
１
９
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

秋
季
一
部
リ
ー
グ
（
９
月
１
日

～
11
月
30
日
）

予
選
プ
ー
ル
を
３
戦
２
分

１
敗
で
３
位
通
過
。
順
位
決
定

予
選
で
法
政
大
に
勝
利
、
５
位

決
定
戦
で
駿
河
台
大
に
勝
利
し

５
位
。
森
田
陽
介
（
造
４
）
が

ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
賞
を
受
賞
し

た
。

２
０
１
９
高
円
宮
牌
日
本
リ
ー

グ
（
５
月
３
日
～
10
月
20
日
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
３

勝
４
敗
で
５
位
。
フ
ァ
イ
ナ
ル

ス
テ
ー
ジ
最
終
順
位
は
６
位
。

関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
３
部
（
９

月
15
日
～
11
月
24
日
）

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
こ
だ

わ
っ
て
強
化
し
て
き
た
フ
ォ

ワ
ー
ド
の
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
と
、

ス
ピ
ー
ド
と
キ
ッ
ク
力
が
自
慢

の
バ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
、
粘
り

強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
武
器
に

接
戦
を
制
し
、
全
勝
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
。

23
年
振
り
の
２
部
昇
格
を

懸
け
た
入
れ
替
え
戦
で
は
国
士

舘
大
と
対
戦
。
前
半
を
リ
ー
ド

さ
れ
、
後
半
は
懸
命
に
追
い
上

げ
た
が
逆
転
は
か
な
わ
ず
、
昇

格
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

２
０
１
９
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

秋
季
一
部
リ
ー
グ
（
９
月
１
日

～
11
月
30
日
）

予
選
プ
ー
ル
３
戦
２
勝
１

敗
で
２
位
通
過
。
順
位
決
定
予

選
で
駿
河
台
大
に
惜
敗
し
た

が
、
３
位
決
定
戦
で
早
稲
田
大

に
勝
利
し
３
位
。入
谷
真
由（
造

３
）
が
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
賞
を

受
賞
し
た
。

場　所

正　代 豊　山

熊本県
時津風

（正代直也・
平26開）

新潟県
時津風

（小柳亮太・
平28森）

令和２年
３月場所

（大阪場所）

西関脇
８勝７敗

東前頭３枚目
８勝７敗

令和２年
１月場所
（初場所）

西前頭４枚目
13勝２敗

敢闘賞

西前頭９枚目
11勝４敗

令和元年
11月場所

（九州場所）

西前頭10枚目
11勝４敗

敢闘賞

西前頭９枚目
８勝７敗

正代関　
　　　　大阪場所 19場所ぶりの関脇で　
　　　                 勝ち越し！

豊山関　大阪場所 前頭３枚目で勝ち越し！

大相撲 農大ＯＢの活躍

時栄（冨栄秀喜・平31森）入門以来、連続勝ち越し昇進！
　令和２年３月場所	 （大阪場所） 東幕下　24枚目　４勝３敗
　令和２年１月場所	 （初場所） 　西幕下　39枚目　５勝２敗
　令和元年11月場所	（九州場所） 東幕下　56枚目　５勝２敗

富
士
山
女
子
駅
伝

健
闘
す
る
も
12
位

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

相
撲
部＝強

化
指
定
部

全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅
伝
競

走
（
富
士
山
女
子
駅
伝
）

令
和
元
年
12
月
30
日
、
冷

た
い
雨
が
降
る
中
、
24
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
コ
ー

ス
は
静
岡
県
の
富
士
山
本
宮
浅

間
大
社
前
（
富
士
宮
市
）
か
ら

富
士
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
富
士
市
）
ま
で
の
富
士
山

麓
の
高
低
差
１
７
２
㍍
に
及
ぶ

起
伏
に
と
ん
だ
７
区
間
43
・
４

㌔
。１

区
の
保
坂
野
恋
花
（
醸

４
）
が
12
位
で
２
区
の
池
田
香

名
子
（
健
康
１
）
に
つ
な
い
だ

が
、
順
位
を
落
と
し
17
位
に
。

し
か
し
、３
区
の
浅
田
遥
香（
健

康
１
）
が
15
位
に
、
さ
ら
に
４

区
の
柴
原
佑
紀
（
栄
２
）
が
14

位
ま
で
押
し
上
げ
た
。
最
長
距

離
と
な
る
エ
ー
ス
区
間
の
５
区

で
は
、
棟
久
由
貴
（
健
康
４
）

が
必
至
の
追
い
上
げ
で
11
位
と

し
た
。
６
区
の
北
川
結
衣
（
ビ

ジ
ネ
ス
３
）
は
12
位
に
。
ア
ン

カ
ー
の
大
澤
由
菜
（
ビ
ジ
ネ
ス

２
）
は
高
低
差
１
６
９
㍍
の
激

し
い
上
り
が
続
く
過
酷
な
７
区

を
駆
け
上
っ
た
が
、
順
位
は
変

わ
ら
ず
総
合
12
位
で
の
ゴ
ー
ル

と
な
っ
た
。

沿
道
の
各
所
に
は
大
勢
の

校
友
会
静
岡
県
支
部
の
校
友
を

は
じ
め
、
東
京
都
支
部
、
埼
玉

県
支
部
、
農
大
常
磐
松
ク
ラ
ブ

（
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
）
ら
校
友

と
全
学
応
援
団
が
駆
け
付
け
、

横
断
幕
を
広
げ
、
大
声
援
を

送
っ
た
。

第
70
回
富
士
宮
駅
伝
競
走
大
会

（
２
月
９
日
、
静
岡
県
富
士
宮

市
）６

区
間
32
・
７
㌔
、
女
子

の
部
に
招
待
出
場
し
、
全
区
間

１
位
で
、
総
合
優
勝
し
た
。
校

友
会
静
岡
県
支
部
富
士
宮
分
会

の
校
友
ら
が
応
援
に
駆
け
付

け
、沿
道
か
ら
声
援
を
送
っ
た
。

出
場
選
手
は
次
の
通
り
。

１
区
＝
浅
田
遥
香�

（
健
康
１
）

２
区
＝
持
丸
美
佐
子（
経
１
）

３
区
＝
大
澤
由
菜

４
区
＝
高
橋
ひ
よ
り（
森
２
）

５
区
＝
平
賀
奏
美�

（
経
３
）

６
区
＝
北
川
結
衣

女
子
の
部
に
出
場
し
、
総
合
準

優
勝
。
校
友
会
東
京
都
支
部
・

三
多
摩
分
会
の
校
友
ら
が
応
援

し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
通
り
。

１
区
＝
藤
井
聖
（
健
康
２
）

２
区
＝
甘
利
晴
香（
ビ
ジ
ネ

ス
１
）

３
区
＝
廣
田
彩
香
（
開
１
）

４
区
＝
金
森
遥
（
経
２
）

第
68
回
東
日
本
学
生
相
撲
リ
ー

グ
戦
（
10
月
６
日
、
靖
国
神
社

相
撲
場
）

農
大
は
１
部
リ
ー
グ
３
勝

４
敗
で
５
位
。

第
97
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権

大
会
（
11
月
２
、
３
日
、
大
阪

府
堺
市
・
大
浜
公
園
相
撲
場
）

個
人
優
秀
32
選
手
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
志
賀
秀
登

（
開
４
）
と
佐
藤
隆
史
（
工
４
）

が
進
み
、
志
賀
が
ベ
ス
ト
16
。

第
９
回
東
日
本
学
生
相
撲
競
技

第
70
回
全
関
東
八
王
子
夢
街
道

駅
伝
（
２
月
９
日
、
東
京
都
八

王
子
市
）

４
区
間
14
・
８
㌔
、
大
学

会
（
11
月
10
日
、
埼
玉
県
上
尾

市
・
県
立
武
道
館
）

初場所で惜しくも準優勝！

団
体
戦
に
農
大
か
ら
４
チ
ー

ム
出
場
し
、
農
大
Ａ
と
農
大
Ｃ

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん

だ
が
、
共
に
１
回
戦
で
敗
退
。

第
１
０
３
回
日
本
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
走
（
２
月
22
日
、
福
岡
市
・

海
の
中
道
海
浜
公
園
）

陸
上
競
技
部
女
子
か
ら
Ｕ

20
の
部
に
浅
田
遥
香
、
シ
ニ
ア

の
部
に
北
川
結
衣
、
大
澤
由
菜

が
出
場
し
た
。

校
友
会
福
岡
支
部
の
校
友

も
駆
け
付
け
、
横
断
幕
や
の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
て
応
援
し
た
。

セ
ブ
ン
ヒ
ル
ズ
15
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
（
11
月
17
日
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
）

高
橋
ひ
よ
り
が
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

１
０
０
０
０
㍍
の
結
果
に
よ

り
選
出
さ
れ
、
学
生
の
日
本
代

表
と
し
て
出
場
、
９
位
と
健
闘

し
た
。

東
日
本
女
子
駅
伝（
11
月
10
日
、

福
島
市
）

第
35
回
大
会
が
福
島
市
の

信
夫
ケ
丘
競
技
場
発
着
の
９
区

間 

42
・
１
９
５
㌔
で
行
わ
れ
、

農
大
か
ら
２
人
の
選
手
が
出
場

し
た
。

山
梨
県
代
表
＝
保
坂
野
恋

花
１
区
９
位 

新
潟
県
代
表
＝
土
田
佳
奈

（
健
康
４
）
２
区
16
位

ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子

ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

ラ
グ
ビ
ー
部

強豪の山梨学院大のシュートを止めるＧＫ高橋栞主将
（造４、中央）（10月５日、大井ホッケー競技場）

全
日
本
大
学
選
手
権
へ
の
出
場

権
を
獲
得

関
東
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

（
10
月
27
日
、
東
洋
大
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

第
62
回
大
会
で
空
手
部
男

子
が
２
年
連
続
全
日
本
大
学
空

手
道
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た
。

農
大
空
手
部
男
子
は
関
東

１
部
（
32
チ
ー
ム
）
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
１
回
戦
で
慶
大
に
惜
し

く
も
敗
退
し
た
が
、
全
日
本
出

場
校
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回

戦
で
朝
鮮
大
学
校
に
勝
利
し
１

部
残
留
を
決
め
た
。
続
く
２
回

戦
で
東
京
都
市
大
に
続
け
て
勝

利
、
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

空
手
部

全
日
本
学
生
運
転
競
技
選
手
権

大
会
（
11
月
24
日
、
近
鉄
自
動

車
学
校
）

女
子
個
人
の
部
で
林
夏
生

（
経
４
）
が
準
優
勝
。

2
0
1
9
年
度
全
日
本
学
生

自
動
車
連
盟
関
東
支
部
年
間
総

合
杯女

子
個
人
の
部
で
林
夏
生

が
３
位
。

献
血
功
労
者
表
彰
で
東
京
都
知

事
か
ら
感
謝
状

令
和
元
年
度
献
血
功
労
者

へ
の
表
彰
・
贈
呈
式
が
11
月
19

日
に
行
わ
れ
、
農
大
自
動
車
部

に
東
京
都
知
事
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

自
動
車
部

東大戦に臨む農大チーム（10月５日、大井
ホッケー競技場）

２
年
連
続
で
全
日
本
大
学
選
手

権
へ
の
出
場
権
を
得
た
空
手
部

東
京
都
リ
ー
グ
戦
（
９
月
８
日

～
10
月
20
日
）

弓
道
部
女
子
は
３
部
リ
ー

グ
で
４
戦
全
勝
し
優
勝
。
入
れ

替
え
戦
は
不
戦
勝
と
な
り
、
２

部
昇
格
を
果
た
し
た
。

松
本
萌
（
醸
１
）
が
リ
ー

グ
戦
的
中
率
（
82
・
５
％
）
で

９
位
入
賞
。 弓

道
部
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全
日
本
選
手
権
で
健
闘
し
た
農
大

理
工
科
系
大
選
手
権
で
優
勝
し
た

農
大
社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

奉納演武を行う合氣道部

１
）
組
。
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
テ
ン
の

部
・
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
優
勝
＝
倉

科
翼
・
宮
内
千
嘉
組
、
ル
ン
バ

２
位
＝
倉
科
翼
・
佐
々
木
優
子

組
。
シ
ニ
ア
の
部
フ
ォ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ッ
ト
６
位
＝
鈴
木
凌
（
開

３
）
森
本
芽
依
（
微
生
物
３
）、

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
３
位
・
サ
ン
バ

２
位
・
ル
ン
バ
３
位
・
パ
ソ
ド

レ
優
勝
＝
古
田
幸
太
郎
（
食
農

３
）
片
桐
愛
（
バ
イ
オ
３
）。

第
53
回
農
林
水
産
大
臣
杯
争
奪

全
日
本
学
生
弁
論
大
会
（
12
月

７
日
、農
大
百
周
年
記
念
講
堂
）

　

農
友
会
講
演
部
が
主
催
。
今

回
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
学
生
が

照
ら
す
未
来
の
農
林
水
産
業
」。

　

農
大
か
ら
平
藍
衣
（
経
１
）

が
出
場
し
、
特
別
賞
を
受
賞
し

た
。

４
勝
９
敗
で
最
下
位
。
３
部

優
勝
の
大
正
大
と
の
入
れ
替
え

戦
（
11
月
11
～
13
日
）
で
１
勝

２
敗
、
３
部
降
格
と
な
っ
た
。

第
67
回
全
日
本
学
生
剣
道
優
勝

大
会
（
10
月
27
日
、
千
葉
ポ
ー

ト
ア
リ
ー
ナ
）

地
区
大
会
代
表
64
大
学
が
参

加
。
農
大
は
10
年
連
続
出
場
。

１
回
戦
で
山
形
大
に
勝
利
し
た

が
、
２
回
戦
で
中
京
大
に
惜
し

く
も
敗
れ
た
。

第
62
回
全
日
本
学
生
賞
典
馬
場

馬
術
競
技
大
会
（
10
月
31
日
・

11
月
１
日
、
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
）

個
人
11
位
＝
鵜
飼
勇
希
（
造

４
）。第62

回
全
日
本
学
生
賞
典
総

合
馬
術
競
技
大
会
（
11
月
４
・

５
日
、
三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド

パ
ー
ク
）

団
体
９
位
＝
南
部
七
輝
（
ビ

ジ
ネ
ス
３
）
深
水
翔
平
（
創
成

２
）
鵜
飼
勇
希
。

全
日
本
学
生
馬
術
三
大
大
会

３
種
目
総
合
９
位
＝
鵜
飼
勇

希
、
福
島
ひ
と
み
（
食
農
２
）

南
部
七
輝
、
深
水
翔
平

第
32
回
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス

リ
ー
グ
戦
（
８
～
11
月
、
駒
沢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
他
）

男
子
は
２
部
リ
ー
グ
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
５
位
。
女
子
は
１
部

リ
ー
グ
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
６
位
、
１

部
２
部
入
れ
替
え
戦
で
日
本
女

子
体
育
大
に
勝
利
し
１
部
残

留
。

第
34
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
技

術
選
手
権
大
会
（
２
月
１
、
２

日
、
長
野
県
・
白
馬
岩
岳
ス
ノ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
）

女
子
＝
五
味
星
空
（
バ
イ
オ

３
）
が
出
場
。

第
93
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
（
２
月
24
～
27
日
、

第
10
回
全
日
本
大
学
対
抗
カ
ー

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
11
月
29

日
～
12
月
１
日
、
札
幌
市
・
ど

う
ぎ
ん
カ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア

ム
）

男
子
チ
ー
ム
準
優
勝
！

男
子
チ
ー
ム
は
予
選
２
位
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
、

準
決
勝
で
勝
利
し
た
が
、
決
勝

で
札
幌
学
院
大
に
惜
し
く
も
敗

れ
準
優
勝
。

男
子
メ
ン
バ
ー
は
、リ
ー
ド
・

大
滝
理
城
（
生
産
４
）、
セ
カ

ン
ド
・
花
田
浩
之
進
（
ア
ク
ア

４
）、
サ
ー
ド
・
村
松
良
祐
（
食

香
４
）、ス
キ
ッ
プ
・
林
誠
也
（
ア

ク
ア
４
）、
リ
ザ
ー
ブ
・
廣
瀬

圭
悟
（
産
経
２
）。

女
子
チ
ー
ム
は
４
位
。
メ
ン

バ
ー
は
、
リ
ー
ド
・
平
井
万
祐

子
（
ア
ク
ア
３
）、
セ
カ
ン
ド
・

瀬
口
悠
希
（
食
香
４
）、サ
ー
ド
・

今
野
千
尋
（
ア
ク
ア
３
）、
ス

キ
ッ
プ
・
小
暮
美
咲
（
食
香
４
）、

リ
ザ
ー
ブ
・
福
山
和
加
（
食
香

２
）。

▼
世
界
中
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
い
、
感
染
拡
大
が
止
ま

ら
な
い
。
世
界
は
激
変
し

た
。
日
本
で
も
各
地
で
感

染
拡
大
は
続
い
て
お
り
、

４
月
７
日
に
は
７
都
府
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
、
９
日
後
に
は
対
象

区
域
が
全
国
に
拡
大
し
た

▼
本
学
も
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
学
位
記
授
与
と

入
学
の
式
典
を
中
止
。
大

学
休
業
・
外
出
自
粛
要
請

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
３

キ
ャ
ン
パ
ス
は
閉
鎖
、
入

構
禁
止
と
な
っ
た
。
校
友

会
の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
の
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
終
息
す
る

ま
で
開
く
こ
と
は
で
き
な

い
。
と
に
か
く
今
は
、
一

人
一
人
が
感
染
防
止
の
取

り
組
み
を
徹
底
す
る
し
か

な
い
▼
大
学
や
校
友
会
が

開
催
す
る
今
年
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
中
止
の
判
断
が

相
次
い
で
い
る
。
今
後
の

予
定
は
大
学
、
校
友
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。	

（
安
達
）

編 

集 

委 

員

委
員
長　

豊
原　

秀
和

（
副
会
長
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

穂
坂　
　

賢

（
醸
造
科
学
科
教
授
）

委　

員　

上
岡　

美
保

（
常
任
理
事
・
国
際
食
農
科
学
科
教
授
）

委　

員　

安
達　

哲
司

（
事
務
局
長
）

編 

集 

後 

記

実りちゃん 学くん

指導者・チームスタッフ
氏　名 卒年・学科 出身県 所属チーム　役職

石﨑　信弘 昭55経 広島県 藤枝MYFC（J3）監督
柳下　正明 昭57林 静岡県 ツエーゲン金沢（J2）監督
森下　申一 昭58経 静岡県 FC東京（J1）GKコーチ

大木　　武 昭59農 静岡県 ロアッソ熊本（J3）監督 
※2010 FIFAワールドカップ日本代表コーチ（南アフリカ大会）

梶野　　智 昭63林 愛知県 セレッソ大阪（J1）チーム統括部長
神田　勝夫 平元経 新潟県 アルビレックス新潟（J2）アドバイザー　※今年2月まで強化部長
世登　泰二 平元造 静岡県 ジュビロ磐田（J2）U-18監督
久野　智昭 平8醸 静岡県 川崎フロンターレ（J1）U-18コーチ　※昨年までトップチームコーチ
増本　浩平 平17造 神奈川県 松本山雅（J2）U-15コーチ　※昨年までトップチームコーチ
廣本　達也 平26経 大阪府 松本山雅（J2）U-18コーチ
選手

氏　名 卒業（年）・学科 所属チーム/ポジション/背番号

小田原　貴 平27造 東京都 セレスネグロスFC（フィリピン）/MF/9番
※2019フィリピンチャンピオンチーム　アジアチャンピオンズリーグ1/28FC東京と対戦0-2敗戦

佐々木　翼 平28経 東京都 ホンダロック（JFL）/MF/23番
中島　拓真 平30ビジネス 栃木県 ホンダロック（JFL）/DF/2番
吉田　将也 平31ビジネス 埼玉県 松本山雅（J2）/DF/24番
安藤　一哉 令和2ビジネス 千葉県 ガイナーレ鳥取（J3）/DF/20番

農大ＯＢの活躍 プロサッカーで活躍している
東京農業大学ＯＢを応援しよう

文
化
団
体

社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

講
演
部

第
51
回
天
野
杯
争
奪
学
生
競
技

ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
11
月
10

日
、
獨
協
大
）

　

団
体
５
位
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

ワ
ル
ツ
２
位
・
ク
イ
ッ
ク
２

位
・
ル
ン
バ
２
位
＝
倉
科
翼（
バ

イ
オ
１
）
大
澤
凛
花
子
（
化
１
）

組
。

第
１
０
５
回
東
部
日
本
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
11
月

24
日
、
テ
レ
コ
ム
セ
ン
タ
ー
）

　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
２

位
。

第
１
１
９
回
東
都
大
学
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
12
月

１
日
、
東
京
工
業
大
）

　

団
体
５
位
。
ク
イ
ッ
ク
６
位

＝
廣
瀬
裕
貴
（
造
３
）
小
田
切

第
42
回
ツ
バ
メ
杯
争
奪
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
12
月

15
日
、
東
京
工
業
大
）

　

団
体
７
位
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

ワ
ル
ツ
５
位
＝
倉
科
翼
・
関　

泉
美
（
微
生
物
１
）。

第
１
回
東
都
大
学
学
生
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会
交
流
戦
（
１

月
26
日
、 

電
気
通
信
大
）

　

シ
ニ
ア
の
部
ク
イ
ッ
ク
３
位

＝
廣
瀬
裕
貴
・
堺
満
瑠
美
（
共

立
女
子
大
）
組
。

第
1
0
1
回
理
工
科
系
大
学

学
生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会 

（
２
月
９
日
、
電
気
通
信
大
）

　

団
体
で
優
勝
。
ジ
ュ
ニ
ア
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
部
・
ワ
ル
ツ
優

勝
＝
倉
科
翼
・
宮
内
千
嘉
（
食

農
１
）
組
、
ク
イ
ッ
ク
優
勝
＝

倉
科
翼
・
佐
々
木
優
子
（
森

合
氣
道
部

剣
道
部

競
技
ス
キ
ー
部

馬
術
部

カ
ー
リ
ン
グ
部

ラ
ク
ロ
ス
部

ス
キ
ー
部

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

成
田
絵
美
佳
選
手

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表
に
選
出
！

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
成
田

絵
美
佳
（
森
１
）
が
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
大
会
（
エ
ペ

種
目
）
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ

た
。大

会
は
２
月
１
、
２
日
、
ス

ロ
バ
キ
ア
共
和
国
で
行
わ
れ

た
。

明
治
神
宮
秋
の
大
祭
で
奉
納
演

武
を
披
露
（
11
月
３
日
）

合
氣
道
部
唯
一
の
発
表
の
場

と
な
る
奉
納
演
武
会
が
明
治
神

宮
境
内
で
行
わ
れ
た
。

晴
天
の
中
、
朝
早
く
か
ら
農

大
合
氣
道
部
の
演
武
を
皮
切
り

に
島
根
大
、
前
橋
、
清
水
、
静

岡
な
ど
の
各
支
部
、
さ
ら
に
農

大
合
氣
道
部
Ｏ
Ｂ
の
演
武
が
行

わ
れ
、
総
勢
１
０
０
人
を
超
え

る
演
者
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果

を
披
露
し
た
。

こ
の
日
は
明
治
神
宮
の
秋
の

大
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
弓
道

大
会
、
流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）

や
日
本
古
武
道
大
会
な
ど
も
同

時
に
開
催
さ
れ
た
。

令
和
元
年
度
東
都
大
学
秋
季
２

部
リ
ー
グ
（
９
月
２
日
～
10
月

30
日
）

年
男
子
リ
レ
ー
４
×
10
㌔
に
釜

石
和
が
岩
手
県
チ
ー
ム
の
１
走

で
、
鈴
木
孝
昇
が
東
京
都
チ
ー

ム
の
４
走
で
、
寺
尾
良
明
が
愛

知
県
チ
ー
ム
の
１
走
で
出
場
し

た
。

第
93
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
（
２
月
13
、
24
～
27

日
、
秋
田
県
・
田
沢
湖
ス
キ
ー

場
、
鹿
角
市
・
花
輪
ス
キ
ー
場
）

▽
ア
ル
ペ
ン
男
子
１
部

ス
ー
パ
ー
大
回
転
、大
回
転
、

回
転
に
富
岡
恭
冴
、
萩
生
田
純

宇
（
産
経
３
）、
徳
武
康
尊
（
産

経
３
）、
長
倉
丈
（
産
経
３
）、

佐
藤
友
治
（
食
香
１
）
栗
山
聡

（
生
産
３
）、
沼
田
昴
大
が
出
場
。

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子

１
部10

㌔
フ
リ
ー
・
30
㌔
ク
ラ
シ

カ
ル
に
釜
石
和
、
丸
山
虎
之
丞

（
産
経
３
）、
長
谷
川
海
斗
、
石

山
柊
平
（
自
然
２
）、鈴
木
孝
昇
、

寺
尾
良
明
が
出
場
。

４
×
７
・
５
㌔
リ
レ
ー
に
は

長
谷
川
海
斗
、
石
山
柊
平
、
丸

第
98
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

（
１
月
23
～
26
日
、
北
海
道
・

音
威
子
府
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
）

男
子
ス
プ
リ
ン
ト
１
・
２
㌔
、

マ
ス
・
ス
タ
ー
ト
10
㌔
、
パ

シ
ュ
ー
ト
15
㌔
に
長
谷
川
海
斗

（
産
経
４
）
が
出
場
。

第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
（
２
月
17
～

19
日
、
富
山
県
南
砺
市
）

▽
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
成
年
男
子
Ａ
に
富
岡
恭
冴

（
産
経
４
、
静
岡
県
代
表
）、
沼

田
昴
大
（
自
然
２
、
広
島
県
代

表
）
が
出
場
し
た
。

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
成
年

男
子
Ａ
10
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
に
釜

石
和
（
生
産
３
、岩
手
県
代
表
）、

鈴
木
孝
昇
（
産
経
３
、
東
京
都

代
表
）、
寺
尾
良
明
（
生
産
３
、

愛
知
県
代
表
）
が
出
場
し
た
。

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
成

山
虎
之
丞
、
釜
石
和
が
出
場
し

７
位
入
賞
。

初
出
場
で
初
優
勝

第
84
回
北
海
道
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
学
生
選
手
権
大
会

（
11
月
10
日
、
札
幌
市
・
北
海

学
園
大
）

市
内
の
ジ
ム
で
鍛
え
る
な

か
、
意
気
投
合
し
た
学
生
メ
ン

バ
ー
が
大
会
出
場
を
目
指
し

サ
ー
ク
ル
の
新
規
結
成
を
大
学

に
申
請
し
、
登
録
さ
れ
た
ば
か

り
だ
。
出
場
９
人
の
う
ち
４
人

が
階
級
別
で
優
勝
、
団
体
で
総

合
優
勝
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

全日本大学準優勝の男子チーム

バ
ー
ベ
ル
ク
ラ
ブ

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

秋
田
県
鹿
角
市
・
花
輪
ス
キ
ー

場
）▽

ア
ル
ペ
ン
女
子
２
部

大
回
転
、
回
転
に
五
味
星
空

が
出
場
。

友
紀
（
バ
イ
オ
４
）
組
。

第
64
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン

ス
選
手
権
大
会
（
12
月
８
日
、

獨
協
大
学
）

　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
７

位
。


